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まえがご

本務は これまでの国有林の本林源玉の義をごとして . 

今直の研修 あたりミの教日向 で 忠塚炭 したので、一部前年の原 

務ごあり、 本年前、書会はおしたものこあり. 前銀の統一をタく場 

があ リ ・ 考一貫性がないかご知れロい-印別ポた一良ご よみs 
すﾡﾡが全くaく、 *れにﾡ義め全部にわたっておらず一部は章名 

にめみヒゞめ 講ﾡのドに補なわざるをロい有採で恐諾し € ue 
次オであろ。

このﾡの中で 〔付 とか〔注 をっサてあるのは. 製味のある人 

達は締んで欲しいズ、ﾡaaく とッ会体を理率するには塗し支えさ 

い所で むしろ初べ者はﾡばした方べよい所である.

サンプリ ングは難しいといら こヒをいう人こあるが・決してﾡし 

いむのでは笈く、野才れゝはむしろやさしいめのである. ばのために 

でさろだけ・ ﾡﾡさビの教き的ﾡ項はさけるか〔J や (注) にま 

わした。 しかしまだ不桜べな線いがあるのめで、将表かさ直す送りで 

未史稿としわけである.
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/ 赤林責源編査法 2 顔査におけるﾡ々の誤差

どのよらな調登でも、ﾡ々の尽因による誤差はﾡ才あるもので 

ある. 誤差のない顔ﾡといクものはあリ得ない. ぞれがため2. 
すべての調費は条ﾡ信とはいえないのである. 内ﾡは誤差のﾡ規 

とぞの大ミさであろ.たとえば ランダムな誤差は 互いにら 

消し合ウ准ﾡをも ち 病よ りは ざの備より を祀建できれば. 辰 

り去るニとがでさる. ある樹の高さを別定するとさ 正違口測高 

器 を 用いても. ﾡﾡの都度. 岩干の異る値が得られる。しかしこ

れはﾡ業向なも の で . ﾡ催に対する誤差は互い2打ら消 しあうし 

のである. しかし 測者ﾡが不正確でﾡに一定量だけ通大に見ると 

いう起らば. 二の待よ ) は. 調費し マ . ごのかだけ差し 引lけばよ 

いであろク . はた単にﾡ向だけを見たい場合は ﾡリざあっても 

差し支えaい・

したが? て調査にあたっ て は 誤差めﾡ規や大ささ ・ 原因等に 

十分智ﾡし こ・ 調査のﾡ果べ目向に合致したもの2さ2よう努力 

しなけはさらさい 従うにﾡﾡの王確度をあげよう とするとぷ 

大た抵同 と時占を委するから ﾡに調査の目ﾡに長造さ正菱度を 

こ ○よう部ﾡの設計を行はロければなら aい .

誤差には次のものが考え られる

2/ 年条団・ 第査対象を同確に定表しよかった場合

調査対象地のが項ﾡに定め られ ていaいヒきは・ 全ホﾡ 

永請査の場合でもﾡリすざ. 羽定ひれをずる 令役別2画税



C<)

容衣を知リ ﾡいときは・ 調査ﾡやﾡ相団にあま り があっ た場 

合にむ ・ 得た値にﾡ髪を生ずる .このよら にﾡ送は マ との函 

接を修正し aいと消す2 ヒは函難で ある.

22 調査際者や定義のあいまいさ2基く誤差

記隔者やﾡ終があ い よ いだと 各人合様の断を下 し例え 

ば. 全画の赤林資母調査の場合林地におけろﾡ至どon の針計ﾡ 

ﾡとか宮そ *cnt の広ﾡ樹のみ 2する場合. はっさリとギの旨 

を送べて おかﾡい と. 座図樹をる調査 しリ 2c位いの2の 

でどホﾡからといて測史したりする人も出てくる、 二のよら 

さ定希や説原書の展味さから赤る誤差は 説明者をる際2注 

怒すれはさけられる.

2.3 測定族差

この場合は 2連類の誤差べ入ることがちえられる. /は. 

測定校ﾡの益ﾡ等ほよる入るご の で 偶糸的なもの である. ミ 

れはﾡ集や入急等2よリ、 ¥の大きさをﾡずるものであり 一 

般2正呉乱方の誤差を生 じ堀互に打消すものと考えらるか ら 

さほビ向題2忘らない。 ら一は ﾡaら特2正 ﾡなら特に 

ﾡという風に例えは下をはか2 て身長をはか2場合 如細 

に入急2測2て む ・ 常2 下政の高さ式 . ﾡ大2測定す るという 

よら場合の誤差である 3れを一般2ﾡり くﾡﾡ)ヒいゝな 

林業の場合は輸ぶ測定のとき. 裁は巻沢でﾡるを測ると さに見 

られる このような誤差は ユ4atomcと e々acといらが. こ 

の今をzecを生じていう に情にﾡ林を呉ﾡして おかaけかればa 
らほい・善通・ﾡ本調登理ﾡでは 何太的な訳差を取根い、 

-dgddwattc eeaz は研 究が 十分 ではな い,

っ 4 調査対象の 変前による 誤差

調査期ﾡが長く・ 例えば 替畑事ﾡ介進林地等さ:きからぞ 

2わ2 て 調査し をような陽合は . 初樹や苗木自ﾡの 長の支 

化2より気勤を生する. とく2言木は 生長姫店Nでは/月と 

いわず2ず大の生長をするので 調•書には医毒そ要する.

2s. 調査残れや宣根調盤による誤差 ■, • • ■

会林毎林餌書でも ﾡ地北さビの林太は調査をしなかったり .

あるい ばい い加式に巨測む た リ すろことも ある し.. 系の場合 

2隣接小左の太ュ ・調会じたり あるいは捜界木を落しだリ.

日尼 標本ﾡ在では ﾡ岡の不伏の地を故意にﾡ査じなか2た 

りする2とがある。このよちなときは 及ず系鋭的版顔差を生 

ずる ・

っど誤記・候昇による誤差 •

伊木調査の場合でるツ援本西査の場合でび、注憲しユいと誤記 

w. 課算な生するこヒがあろ. こらは 注怒しさえすれば 

余去することができる .

2 7 椎定方法2よるﾡよ り

取りヨとめのとき・分類をあやま○たり. あるいは ﾡ的す 

るﾡぶ大さすぎたリ しだ だあ ヒか. な当りの平均をﾡ出す2し
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き加車平均すべ きものを単2早術平点しﾡ リするヒ きにはﾡよ 

りを生ずる.特2 令林の平均林令たどを出すとき互ビは. 目 

的により e«の方法があり あやまった方法だとﾡより を生 

ずる.

2.8 ﾡ太調査I2伴う誤差

以上の誤差の外2標本調査では 有送であろクピランダムで 

あろっとどずﾡ本であるめの誤差を伴う・ ランダムな誤差は 

これを軒ほし ・ コ ン ーロールする方法はあろが. 相起ﾡ本の場 

合は *かれがでさない.

有気ﾡ本て は 特2ﾡﾡ池やﾡ本木の送史のﾡり というら 

を生ずる. これは 調査者の格や*の目のﾡ分にる支部さA、 

る・ある人はﾡ通少ヒカるように根率地を送史し ある人は 

*のヌ対でごある. マれが 炭すしも一定ﾡけ迎ヶ. ﾡ大でな 

< ごの日の気分2支配されることもある.送。て ごの誤差を 

評価し コン トロー)レ す る手段はな い •ど ちろ ん ランケムな 

ヴンプリンでッ 調査地を測定し易いよう2 すらしﾡりす 

ると癖リを生するこヒもあるし 請査国難地を名いた りする 

め2偽りを生することもある-

次に両巻とひ准定力式による備り を生するこ ヒがある、 
ﾡえ保本 から 全株 わﾡを 定 するヒき ・ ﾡに 一定 だけ 

ﾡl引Iしたりするとさ, 任遠標本で顔きった 公式 を 

いﾡリするとさ ﾡりが入るし割合を権定して マれから母 

条団の特性ﾡを推ﾡする場合はﾡりがはいって く a愚合も ある

しかし. あビの合は 炎用上向きにヨらぬこヒがダい。

ラ 全数調査と標本調査

ﾡ本ﾡ査と全※ (皆) 部査と何がよ いかということは ほ. 

輸係、さかれることであるが これに?いては ﾡらにビららがよい 

とは断定で会ロい- 李ろ 行aおちとするﾡ査の目的によ?て定 

は2て 家る 乙のである. 今どの よ っ と場合に様本ﾡ査がセンサス 

(ﾡ皆ﾡ査) にまさろか。 あろいは得策であるか2ついて基べて 

受よっ -

3/. 結果セすの2日ﾡ、貸甲の制ﾡなある場合

例え出. 一ﾡ期向に 報求こ全体の林木ﾡﾡを知リ こい場会 

林業政ﾡﾡ立の ためや. 家所発林の利用のために での国内ま 

は一地方の系林の管ﾡを知リい場合は 日時.食用 时力の 

制限のため. 手息全数調査は不能であリ ー方 これ)の日他 

塗成の ため2 は何万何十向百何十ﾡ立方4でご知ら はくと 

就轨を也 リ、ピの誤必の種終を知り得小ば十分目的を達放でさ 

a. ▽ちろん このよ>α場合. 全教調査を行うことがでa 
はよいが 呉大な貸用と央大な労力を要し, 更にこ し日数1洲 

Wロく行っとしてそ での同に林木は成我し. での蜩看船宗紀 

ﾡしてし. 成長によろ象勃が入り. 正し い絶塚は得られユい 

だろう。このようなわウで 旅茶でみ塚地術登去が"ぶ台 

に発しにのであるが ﾡ本ﾡﾡ理的は. 率講の力をかリて
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別途に発及し合ﾡ的信ﾡ性のある知識を与え てくるるのであ 

る.たも 林ﾡにおいてはﾡ出ﾡ出調査のひこばえは 一般ﾡ 

け分呼より早く 場、さハ ﾡに昭和 ノ24余各老氏により昭 

介されている (ﾡ誌御料林昭和ノ2年 月号)・いづれにし 

てる. 上にべﾡよらに. 日時 ﾡ用 労力に制限あるろ場合、 

調査結ﾡがぞれほビE催αむのを受求さムない場合 調ﾡ対象 

が時ヒに化すろよっ a場合号は サン プリ ングによ ら ロい 

ヒいけにい.

調査といろものは常に その目的 8査対象に底じ. #に最 

駄の&い 合理約なめのでなけハはならない。

ラス 会皆胡査より事矢上.正ﾡ ﾡリのない結採を得にい場合 

われわれ は. 個々の ひのをべて調べあ て . ﾡせ条めみは 

どず全休に向して正確な知識を得られるとよくﾡら. このちえ 

の中にはﾡ々のものめの則定が 累一 ○のジのの測史と同様な正確 

ミ で行われ. かっ測史者が. 皆町じよう に製し て いる と いら 

前ﾡぶ内在している. しかし.全体のﾡが非常に大さくなっ 

果して*っであろうか.ﾡじよちな仕ﾡを何百面とﾡけて

行く 場合は表労. あるいはﾡさる考のだ理/用で測史の正確さ 

な成じ, 誤差が入っで くるひのである. 一方. に問じよらIに 

測定技術の域理の人力: 多致棒る といら 2 とは困難である. 従っ 

て 皆西査の場合は どシしてる 求ﾡな調査員バに まかせな ければ 

女らない. こハら の場合の誤ﾡは次才に 照ﾡさAて行き非常な 

六さふめのめにaリ ﾡ走 3とはできなくなっくﾡろ。特に系告 

調査の時は 測支そののの袖先から系る訳差のテに倉ﾡ的類 

懋織的な編査&" もある. ごのように考えて來ると. ﾡ告顔査 

ﾡすしめ最食とはいえなくなる. しろ. サ>フリングにより 

少数の 熟練看):よ り正値に川史し、合理的は自ﾡ性のある結票

を出した方が,経奇的にも」酒査結果の早急な利用はいう貝か 

ら見でごサ>プリ ングの力が有利にロって飛る。サンプリ>グ 

では 師査核せ少いので熟練着を引故認することひなく、 あき 

てくるという鳥ﾡ作用もﾡかに少くなる、また. 西査結采の条 

計杯栄こ. 皆調費では感大なため誤りの入る可能性が. 引い 

が. サンアリ>グではﾡ的少投だから叙りの入るヨ能性込

少ない。 . ・

しかし. サ>フリングでは、少い調査純果を全体にぬ大する 

から. 調査は入急に正確に行ユわαはならない, 二のﾡは 

ﾡに憲すべきで・だ索の全本毎木ﾡ査のよ □億炭で丹っ 

て はならない. ﾡするに全部を部べれば: 全体に内する正書 

コ知識が将らる とい ら考え方は改むべさである.

33. 恐吉調査な不可能なとさ .

工業では電球のﾡ命検査を したいとヨは. 全答を的な するこ 

とは. 能である. 何んとなハば 全部を試駅すは.さ. 

電球は切れ て しまってあ るも の は なくなってしまう. 林木ても 

成長ﾡを知リ たいとさ、全林木を樹幹解ﾡを行占う、とは3可
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能で少なく とも放長ﾡ部査ですら全林木に行なう ミ とはる能 

にAって未る. ミのようaときはサンフリ ングによらなければ 

ならない.

3.4 上速べたこヒから. 宮ち2ﾡ本ﾡ査が会故調査に勝ると 

判 町する の と 早計である. 場合によって は . 全教調ﾡがよい 

場合ごある. nに蛍べﾡと戸ﾡにﾡ査の目約 が査の対象 

経ﾡ的制約・社会的な制約等を十分考点し て・ ¥れらに応 

じた顔圭方法を反るべさである.

数尊前、ドイツ等の中欧ﾡ回で. 全林調査か.ﾡ本調査か何 

れがよいかをPMdanやWec& 野2より論ﾡされんが. 当時 

保本部去にﾡ刊的であっﾡ アdQは最はt しろ挨成若の立 

場にって太て いるば aず着着の晃解をのべ興、当時の彼ら 

の台ずる所を次に逃べ て見る.

ラ、<./ 前林ﾡ木調会は、賞問・ 労カ・ 日時等の制約のﾡめ. ﾡ 

業ご全部の林に2 いで行なう ことができaい。従っ てせいぜ 

いオー分類指ﾡ林小班バおい て行われる K すざない. 日本のよ 

う に皆伐作糸の引い本て はこめ餌査は余り有用で はない.何と 

なれば、 ォー分堀ﾡ定杯小狂は.ﾡ杯前に必す政義顔費を行な 

うために・ 同一林小班ば ﾡかな期向内Iに2度ご調ﾡされるこ 

ヒになリ、経有的にる有列でい。¥の上. 林木は皆伐さる 

の で. 次期の全林毎木部査ﾡ所は緊る林たで行わハる ので照査 

法のめよク な放長長の計ﾡも でき古い、

(//
この契・ 何かしら爆跡はﾡﾡを行ユっているようα気ぶする。

3.名.2. 上めように会林ﾡ水ﾡﾡはよいヒはわかってる食用. 2 
務.日時の 口係から申京この一部において 失行さミハ ろにすざず 

¥の残リ の林分対し < は 目劇や禄事忙による餌書をなわ 

なけAばロらず、従って事糸ご全体の著被成長ﾡがどの位実ピ 

と契なって いるが皆目ﾡﾡがっかずに. 種の計画を衆しな 

ければaらロハ. このよ う なこヒ では. 粽施の 計•埠. 浅栋我の 

定ご極め て不ﾡなそのとてらざるを得ない。

s.◇ヨ ちdan の見解

Pwdan :森林調査法 は 春旅査理 に結で2 い て い2 こので みろ 

か ら. 杯問する未林継理表によっ てさま2てく2 と出べ ・ ま ず 

中欧ﾡ国の禄林経ﾡ法の符色を説ﾡL ている. 中政請回の讪沐 

経理ははすヨす集的化をたピリ. 茶の単位はあくまでも林小 

班単位をとリ. ぞAも分班てピといあめのめ作らAl, 次ネバ小 

ﾡﾡにﾡり つ、ある。一方ﾡ猛んなって糸た単不旋栄は- 

やはリ林分 (本木) といち枠内で方えられるべさで. 杯小狂キ 

位の施栄に安り はない. 比欧や比木のサンプリ ングは 大町ﾡ 

に対する確央 結果が ル選 ¥.小 面務の ピれはオニ表だか ら* 

用ごていろのである. ミのようはﾡ呉からは、中欧の系林品 

理では この方法を場ず る何らのﾡ桜め負いわけで ある.

ﾡ林ﾡ査法では.本令と番ﾡに底じてﾡﾡの条約安 (部会う 

合 を交えるべきだが. これについては. サンプリングで d方
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化ヒいクカ法を累っている. 在求の評査法でこ オー分期林分 で 

は毎太部会. 令林分では目ﾡ部会や灰ﾡ表によ ②本積査良 

ある いは代表的調ﾡ法によって丁査し ていろから. このﾡにっ 

いては何ら向選ははいわけである. たゞ 大きな欠奨と懸わ』 

るのは. 令段の羽勤バより経理期向ごとに、同一の放分は毎ホ 

ﾡ基を行なうことはaく . 常に別の林分を調査しなければなら 

ロいめ.調ﾡ結ﾡの比ﾡが西ﾡとたリ, 収益性の計算に支ﾡ 

を未すことである. さ らに中欧において は新し い林栄の課題と 

し て ・SZandacZ&cZcを4n8, 月eるze&u4g/enPe4t42un? ・ 

canamcac&e , BanじCeaunf , Wafaeewrectun? 等 献起 

って來ていろので、こからを考ﾡすると LenavAcntcee 

次幾也で あろ ろ. しかし. サンリンケについては 従求のド 

イソの研を検討してﾡると ドイツの森本継理の特色である

林小延単征の 施宗を 生かす ため . 米未 o ～ 32 %行なわ川た 

会林毎太調査を /e み位に ヒゞめ. そ のヂ り バ対し てサンフリ 

> グを行なうこ とにすば、親林経理上図 要を 要件は すべてみ 

たさるか ら経食こ 4o 〜 7o ※武少 してる. 特にこ の際ビ 

ッテルリッ ヒ表め併甲すれ ば有である.

3.4.«.上の主旨をﾡ。anはノ?«よﾡﾡ表しているが. さ 

ら枚出 ノ?←8年造加神足し たﾡ見をﾡ表L ている. *れを 

次に紹介し て見よら. サンフリ ングは吹 北*の特有のごめ 

ではない. etc&。 がﾡに ノククの 年にﾡ表、し.人oなoaAez

・ゼ 

ボノ7?2年寺院有林の経理祭務に関型してWiとZa&y o 
J.F. Sc&uet&oud 米奈 L て いる ・ しかし. ミ川らはナべ 

て実行さハずに 主観的ム方ほのみが虫しに行☆われるよ らに a 
っに. キニ次大戦後は サンプリングの宙、のだめ、研究には 

ヲのみ方なドイツでは見られる・ どの方去でもﾡ計校理を尺 

所する奨では共通だが. ﾡ際の胡違力法とﾡ永経理の計回につ 

ての根本的左考え力がﾡろのである.. ・

/• L グ在c心 の彼的量的部査法

会 条林 あるい は業殺会体が一ﾡのﾡら マ西査さハなけハは 

ならぬヒし・ 各林小狂は.系扱内のブロツクと考える 全体 

の教値をネー義とし、林小狂はオニ感と考えろ。 コの巻え方は」 

光改三回の大面狼施業表や考え方に則 し くいろ,強忑的ふ力ま 

でも あり, ¥の証ねヒして北欧三国のす出らしい以果があげら 

れる. この法は 特にﾡ計救理約才式ヒ専易おびつけらハ 

るのが妙味である. しかし. 中改のﾡ業は.思々の林分め考姿 

をことにし. 信々の しのから全は、に及すとい うよう な計乱だ 

から. この方改では中改の林求は当行する、

/ 忍ca&zoa の求独の方法

中の従求の方法と大面積ﾡ考京去の中向の方まである. 」 

の方法ではﾡには矢行者 により個々の 本かめ デー - は別 函 

に査史さハる。 、

所 &tAei&cod z peなLZ&c&e Bcowaua の 法
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杯小班は造林法や施条法の対象で あって. これら は森林経理 

を霊じ てお班のよっな個々のこのを土合 として会体にﾡ合する 

調社法は合林を木・サンプリング. 目測を併ﾡする.

この方法は進歩しで中改の系林経理に長血なひのである。大 

面ﾡ約な顔査去によるヒ個々が見失なわ. 造ﾡ的施ﾡﾡ妥求 

と千ﾡし てくる. ﾡって これらめ妥求にサン フリン グをビのﾡ 

及に行い・ 如何K結みつサるかは今合の研究課屋である. 何 

にしてそ ドイツの本林経型サ> プ リ ン グの弟ゝは. 3 < め場 

合. 同じ府呵• 同じﾡ用ではﾡ及の何上、ムるといってい2.
う.な,6. wec4 の見ﾡ

ミポド対し アaaa4ecx のドイツの林業試験場のJwec
は /タク年にのよろ ロ主旨の論よを発表L ている. 職合 . ( 

抹業の条向化に伴い 表林ﾡﾡではﾡ示の林ﾡだサのﾡ違の才 

に 生産手段ヒしての立不新ﾡのﾡﾡをーアカ条に愛求する」 

うミロ2たが 労ﾡの高ﾡのため表林調査は当面の目ﾡにのみ 

十分な情友で計画と照ﾡにル委なデー ターの調査のみに原定せ 

ざるを得い. 従木の条林経理は杯用 する経理去よ リ 林法 

を制約しマまた. す品わら. 今根面ﾡの調整が主体本る. マれ 

ノクスク耳米金林毎本調査:g 时加して 行なって未危. しかし野 

銀の高聴の 伝力. 会林ﾡ木調登を断令して、 の面積去に 

戻 り して経区経済的1に大効駅を彩揮するような替びの造域を 

断急するか ﾡく設計、れたサンフリングに移るか(このサン 

プリン アは計画と照費に不欠のデータのみ調会を定し、 

処ﾡ及で月初ロ比戦を行αえるよう a方ま) の何かを虫は 

ュ け ばa らない.

虐林校術と 短画禄な あるいは W約し a い 表杯年ﾡの零件とし 

ては次のようロニ とが毛え られる.

/ -定ﾡ民で施糸単位、ついて番根以長受を樹ﾡ別・ 林耕 

飛費般ごとに硬立でミるるめ

バ 調ﾡの ﾡ良 をあと で部べろ ことができろもの ( き観的部 

ﾡ去がポﾡう

柄度と食甲のﾡ係を考えあわせるこヒがでさるもめ(ﾡ 

ﾡに失際ルﾡなデー Pのみにﾡ定してでやみにくわしい相戻を 

何ても稚失であるハ

二のようはﾡ呉から. 全杯毎木謂査ま,堪食ま, サンアリン 

グについて比戦状討L て昆よう,

全林毎木幽次法は節用の無 から全面的に行なうこ と はる 

て 一師は枚族衣. 一部は目ﾡによらロれユらaい. っ 

て . きﾡにせよ公長受にせよ モの誤至め範固 は 不明である. 

企林毎木閉逊の場合は他出諛を a 笈 い け ビッ Kxuc&e2 にょ 

れば 0～2%程度の別ﾡﾡ差ﾡもあるといわハていろ. *の条 

差は面積に比例し て大さく. 表労による銀差 (記根若の誤リ. 

調査も 測定の 不正確)はサン プリングの5合よ リ ひ入ニい 

ﾡ 各調査班のﾡ及のコンーロール困であリ、ﾡ合によ
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って5・ごﾡのる確定の時もあリ, そのために誤差を生ずるこ 

とごあろ.

照登法は全ﾡ毎不ﾡﾡ表去の/位だが ノ<とt以上の太のス 

列定して ﾡ用の位ぶをはかっ てい2. この 方法にそﾡ長量のﾡ 

ﾡついては次のよら放向ﾡ次残さて い2.
ノ 次代さハ木は比軟のためには. ☆求なおし.じ8.- 

の単位で列定しロサハは☆らない. こハは時向がか、リ 国 

雑な上. 貴用ツかゝる.

Ii 牧表木と進界木の西ﾡバはさ らnaい誤送を件なっ .

こ の よう A誤差をきえない てゃ合林毎太調登のﾡ差は士 2※セ 

あり・ 累会断向☆バ e 夕 め寄ﾡがふえる と査史ご才れる広根遷 

は約3o %のあ差と右る.

さた. 経済のﾡ矢から本分ごとの全林毎木部査の貸用は. al 
Sあうゼ ②かどうかを今味する暴がある.

しかし・ 択代林で正確な林分ごとの番務のをル受とすれ出照 

強法方法はaい・ たぼし令役杯では この方議 は 不可能で 

ある .

どって環会表はﾡいな く一史のﾡボオ法と絶びついた方法で 

あろ.

殺調査宏 (昭してサン フリングとする)最大の効果を係統 

ﾡ長小伝用で求めよろ とする現代の林家では • ﾡ業方去の納 

ﾡを見ﾡめるためには。 史約て最大政本持放をなし. 生産手

・?» 

氏である方の給ﾡの型的た的ﾡ造を系く極系L さけハばならa 
い。全林毎木部書は貸同の兵から示可能であるし ドイツの栄 

求の方志ごﾡ差評価の面から疑て好ま しくない、ヒタあ& ば、 

客観的)； 金雷積を把産し. あわせて形強報.樹高み走. 試長ﾡ 

に上 る域長量別史を行う方法を杯用しに. -おお小ﾡのﾡ登は 

キニ義的にロろがめ愛ﾡじ て ビッテルリッ ヒ法やサ> プリ 

ンの柚出率をﾡめて緊求ド応じ ている.

サンフリ ングの符色をあげると次のよら になろ ・

パ ﾡ業の 単位の構豊* Paanz (成/の 替圧樹 考) のあ 

らゆるめ要 とﾡ めっiれる 客後的観察か用 られ ろ ・

i 得られた Cenaddex We&なは 承林き体の央際の大きさと 

内碌な く. ﾡてるニヒとがでさる.

i 会林毎木西費よリ食甲が少く. は誤送の団ざいつ0 
確係できる。

ル あらゆろ任意の叫遊べついて、ﾡ的に安ﾡロ第によ 

)解答が待らかる. (例え人a&oat& 等の用)

V 政長量ﾡ査がきﾡ的に経済的に一定の誤差範町で行う 二 

となできる。

り 御登は幣にあらゆる場所ぐ. 布望するﾡ良が合られる4 
ウ相充測定紀行ない補史できろ.

饪って • 順査法は食い力去であるが. 次の3戻みら. ﾡ茶は 

サンフリ ングの時代とムるで あろら、 ^
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" 追本校約や これによリ成さた株分構ﾡを索す 

ニヒなく 有効に列用でミろ。従って造林法の蛍択について 

は全く 自由に赤実ででる-

力 全体対し て 一定のﾡ及がﾡかで ・ 確をこ ? て 色ん 

&こ とがきうことがでさる

* この方法のアが蝸査イヤ猿の窿善矮清•的計算を行う こ と 

がでミる. 中病良の改ﾡに要する長用の評ﾡがで さること 

により・ 郷験占調査. 不裂ムﾡ底のための契大な食用の浪 

貴がさけられる.

上は面独のき者の見解であろが 累独ではすでにノ?$ヨ 

毎 名大学・ 研究計よリ. 字2声よヶ年画の基礎とし てサゝ 

プリングを採甲するようﾡ衆され、 ノ←<年の巻に到リ 手 

算化さ れ 国民府林通じ て失行されろよう ロっている.

このの苗国のサ>リ ングの失行が雄は S»uec著Foat 

Iveu伝g(団沢正スﾡ 新しい本林ﾡ登法にﾡにゝをﾡら 

れたい. 同害aい例!ヒ Lては メキラコ. カナダ. ニュージ 

・ラード・タイ 等の春冰調査があ2 ・

ク 確率保本と有ﾡﾡ本

有点ﾡ本の欠契としては 各観性がないこヒである。 ミれは救 

今的なめ ので んによリ 中ﾡ . 平均という ごのの見方水契 ってく 

るので る人各ﾡの結索を生み 何れが正しいか判を下L難い

レタン

従って ・何れの場合でご備 りを生じろが・ 客観的に誤はリ作り 

を知る手段かない.

こiが及し. 任慮標本では,客観性をごら 与えられた貴甲 

時向を考慮し 試差セ コ>トロールする手郎をめつが. 様本樹 

のだめの備水条が大さく 試たﾡ*バ代書佐を許さかれな'の で 

どんな場町にでご行き部査しなければならない・ 送ちろん. 崎

ボは. 副次出の場合は ﾡ宮対象セりスーするぬ要がムく。 

ﾡ出されﾡ単位内ばけりス トすればよい. た調登西ﾡが朗書 

を名形さたときﾡり を生ずるが. ぞの術り の上取は、対象に? 

い て の知藤に基い て史める こヒがでさる.L 尺が2て誤差は測定 

能とさるから ミ のようは場合で. 依べ確条保本の不を知 

足し て いる と宮えよう-

二のように任点標本は. 有意ﾡ本よリは 一ﾡにはさろが 百 

ﾡ禄本は確幸論の対象にならないから」 有用な結を出し得Gい 

とはきえない. だ.相甲口結果をさぜ出すか. た何門出すか 

なよくわからほいというこ ヒであろ. この長術短所を十分知リ ? 

くして甲いれば. 有用性はますだろちと恐われるし ・現に試映調 

ﾡでは今ごって広く用いられていろ. 調査の説明巻をったり 気 

甲の見当○けたリするには.有禄本で十分だし. た調のﾡ 

ﾡにより任意保本による師査衣不ヨﾡ占ものである (本表表担会 

) ・ﾡって 調査の同的・ 性裕をす分見ﾡめて ・ 価れの標本岬た 

な行ら か決すべ さであろろ.
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5・ 母条団

通俗的には好衆田とは哲査対象の会体を指していう人が引 い- 

くの場合. 対象が有ﾡな場合は、有限母条田といい 無限な場合 

はﾡﾡ集田というな、これは正L くない.例えば/本の木があリ 

*れを列史しﾡ値いは気間に行えば、値は気教に出て くる. L 
なクて・ミ の個の祭合を条限であろ.=のようせ とさは木は有限 

で ・ &集団とL て はﾡﾡ好条田と考え なければならない ・ 

一殺に顔査L よう とする どのは部ﾡ対象といわれ る. 4条田とは 

ﾡ査対象を格象して. &次えく調査項目)の矢として 受その 

合ﾡくある確幸をあたえﾡめのと考えたときの. ﾡのみ会体と考え 

たさらはよいであろち. したがって. 好条団というしのは、われ 

われの柚出行ﾡよって調査対象から り あずられるこの である 

ﾡﾡであるか有ﾡであるかは・ 当然柚出行熱にﾡ係するごのでお 

る.

< 塚本部査の 設計

ﾡ査の設計は次の手震を経て行なろ とよい.

6./ 好素団を所確にすること.

これはﾡを調査すべさかを胴催にﾡ史するこ ヒである。例lえ 

はある地方の立木の終林稿を知りたいヒさ 般家の 座敷林ばゼ 

の対象となるのか、 た, 胸高宮径何ﾡ火上のやのが対象な 

るか、林木ン牡どら い今樹ﾡか (例え は水と いって ごﾡ樹は合 

まﾡいとか)等をはミリし くおかaければな らない。試た・ 

R獲調ﾡ の 場 合は 主代 では一町ﾡりのﾡ査で 網査対象 に 成上 な ろ 

林班小ﾡは確3ミ とがすいが・ネ休画のﾡ会で はよ年ごとに 

声一地ﾡの調ﾡのﾡぷしを行aい 普ﾡ広長ﾡの対比もなったリ 

するので でさるけ乙感を一史に して おか出けれははらaい。し 

かし. ﾡ査対糸こ政内に永立木北や伐釈床池水あろと、ニハを除 

いて. 母条団を方えﾡちであるが このよネにするし次期会と 

の対応がつかαい = と ご起るので 二のよう a林光ご4象団の中に 

取りこみ. 例lえ ば一っの月Yしてこ分し. ﾡﾡのとす2よう8ﾡ 
aをとる とよい. この こ ヒはまた完全なﾡを作放す2こ ヒ 、 2通 

ずる. 林は統計所部で. 例えば奈のから小班を柚出してﾡ堂を 

行さうとき.各小班はﾡ出単位となろな. こめ小班全体を球8 
く記載しているﾡ冊なとaる. はた基本図単機にくを引lいく 

長力形の光ﾡをっ <り・これ らを祐出単位ヒすろヒさは ・ こ の光 

町求ﾡヒなろ. 乙 し油出単位がﾡ確に庭表でさるくめであば、 

様本油出を行なう川対象会体を細介する こ ヒはルずし逃ﾡﾡる 

aい 油出単位が地ﾡ上で根方形であかば ミれらめﾡ域めすべ 

てのﾡ釈を定めるル零はなく. 例えばこらの光感を産ﾡを甲ハ 

てあらわしておさ. 柚出合Kに. 伸出された地域だけの壇署を定 

ればよい。 : ；

ﾡネは 元米毎朱 団か ら油出さハろべき だが裂炎に は め ず将を型 

じて得られるこめであろので枠は研京団と一致し 空したリ •
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戒れﾡりする 2ヒのaいよう 13域すべさである. ¥れで古い 

とﾡからられたﾡ本からはるはや正確せ母泉田資する知舗 

は将られﾡい・ﾡについマは次のよらな欠ﾡ衣入らないよ う注 

ﾡすべさである .

正確

完会

室 複

不嵐当

V,古い

劣

/V

(ﾡのさかに記入され・ または や れにより 典定 

さろ単位についでのや報が不正確とこ と) 

(対象のあろ単位が会く 欠けて いるこ とゝ 

(対象のあろ単位が2ﾡ以上合まれること )

く 調に合まれるべき対象の すべてのﾡ類が祥に 

合ま マいないことゝ

(吉い枠だと ((2ゝ(3) の誤リなはいリ場い)

a お ・ ﾡは多段油出部登の場合は最が単位く ついて 完全な ¥ 

の をろ及ぼがない ・ 例え ば一ﾡ業この終畜積を迎リたい ヒョ

ず.小ﾡをﾡ出し・ さ らにその中を細く こ副し ていくつかを 

花出し ﾡするときは . 全小ﾡについてのごWく長小単なゝ 

の完全なリ スーは不喫であろ.

. ﾡﾡの目約を断ﾡにﾡめろこヒ.

部査の目的は何か のえ比座老画こあろいはﾡ条びの施弟 

団ごとの令条別に はたは経銀別に哲積 , 試長量を目禄ﾡ及 

のくらい で知りたいヒいうまうなことを申らかに しておく. こ 

Al はﾡ査の契計には是非知っマおかかけハばなら a い.

<.3. 利甲すべさ 資料の 収泉

3

談計のビ会は 利!用でミろﾡ去のﾡ家は- でさろけ利用す 

ることが役受である. ぞのﾡめには-表林ﾡ査ﾡ・ゝiめま計風 

のまビ明書.各確区面. ピの才の資料を牧糸し. 利用できみよう

しておく-

4.2 ﾡ書項目の決ﾡ

a査.収条する長目について 例えば堤程にﾡめてあるごの 

はジらろん規程に幸型し て 収泉する二 とにするが、ざイオに 

发要な頂目かあれば. ごれをﾡめておく、なお この際烈定 

の力法め統一し現定して調査の各組ごとに 奨っ基弾を甲い 

ないようにすろ、またあいまい aﾡ急は呼確にしておかなけ

及らaい,例えば、地位 小夕 硫密戻など?いては。 

ﾡの各書とごあいまいで. 訳府ざあるごのがあろ。

地位については マﾡRP*/〜$2 , 小系ベノ43〜ノ« 

費のき明には向ﾡがある。 すロわち. 地位は土地の材秋生産ﾡ 

力を示すというごヒは正しいが 二の材ﾡにこ「わリ、材ﾡを 

用いるミとが. 正しいと蛍べていろ. ミのことは. 現央わの立 

木及が ノ/ならばよいが • 実際は* ウではない林が引い ので

一般には 甲uられ 各園 ヒこ 地位は主林木の平均樹島ま た d上 

アによって査ﾡしていろ. ただし 両君とこ立木度でﾡﾡを 

修正しておミ地を査定する力去を程示していろが. この方法 

によれは正しい. ごの他の方去と蛍べていろが 各国とど甲い 

て い ない のか•更伏で、ある. 林床型地代期における施平均生長量
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を甲いて光位ご分をしていろ場合こあろが(フィ ンラド・ ド 

イツ. など) 地位を判定するとさは この場合でこ主木の 

平均ﾡ高または上月高によ って いろの 注ﾡする必撃がある. 

この理由は 林今林ﾡは たとい. 同年同地位でご取扱い (商 

はaビ)よりタリ. 立木及と地位の相系刻果としてあらわさ 

れろるのるあろ. ーガ主太林の平均樹高は 樫端な場合を除さ 

立木区には殆ん ど影客され ・ 地位にめみ肉係する こヒが.経 

黙的 に示されて索た.

このようなミとから. 現在はどこでご地位は樹 り判走 

するこ とが行さわれている.

数上の考衆から 立太度を材ﾡであ らわす ミ とが正 し < ない 

ミ ヒど わかる. 今戻は逆くお時であらわ した立不度には地位の 

効駅がはいってくろ. この呉はドイツの未林至理辱着の 

M/222xtるs8 Wzoncaee や 牛/スル ル映解し て いろが 

到年さ。Pwdac は正しく立ネタとは "**"シ製県読5ぐ」 

と理解している. したって国有杯の経営現程細目/P («) 
は 師正すべきで あろう. (そm氏とノ〜と2戻、小R< 
～ぐ$呉ご古正の暴がある) マべは本救をめって立木凄を 

め りわす こヒを逮べ て い るが. 立木度を有積 断面務 本教で 

あらわしたどののゥち 林事の力は比ﾡ的断面ﾡ立木ﾡにrい 

がネ教は非特呉るミとがアメ り力の研究で発表さイれており , 

一殺には不ﾡ当で あ2

野密戻ついては 地位と同株細日は正しい, aた予幅氏(

Pど2〜ど3 > の説明ご正し いざ.示印 (Pノ←〜バt< 
は説明が明確で古い・ ドイツの森杯経程ではすべて,林地が樹 

ﾡバにはよ y お ゝわれる程及を味ﾡ度(ち っぺい戻 へいさ皮> と 

ってお w o』nc。a -ごキ理 。してお 

り. 両単に ありわ1 は • 平考でによりこWするのがよ 

いとのべている。 ・

いずれにしてめ, 調査にあたっては 若項目のか 之南涯に 

して. *の調査方法も一定にヒておかないビ 比較戕対寸ろ場 

合、はちがった結ﾡを導くかる知れﾡい.

とs.今布および好坂の想史

ヶ条団め今布型や母数を知つておくと銀計上僕利である、年 

味団の構造すなわらか布の型をさめるのは母殺であるが・ 大松 

の分布は平均僧や禄準台差マ ささっで くる 一般に 今布型は 

正売分布Kいごの (ﾡ高やﾡ往日ビゝこあるが失茶幸や、充 

と率は 二承分布やPecuan 今布をレ・おキご恐らく同 

じか布をなすめのヒ考えられる:が得のか布は3&& 今示を 

するという ことはﾡ着a ことであろ. 4条団の分布型を知っ < 

おれ出ﾡ本を くリかえし.任ﾡに ヒっアしさの数の椎定伸め 

か布を知る 二 とができる -ミれを知リ はたみ牧の大体のﾡな才 

かれば. 与えられた食甲のざとで ビの位のﾡ及の試査がマこ こ 

かあるいは所ﾡﾡﾡをうろためには ビれだけの禄本をしぜ
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よ いがが求足で さる. ごし・ こらが不ﾡのと会は.予ﾡ調査 

の資料は. 本ﾡ査の資料と合軍でさろからﾡして爆ﾡにはなら

はい・

<.4禄本ﾡﾡ単位の 決定

表株調養では・ ビッテルリッヒ法を除いては 承本状かをと 

つて毎木調査を行なうのが普通だが。この場合. ピの大ささす 

なわら面稿・ 形状を ビう しらよいかをさめて おかなけれ ば☆ 

らaい.

このためめ研究は努く の人によ○て行ﾡわれたが. 形にっ 

いては円形・ 方形よりは一般に年形の方が誤差が小さく. と 

く貴甲を考紫する ヒのの長さの比がヨ:/ が最こ戻いこ と を ' 

JcAcdenヒ人xa は研究して発表していろ ごれは 術苗的 

ミそうなづかれろことである。作故なれば 正方形や円の中で 

は煙形比して. 林木の大ささの友前は少さいこヒが考えら才れ 

しがって、標本地向の分ﾡは大さく なるからである.. しかし 

-般にオ画では. ほヒんどF形が甲いられておリ,ﾡ形」 正力

は接めてヶない.

面ﾡは余り小さい と過大な椎定造をあ にえ る ヒ従未林業で は 

いわれていが. 第有の研究では. ﾡ状、 面積ではﾡりは生生じ 

なかった. ミれは従米乙訓のﾡﾡが正しくﾡ会さサす. . 

ﾡ界にあった木の処ごが並宜だったこ とaピバよ るめのとﾡわ 

れ2- 一ﾡに外国では 面禎は小さく. ﾡ若の 「森林部査上の

向思負ヒその用明」 (ﾡ方 ノ7) あげ尺例の通リ 下 

op /〜o/な である ・ J・イuden2 と 人グvena のダクラスフアの 

ﾡ令天林の研究で は2/2ユ がﾡ良で大体 2sへ o./&At 
ば迫当で円形は一般にﾡいな*』で面ﾡ o./なな戻い と台って 

お リ ・ セoど花e ヒ 子cdnzat の研ﾡで は • ﾡ表の 力 送

I 半径. 2.82"面ﾡ女アーし 

直径 ス。 ララcペ2 の
I 半経 4«m面称ノァール 

直径 2 ～2〜?cペ2 のホ

I 半経 ス2ぷペ 面ﾡ«アール 

直径 又よとm 上 の本

とエ・ I Iの面積を2倍にし方去. (エ=芝ァール・ 

I=22ァール, I=8アール)とヤ3の方去(I 半経= 

39?,面ﾡ=芝ァール・ クー/グ・アc型の木 I 半ﾡ 

みク7 面積=32 ノcx火上のネ)を系成的ﾡ出送で 

比較し てォヨの方法がﾡめﾡかったと飛表して いる 上めゼに 

ない最のアメ リカの西査では. 2a&&s&ではキエーカー 

o.28f円形 アegzaa,-4ect2Cac&maではu予ﾡ会 

彼 /2 のa実 プロツ トを 甲いて お リ.は杯番のみ左エー ? - 

円形を用い て いる. 走令天然林の アい アメ りカの太子洋岸地力 

マは.その北面部では図のように っエーカー(=々8o«っ%)の内在内 では



し?

宮径 ノ 2 Cw千の すべての 

木 ・ ラエー カー(ニ 20z223& 
の 女円形 内では2クeC222 か 

の 直径の木 ・ そエ ーカー (= 

ae2 役)の円形内では.

ク, とw 上のホを刻定するこ とIに している。

テフ

成長 ﾡ部面 は各 ざの ﾡめ 面横 (二Px ス5w .(よ*/0w) 
とaクている. なお円形ロツトは林強では〜e〜,長 

ではoooダ& となっておリ 山の傾料面円形に水平面に 

根影したヒさ aox&. まには Qpv«の長円Kなるようヒ 

る. したがって山の仮料)ﾡじて緑本地め円め半経は次次のよう 

に異なっ てくる.

ロツキー 山脈地帯で は . 図のよう キすエーカー円刑 ( =

aeeeS,#& 内では樹高4 
吹 (=とcet 上宮経42み夕 

(=/ろ.4←")下の木. ケ 

エーー (=2228な)円形地 

内では. <p～ノoラ? ﾡ (

ヘ で7?P) の直径の木・ ﾡエーカー (= 208Az ゝ円形ド 

は /駅 (27ラ4°卒)上の宮径の水をすべて現史する. 

おちェーカー (o.&7な ) 円形内で $駅 <ユクoen) 
→上の逆去よヶ年内における枯死ネを網査するこヒになってい 

る ドイ ツの変行法ご アメリカのミハ らの方表は Pイ ツの単戦争 

パ " に行なわれ始めた ベAcなec _ 4 eezct の 方法を基 と し 

・いろ. ミらの方法比し」日本を含めた国の去は林太

巨怪にじて姿化する禄木地を杯用しないで. ﾡ本地ﾡﾡは

座 Cos e 半径の長さ

0 22222 / っ2? 半径の長さを2とし.

← 2 9?&/?4? ノバ32 面ﾡをA ヒす小ば・タ

/0 o?P*827P 〃• ど
を銀斜角とすば

よ o 2&s72$8 .<P
0 7、23タ4 22 ゐc008=ち (4aA-

2 ofnsse7A P← Aacospe-0x夕?y4ァァ)
o 2Adse2s* ノスノ2

d

3e . よ//S22 / N <4
<o ク.クルタクaヤ ノ2.8?
4よ 2 クe7/24P ノ 3 «2
o o ど«2?P7ど ノ么イタ

-たしくいる、日本の国林では. 才*偵ﾡ査面ﾡは2ノイ 

くスー*oペ,20*○w)幼合林では、 AAを&(zMxatス)
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ど.7 環本の出

ﾡ本のﾡ出単位の大きさ形状かきまリ . 各数の想定を終えか 

は,最ひ有効改描出表を送定する. どの上で調査すべさ松ホ兆 

の個数 (求本の大ささ) を家起する. 棟本の大 きさたき*" ば戻体的 

地図式たは航生写ﾡ上抽出業を行ロう、 すュわら.普通は、 

地図上底 はじめ ランダムに城線 え引き. 例lえはドイ ツではノガ 

今②/の地図の場合で7/のたは。のmt 商ﾡに.格3祭を 

引き ごの支矢を油出する. おお 面ﾡ椎盤を行αう場合は. 

普通航空等ﾡ上で. $222〜ノQ220のP&そをﾡ出するのが 

警通である. 才出表は考確宰に垣絶気ﾡと系統約ﾡ出を行a 
う場合が引いが 不等確幸で梅出する場合ツある 目本では等

幸 単統然酱意他機を行なうのが殆んビであるが外画では 

飛統的(等向ﾡ)ﾡ出が大師かである. さらにこ小らのﾡ出は 

ﾡ実する旨的の国寺の大ささが必通ったジ のをあっめて 階房を 

作って ごの階アごとに上の出をするア別 (用化)抽出 を行 

区う場合や・ 新の男段地出を方う場合おごがあろが とにか 

く顔査構良の刻幸を高める方を遂んでからﾡ出素を おえる,

cs. 現地1「ﾡ

ﾡ出求なペハれは 合調会貝み部査長目の史装 到定方去な 

ビにっい て統一をはかり. 段に応じて は顔査ﾡ申書なごを 

り ・宜司の訓点を行云ら。さらに具体的ロ外業計画を作炭し

(バ

班民の坂、外京日数、部会の取ロどを決定すろ。

4? ﾡ査結界のとリまとめヒ今祈

部なペ了 し「ら 結駅や調査ﾡ時向をヒ リヨヒめ、研受 

の推定ﾡや.表、図なビを成する. た植史値の精良を示す 

ごのとして 信預じ向 ・ ヨたはCひ き計酔 し て ・ 将示の 自査の 

用意をし てみく・ 計算はロ りね大であろから ・ 電子計ぶ総を 

利用すればよい-

aお ミの顔ﾡの結果をあらゆろ面から分し. 将示求にお 

る調査法の改舎にすろ こと式望 し い .
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7 サンプリングのﾡ震

7 / 標人の油払

4ﾡ団か、ら採本をる場合 主観名入れず. 確平的にﾡ 

払する手ﾡビしてサイコロ. トランプ・ 百数表古し数意分ど 

2用いる。サイコロにば正六面体や正2。面体、のものがあるペ 

サイ コロでも ト ランプでも教ぐ少といので . 不便である。 に 

刷用の求おの王にﾡ号 を◇い ておけに利用で さる. しかし一 

ﾡには これらを利用して合数表をっておさ これ2利用す 

るの次ﾡ利である。例えば刷引ﾡの中に oo. orox.-, 
ビ かいた王セ/oe ヶ 入て ・ 思』之よ くわ して一5つ取り

して に順Iに数字をへさとらべて行くど次のよって表べ 

できる

.アジダ/ P 030
ター4? 7ダ 3sざ .... .・ o 3s3 アア//? = ***"Pよ-? ノタ F+P • • • ♦ • ♦ *
・/スーP マタパ • * ・--«**

PPc2P • 一 ***""43 セフ二•ル/4A ?4 ダ < アア
ァで ダ タダ

ど49 44pp • • • • • • •

この賃用法は卜分〜タダ4 質にある 表のよみ方に頼ポどめ J 
向 にﾡんで もu。こ の時. 伊 I えばg o 単位み、らてる母ﾡ
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団 りするど さ ・ ジ桁の数をど リ . ﾡんで行く , それて 

aうがの乱来の中約子が気兵にとるから. *の3倍の;os 
で利用でさるよ っにする。 *れには. 々〃. «22. 4ss の枚 

でたら こ らは すべて ペバお目○個体をす 6のuすれに 

よい.

しかし. 3/からタヨでにとうし ても利用でごない。本 

ﾡと引いて袖する場合は ﾡ横の降にﾡ号をつつけて*の益号 

と仲列 /ビ→んで行く ・今繰 o～f。 求 o～4o で の線が 

めれば «桁テの称を乱数表へらさよんで行く- C ク /2a)ヒ いウ谷 

等次出れば/の徹撤との物絲の欠总N,阳立する.(0/4储 

はdいから箱く ・ にo場合. 株横いづれも ッ9以下であれば上 

ボの2倍に ・ て乱L牧表をぷ問する力法水える.

数添については吉田. 面平着台論調委を象ﾡするセよい.

72 非復たﾡ払

数委で一ﾡあたっもの は*の後あたっ てもﾡい て4T4カ 

法を非復X抽出はいい. ﾡ本胡盛ではもﾡ用い られる方法でる 

る・ これに及い . 省かとい力法を役た油Lいう.

限た独 修理論 目 比较的 窗単 である. 非役 元 抽出 は袋立で 

dいから 面例 である。表立 aKw頁 にﾡ明 してある次、引さっ 

づういて行びう独会く郷肉係ることで, 油払でれる確字は 

相互に影響されてないこどである. 2っの季察次独立て場合は.

(シ7
*れべ同時にﾡる確率は 両次別々Iに起る確ﾡの不にはる。 

乙お非復ﾡの場合 / つの標本会体につい て芳えれ ば○課 

本ビに独立になる。 .

ジ 油実験

今・ 0.8.c.d.e. だのど本の木あり ・ その材ﾡペ 

天々- ノー 々- . フ. バどみどする.このアから5本の 

本色神調をして 4本の予よﾡ(てに燃材浜)之ﾡし 

こいビする・ ランダム Iに才するど 次委の○2°組0保本の- 

っが同じ確ﾡで袖域されるだろう。 この研京団の平均はく?

であり. ﾡ布の程友を示す分散 ( o.20R～よ頁)は.

［パ+ざ+ ・ パ+イ+ルー エ2一!一-ハ) 

x& 、
-- - 三 マメ ?れぴ

である。ミのスの組め欄本の平ﾡは夫々 2 s..... 2 3 て 3.................. 分

ミの平均。○平均は -*= どdりな東田の平 

2-致する ・

ミのように ・ 可能な原本をど って*の平べ書魚回の位L一 

致するとさ. t○推方式は-ﾡりペむいりいう。サンフリ> 

グ で 病 り ど 誤差 の分散2で: る だけ最小 にするの欠七 そ 5
る.
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上の年茶団の分散に そろテと一でaなく 分日 ヘー 

にLてある・ これを平均平力どいっている人もある. 今 る標 

本について 通帯のように不ﾡ分ﾡを計算するど ダ ゲ 

.... . ペ どびり. その平均に 262 どなり ・ 毎集団 のs*2 
-致する .

した次って本について s = -一子ン ど して計算し 

六Sス はな集団のS?のﾡりのむいすがわち不ﾡﾡﾡであるこ 

ビがわかる ・ このこビセ Ece =Sどかく. ﾡの平ﾡにっ 

いてに E{--社}=W とds.EにewucG乙oc(期
値, 期待値)のBである。可能がﾡりの標本之取リ.

・=をチだ rxx=また ○うにいで*

ﾡしたぶ. mL. の平均に*れやれな集団。 S: / (4集国の 

平ﾡに一致するりいっことををわし この力式み不傷でぁ 

ることセ も表わ し ている .

7# 千低の分ﾡ

ﾡﾡ«東回の場合は. 平好値の分散さる個係の分版セ橘本 

の大でさす寸なめち測大信体の数でわったものであっ た.

(6 = 念 ) (2 ・4員) これはﾡ単にわかる.

今X・=/さゞ・ Yi=ざ4とし Yt ○各値び Xc の 

各値のス倍にらに分かﾡは ="ビ台る。 Y4=QXt どする 

と 平均は マ=α又,分悔日

二(Y2-▼)2 _ こ(Qxc-Qx)_ ,,こ(Xよ-ヌ) 

- ~   7-------- 4 --
すなわち次の記号を用いるビ V(Y)=でV(x) この肉係点 

本からのか散のﾡたﾡについても 同様であること わかろう.

平均値は個 2 の植ペヶあっ たど するビ. 個 々 の植口平福値 に 

天々 光 だけ 寄省してい る. 3=を*み+ そぬ + 1治 

した次って 3の分ﾡは の係数 そ だなら その官乗の 

名 年数と してあらわ それ 次みいから3べきての 個の 

和びあるから 今 *=た 火個の分ﾡにかけあわ したも 

のoである。

今あっっている有ﾡな東国の場合は. このう筒には 

ィかてい・有ﾡ4集団点は. ﾡﾡ4集団みら袖法されたものど方 

たる と, 保本は有ﾡ母策団から取られた場合は 標本ど有限野 

集団のﾡ係はﾡﾡ4集団よ う aさ りく. 環歩、の平内ﾡのﾡ勤 

ﾡ田に有限母集回でにﾡ限な集団 cお るより小さ い こ 以ペ 

像されよう. と しだけ小さい かビいうど 前の平均価の分ﾡか 

ら有ﾡが集団○分歌J。 ス位ではなかろっかど方えられる- 

発宗 孚 から 爭 2羽ウばよL.
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この(*-チ)Sタ の係数.(ノ-み)メ=.そのうち 

ﾡ君はﾡ隠母集団のヒ ごの平値の分ﾡに因するもので候者は 

有限合束国みる次「のにとじTもので. これを有隠な素団修正 

( PCどﾡす) ヒ いう.

景して実係にどうだろうか. この例でに. S=さタス だ

A Mz.パ - 4-3.222 _ノ.タ2 _ と レー。27--g 3-3 3-3と

れる ・ 際に名京本の平均値の具の○平値ら誤芝の台来の

平を来のるど

・-…+ゲ

岡口一致する. ECッ)=S

サク4
ク 
o

だか ら .

一 どなリ.

铲 -# に平

値の訴ﾡ分散の不ﾡ声値をあ らわすこ ど わかる。とお

PC の等さ方について ・ ﾡ示の証明方法は各考に見られるか 

ら 今立の法ど量った上0考えにﾡいた理論ﾡ証明方法を 

会方2 し て か久げてお く」

とおこの分散の平方根、である標浄ﾡ差を、この場合通例」.求

誤差といっている。

() 不ﾡでたい花ﾡどしては. この果ﾡ衛去み好例である. 

分枚の推点値は不だ ら

パ=2+e とおくと E(e)=。 ンなる.

三(ど) =V(う) である.

s=(Sﾡ+e) =S(IT) ean次大きくてる 

につて ノにい確字名 も って0+り も少さくてるから S以上 

oeを報ﾡするど

・-sハチ自・ 4 (・

両の期待値をとると

-イチ」
こからJはS と小評畑す るこヒ pか る •

たsし. 次大き い ど尽でき る .

ゃcの分散に

vのき

・) …
有麻4ﾡ団のんヶの値はﾡ限4案団からの標本ど方そる • ﾡ 

限舟衆固の分放々,平3値ど 窓厩、4集団におけ るそれらに一致 

しないであろっ ,有限解団平均を m.ﾡ隔研県団の平均2イ- 

分萩に*れセれのう と eメビすれば.有ﾡ田央団の平均は 

x どaテ ばけつ次>ビおえられる ○^ の個は花支し 

なければとらむいが. ﾡし当り既知のも oビ しう・ 標示、の平 

均にす であらわすビ ・



(«ぐ入 (バッ

(3-死) =(ﾡイ〕- C か-/C
(ほ一 ?)= (ﾡ-イー々(ﾡ-火ゝ(ペっ4)+ (みzっイイ) 

ﾡ恩母ﾡ回みらの標本に対しては,

F(チ-= ﾡ

E (-水)2 = -ラ-

EG-ズ)(x0)==(4ピ"色) (4*今一

= 高〔 E(e 十 E(e) 十....... -+ E(e〕

=(マ・リ=デ

◇えに

F(一で-デ-新・デ=ギ(で) 

有限母条団で«められる スの最良不術推ﾡ値は.

ス,と(ダu一?=e・

ゞしeス=マァン(3-ス) ど人表する.

&にE(ーマ=斜(と) caギ(ーォ

○の不ﾡﾡに〜。= 考当尹り,

7よ有刃性 コ • "• ：

尺方法は色々てもの次方えられる. 年分献乙べする ダで 

ze々ﾡえらる *回はどを利用 す る推天にどYそれてあ 

る. 者通分意の整数を掲展以いい- 者払方去々登ﾡ方法の素 

ouさ. その比すとわち目対気県セどって行なう.今3建のﾡ 

滋定方法により得られてて公ﾡ名V.ビし. = にY
はったビするビ. この両若が同しﾡ族セ得るには, VV 
り o 発 のﾡ効性があるど いっ.す おわち . 両者次同じ嫩度

得るに vo の換火数 W 次/〃 の県本数セ愛するて 

しをﾡ味、している .
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ス4 理論分布

サンリングでにほどんど 大 さ い個体F数か、らイK られた平

{<ス入
イざのシイての同に現われる回数に全体の←発である. こ

れに次の不守式であらわす こ とででる.

値を扱うので ・ 正規分布 ・ ニ項分布の理前について知ってお 

れば十分である. (oz頁～ 4頁, K;頁～よ7頁.
ニビ / , マ / <40 
- く" X く-マデ

7?頁～Ps 頁参照). するわち中.極隠大ﾡ (K./o2貢 ) この不等式.の各に3之加えろビ

「研平肉イ. 年分ﾡペ2 の(任ﾡの分の)研ﾡ団みらの大 

ほさ 九 o保本の環本平了に対し基ﾡされた確ﾡﾡﾡ

- くくぶ + 々一
の確平分布は. ->c○ のど さ 基ﾡ化正規

分布(のノ) に収ﾡする」を利用し すべて正現分布の理論

で付ける傾何がある. 正規分の場合. 環ﾡ偏差の系知のビ 

さに. そのﾡ尺ﾡS そ用するどきはいわゆるなa6ての 

そ分布を生ずるこどがよく知られている. (K./一 ﾡ今買)

77 平均値の信頼区岡

推花沢値に. ﾡ戻がちがうから、ﾡ定値にっいては. に 

よ り実しうっビする常佐ﾡにビの位いを示すめIに . * 

の企源性を述べ ておく こと. 必要である . (ここでは 筒単 のr 
め ﾡ 服® 素回 で の正規分布2例 にLて 説明す る .)

ほ のかみ分布からせの母予ﾡは メ, 分散は ぽ で正堤分 

布をするこどを知っている (たゞしもどの分布も正ﾡ分布2 
する) 正現分布の去からメからある距電にある標本、平の 

出更する制合わみる.例えば。 (x-す)-94Gンr ビ 

ピ かる.

も 26 の水リに?ク発 こ用いるどさは/c を2す 

にかえばょい- し かし こ の ?7% に相当す る区向は か 

きすごる ・

例1てばの更知て」 4平と大するてめに/ ヶの測天ﾡ 

を 衣め にとする。この測尺値の平ョは メピ v であっTどす 

る. は P。 で既知どすz. この倍と上式にベ入すれ

< * (2P2) 
-/ の - くメビ く /「7の 十

< Se( N どク)

V 。

/f ?2 ーイジア <イ< く ノー7P 十メジ 7
/.3く 4く く/ス97

この結釈から ・ こ のうな油虫方去でボめた区向の会体の救 

の内 9ータe a «を 令亡 どいっ こビてごる ・ この合の 

区ﾡは /おふから/ク07である これを/老信環区Hと= 

う . 区間の端の値立信盛限導と いう,も し本本平火 rzoだ



つたど したら. 信現区同にノ.s ら ダ?と おる- も し 平 

をスoで あるならば区向はん43から/Pふ7ピ互る-研集区 

の平は この場合未知だがある一点の値をも っているこ ヒに 

注目してない),われわれは 景本予方に基いて 4集国平央 

&色亡求会メ ある区向を計ﾡしているのてある.

もちろん. 平好に共ﾡに令き れているど いうことは e んて特 

天の場合にもわからない。わみるのは. このようて力法でメ 

の推疋を臊返して行 な:LH. このさって沢山の区岡の内にイ

3全体、のる に合当 れるだろうど いうこビ だけである .

e0o 百分字をあらわすために正規分布のﾡみらネめた保徴 

をZoであらわすこど Iにするビ ・ 公的 = -^4. a,z=メ 

である.

ee(/ー・) 積区向は

百 十 2封/ く〜くﾡ+2-ん '

であらわすこと供できる. 
・ •

上に示 したさうにイ を推文する に 口研祭国 のヶを知る恐 

べめる。保本みら計ﾡした駅痛差 secの 推を値で あるか 

らののりに用いるこどぴできるであろう。 しかい,ﾡ数、メ4 
はもロや よ発 婚順限春を与•えて くれなし)。

(«ダ

ﾡの、Cイan のそ分に従パう. " =(l-5 
三 L一7

Sマd平均するビ の に呼しいペ ♦ 全体の数の+分ユさ 

より小である。この季気から虎計ﾡイ= - ○求本か布口 

正規分ﾡより み少のろ 次っているのてにむいかど感にでせる .

もしn非幣に天ごいど a。 に 非にい値を示L 大 

uzに対して8 <=子 ○課本か料 2=す 

の分布ど殆んビちにて ってくるろう-

正規分布するの無団 (正現母条田) を方え→ う。こ○4函

ら/=3のすく のﾡ本をど りTだざす,次に イ=よ.次にN=2
○すく○保本そどりして <= 予奈 ○値を計算しく 

見る. んベ大さ くなるにっれて 測天し に今ほ余ﾡ公 / 平

次のの正規分布にづく こビ わ久る.

図は メ=ジ f. と正曲を示す. (イ=" C一=ノ)

の求分売に の株本分布 どﾡ奨台



(にo) (/入

この田株を足るど. 曲が下の面積の一天 % を合むにに- 小、 

さい標本程. 区向に長くならなければらない・例えば- 面示 

を一%合tにa. 区向はn=ミ の前点に対してに-«:o 
から+く30さでどるるし. =Fのビさば-Aやら-

?e aでどてる. 正現分布でに一^xe から+ ce き で 

である.

そ去に そ分布のる、発 の値を示いている- 百か率は委、の上 

に示こル 谷そ分布にえの左滞のdfの干不さiれている,有田ﾡの 

領に分蒸を稚ﾡするに以要な音田ﾡのﾡじ同じである。すさわ 

ら独立本数の欲に等いい.

そ表の用法の若干を下に示す.

/ "=/2のとき 一/-? <a =/Ps シデー 次

^es り小である 都測同数は, A体。 タ6 * でめる。

→ リ小さ (Sc対する ta □負で表の下端に示 さ れ 

た ダを用いると得られる . o。 -“ =a ヒ すればよ u 
*して委のﾡに一の行号2っけるど い.

ペ=/2 ポ ・ <u =-8 のに全休の回

" "=ジ =ュ a 会分2パ?メ

そ =P そ o と イァe ら見る-

ル ペ=ぷ その観測回救、のよ発び=&。ここすか

--«3の よ り小

小っう芝P の記号は 示されたﾡ由族でえ分布のぐ 

の割合さ り 大さ いﾡを示すの Kﾡっ. ミ tにさ り上の値名委 

わすビ •

i 乙 タナ (f) =*P3
i 乙.o上(P)=-xP3
iii C パー ( )=®6 ; <.eot(r) =-ァ4
iV く ァ() =名g ; そ.o*(ペ)=-ダse

)
仮説 4か意の* に明だ研平均にある特の燈に等しい. 

=の検尽込

i. H, イ = A。
n ・ ・武よ

n ﾡ計ﾡ < = 婦ま ・t年する.

ル 児系には イ く4 (x一/)ビ 4 >ズa Cス-/) でこれ 

ほ表みら t
興本からく2計算 してる イ(N-/さよ りトム ・ 

«u(ペー) り大らば坂説をすてる.

さも8 けば仮説をﾡ窓する .

例 ある連のﾡ内生れて3ヶ月向に atシuamo平体建増 

次あっ・ ノ々匹の点次生れてみら ふヶ月ﾡの食奪をうけて 

次の体車あった. fcど2. x どど: 4o sx 9



(2)
7 .6く チ メ のお意水で食胸は体ﾡﾡの原因どる 

たか。

i Ht-ペ= 4よ

i ○= o
i て = -4tマ
ル ミのﾡ計Eは4f バ ○2分分をするど仮大する。

V イ く-3。 ヘ イ>22e な9仮試をすてる。

v z _ 又4 _ J (2%,_2よ) = →』 
シリ ヂく/e4 ・

そ < -2マの

仮説にすてられる,体ﾡﾡは会物の原因だとわかる 

係記 Cは太知ロ. 平均メほ竹ﾡの数より大きくるい-

+4さ

/・""M",
" αとごめる

m 個無穴の流計量ヒ uて メ= 子 そ用いる.

ル 東国に正規分布するど仮尺するど. :otaそ(, 
み布る.

V 思国域ほ よ>な 一G とする 有起太ﾡを与える. 

メバーα よ りえぐ大さ いど きのみ,仮説を すてる.

げ ての値こ計算する. もしえ次て一αさり小びどさは仮月

(Sジ)

セう入れ, て水 -u に等しいか. 大きいし ごは仮説をす

てる.

イタ ある小ルモンをめんビどりリに注するど・ 甲の目力を 

o3 オン ス増加するど いわれる.

ジの ケののが本に ・ 注射前 の千均を どビオンス上わ つ 

た。きたS82g に等しかった。これは平均ﾡ加での:オ

ンスあっビい うこどの十分 とﾡ由 どるり うる

H/c xくW3

ル このる び =ペー

V イ>イ. (マ9) =/クの

= 二 
クマ

ノ=タタ の十令即すると位代する

なら.仮説Hをすてる-

みkG = ュク >/ ?d

ゆえに イ4443 の仮説にすてる.平培はの3オンス 

上あるどいってもかろっ- ここで注目すべさは ホルモンケ 

興どるめんどりIに異でる及貞を与えるめい うよ うお こと は. 方 

県ざ火 ていむい こ ヒ である. も しそ のは らは可能性あば、

ホル モ ンの刻果 &検起でこ るさ ら な適当 ・i矢験を行な うべさで 

あろう。このうな例に分ﾡ分ﾡの際振、うこどになる.

仮, 4平巧. 特すのD数より小ではむL.のス は未天.
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こ L ﾡ市ルが てくひ、と互る 外 ﾡ前例と「本、

前例に3して 求区向を付けて見ろと次のよ うに8iる。

倍 環

Pに基くもの
区 向 (正規分布 をイﾡ) 

ノー。 =・ー(Zd =2どする ) S 基 くもつ(/) ー-/〜ざ. ア (ごか布を候ﾡ)
(そ)

(3)
助

ーノ 〜クク
イ F 〜 7

一 J-〜ど 
一<^ スぐ

) /s) (7) (e) 
( 
ル> 

(/ノ) (2) 
(/) 
(/#) () 
レ> 

(ク) (P) 
() (-e)

一Qクヘ e/ 
ィイ〜 合

上 s バ グ
◇s ヌ/・3 /→バe /ス4P.#

ーアノ 〜 Aク 
→タ ー イ7 
"ダ～ 8夕4～/
• ァ～ノク 
<*イ23 だノ4 〜パダ

ぞoar =

ーア 〜P./

4,3

国

盛

野

兴

耙

Sにとく ものにイゅgよ=ゼ:と し て計算し て見ること ・ 計年 

特に 々の組の具本中店現区商にﾡ値を令ない もの次ォ /水 

本/ケだけてあるこどを知るだろう。すとわち, この払、でﾡ 

20Hにノ回(よ)は際 っ可能性めるこど わる . 但 し 

J わかっている»会部の標本の店殺区岡にﾡ位は合ま れ

・。ミ\ 
う\o

マ さ 
ミ

S ' * °\T 
ミ S

・,っ

ミ ミ

ミと3
4 ミ

扌：g

ミミ

专 ミ
\

4
s«も ト 穴、 \っX G

_____ Q

ミ ヤ

品
、N =
 3

0

ク
ベ
ル
、
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小. 平紀塚為ﾡ法

半和ﾡ作弟袖出法 H 4集団全体、、らラ> ダム に、る 方法 で ・ 

野素団について何らの丁ﾡ知ﾡのといと こは この方去にはる 

に に6い 火 ﾡ域法と してほﾡ も 平の 電u 方法て る s こめ 吉 

に用uられない次、他の払法のﾡﾡビさるため十分理解 してお 

くル受びあ 8.別目 は早京、だっ林用天』き妹署の求な国有赤0す ご 

・ 生の林分て栄ゞ"。ム→マ。〜 面新 ク•エ 4 総ち 

石→:exパ <4 干均ゞs-〜3で 林末試5で年す 

るため入やと毎木調委を行なっ区でるる。この年を

。< ニタ o小株分 に 区剛 し て 希千ﾡ、に目のさ う に番と 

ケ円 て格子息、の石 上の 区叫を と個を書虫、する. ﾡ表でくがの数 

¥をと り統宮保は x^く =ァe 下算率脈は パ*夕=クる 

下ビ する と 表か ら次の数の担 得 られた.

(の3ッ?) ( /<ye) (/く) cfrf) C/s3 、 csse)
-ita 次の りこ袖出すること にな»る.

・のsの) (じer) Cノッ&) (cz ハ (ex2 「oso/)
小 A刮の用校时夫々 。. x 〜 c 3 どさる. 

一手弱は -__etシ+夕ter _ -ど ニ ー 

今Rの部大4 ～--ー ・e-ゲ4- 

fPc= 4 = g =ベタク 例 ﾡを回 字0



(パ)

どいい、こ次のノ以下のビごはf、PCを省ﾡする。

平均位の分意は= *3
したくっ て衆ﾡ脈差 は /a3

X国次正堤分するとすれば自由康 4- 一よで 子 

口daxZ©ど分布するから 夕←発6の徳釈区向をつくるに 

a 表り て =4 を得る

花堀区同に(ノターマ4*マノ ・+>2x>～)=(t z 
と8る.*の百分キ設差さ es* =«。ダ になる. 

(このさの 浜の値に ペタ wでこ の端合の旅差は ース , 2で 

訳差の 物 に実脈は極めて小さし。) 標率訳差次大さかってため 

百分年訳着次 大さくるったものである。とお . 一般に サンプリ> 

グモに球の大き さ次大さいから =2 とするの水普通である。

ﾡの百分ヤをおさえられて。 それ、内でﾡﾡを求めるため 

目 保本の大きさ べのようにしてき笠する。信積区阿な ら

洋 .

と = み やら 硬は京本の 大ささ = ダ ヒヒ？ り 

た Fﾡ とrnaE=ﾡ・ス=営・斜 とd 
る。こルからをでめればよい.

研楽団の琴で Jそわったも○こﾡ勤(異)係欲、(C.み と略す 

どいう.

今誤差を すなわちA/0.ノ。苑 におさえるには上例でに

(9
C = 02P だ ら.

, 〃x (d2P)
= -〇万------ ジく L そぴって標本.

の大きさを3之 にすし1ばはよい - 

た, Ja大体子測」され. 小=«w.訳圭=さスいどするど

でビ

ス = 今 -4
でよいこじIにびる. この歳合ノ4はP。 のea6 にしむし

ら .PCを方えないでさいが ・前例のゞる の場合は4ﾡ団総真 

oo 以上だら Pcを考えﾡければむらてい- そのどき 

はみ=9 とするど・イ正されたﾡ本の大さ さ= 子ァ 

にさり計さる。ﾡ例では ぴ= 一 さP とてり 

大体、スよケで十かであることびわみる ・

ﾡ性に 肉する 平姫ﾡ作為癌出 の場合 は、例えばカフマン 先磁ﾡ 

にか っ た皆の地来々枯長木の比地率と格文し rいとモ は. その地 

字P 日神虫示総ﾡに対して*の展性之もったものの例合をﾡ 

して才砲とすればは卜u- Pの県条病斐に%=/厚 と 

dる. (?= /一P)
今. 首で "よo本のカラマッﾡ木らよo本のﾡ太之ﾡ

査し忆ヒころ

き2=22

/◇本だりﾡ枯病にゝっていてビする・ このビ

?=oP であり.



(ゥ) Cr

+ p三 」S=//1 zac
もし,RC ご類視すれば ど , J 7 どぶる

上 o っの式成立 すそのビ 各年在 2 っ の級どち ら に 区 

別でこる場合にる.

も ・ﾡ落ﾡ出を用uて 各条系のる平素を分類するとさは。 I
Pの公式に呉なって く る .

苗と数すの区(条矛)にわけ 区を油ム しを区ごとにPを調 

登する場合はP に対し 普通の式を用uばよい (たゞし区 

内の個株改に問じ2する,ゝ

_/22492V 7-/ 

どLておいた方よい.

Z 々漬分布をする比末2文する場合 ア シ 価ぶ位T
(そ請意訳差 と =ざ/ 以 ら = ダー ととる- こ

○最合P の旋品の位をすめ知・っておか店 けひばぶらてL次・ 72 
H タイ广ならw. ごく大ﾡではい- P*?の位は こ 

○司で余りﾡGいからてある- にさし やこの区商を離れ 

るに従い正確に予用 しなければとらざいたもとめた 次母 

*日の大きさ パoノo# 人上ごらば 前の場合の っ に

%に区の救である- こえみら e= 号 ノー 9 ど びる -
=プャ そギめる客ある

各区 (米落) の個体数具なる場合は - maCﾡ目 の 区 の個、 

* -くは目ﾡの属性を有する個本のせどすれば ・ ア<= -一 

宗求会体の干P=妻然。. すなわち ア" の婚軻触 の 

推点 o 立式は mtc=t る加皇子内干力を用い る •

れc項目すくあり、 そのてでぶ計した7と が大走むいと 

a ﾡ六の 2 を用いるどさい次、余りちうと ごは. 少なく 

て心項目 ( % の小さい もの につい ては・袖して ケの 

.リー範について のoみ行うう にするどい。

•ソ為'兄渤ヤ』

た り ア = -ー マポ不の区く素港) ○平均の大ぎごである.

□お この式は『の正確と式でにむい。計算のﾡのためには.



(4)
月 系航的抽法 法

剤の目で左上からノス s  ・vまで糸号をっ・ /イ 

ヶ( )の把出するとする. ノ-• • ノのの向の中の任意の送を

武しでよだったとする. そこで次に/P ○向隔を送び よ 2s 

"/ 广/ 7? み./パ3. 々イ /e夕 どク. 奇目のものを才す

るど次○ばれる.

«, /ダ- X- . パ ノ バ X. 火 <

たヾ L この場合糸号を次のさっにつけてある.

/ x.....&f

- ジの "Po
-々を2 クザタ型につけたガさい場合もある-

^so3x x
2 i

%/6«千 バPe

・簡のル合,全部の敬、/ みらノPクまでの中らラン ム 

にえら 例えば よeを旨次あたったヒ したら. そっ前検に 

/Pの宙柄でえらんで行く .このオ之の袖払法はﾡのオノ の袖

リド オノ法次会研無団の大さわからdくとも行ロえる 

oに比べる とす少不ﾡだ . 平好位の推大次不ﾡで あるせいゝ長 

所内ある.

このさっ お油法を不ﾡで法 2いっ こnはのよっ k
方えるど魚落法でポ本、の大、きこ、ノの合だど も考えられる.

ゞ

“ 2--
ッ?、-・

ノな? ・-

xe - .

2 -
x/

バ
xs

- ざ«

・ ノPo

同法ど も ノよケのポ本の組からたるから、同じこど の う に考 

えら る ・ 資口賢なる.

今 &集団の大ぜは ダタとしとどさ・ オノ法では・ﾡ虫ごれ 

る歴平はノe ヶの標本、はすべて ーー である。しかし オ2法で 

はオ求本えらばれるのは.よcも23で «,でも 

ノxでもそのヤの ノっ次えらばれれば. 」•いから抽出の月辞 日

ポとてる- すなつちォノ〜オよは*4 ……-/P は 

一 とむる. これらの値をみ,-----  ダ9とすれビ *の平 

0期は

ォ,送でに EG=#(2+夕4-t～) +...



(ざ) (どー)

+ 淄 ( -) + ( ラ… ) /
_ノo「_ざ十-_ 

テみ 1 7
キ 全依の予 ()

オ2法3負第)=存ピケ也十………

・ ﾡ (二生)#( テゼ)・

-+ (-きクー十x) 

= 全合体の千」値 (み) 

どはり オノ去に不ﾡでにたい楽・ オ2法では不イどたる。 ただ 

し才字が小さい場合はこのﾡり殆んビ郷祝できる. このさう

に 明出 方 法 に= リ・ 大値イ りを 生ず る合どの ることに注 

ﾡされにい .

a ホの平均た •度尺する弱各白. 何れの場合も

_ デ み:
= -テ------の式にはより計算すればよい。

owre ・ラ= と土ゲァル2 で aM
バ 々に比し 2父 2だけ小さい ・

次にオ/法とオス法の止職をのべておく-

オノ法は4ﾡ団全林の長素の数次わからなくレも ﾡ上わ、 

れば適用できる。オ2法は全せみわ、らないビいけないから、小 

さい4案田でauとア々戻面倒である。 才/法だじ太ﾡ塚者 

でもでss.
系航的出法の長所ロ ﾡ本の要素ら 4集団阿 に-様にお ら ば 

る点果 学紀兵仰為法 り一般 に E値に結系 とあたえ杯業 

も客易であり .永ﾡ塚の調藤者さいるビ 坂Eに行ったり・ r 
あと〜調宏地最を見出 したりする場合に役利であるので- 日本 

介 ○各回では. 分しビ この式にさっている。

・ 4年回の侵示に月期的はﾡかある場合 tの来 さ 

点同向用 た * の倍数と - 致す るヒイっ た標本c さる. たとえビば 

し :' pはう に保本、次と らるし 邪本、内の灰］ は小、さいさ. す て

5の万にっている・寸た 形試録で- 労女性比・ 4べどをし 

っ ・ ると きイ々 . 名貞の一春目の人次めたれば. 大ﾡ 役方& 

cでは ----医という人べすいのでほとんど男で 給与の平均も 

ﾡいものになるおそ がある. L たって系統的之行さっビ

ロ+分4条印の型を知っておく込署火ある。 しかし表妹、の場合



(4&)
にに一般にこのさってへ配にびいど いわれている

系紀的神油 出法 そ の次の欠忌に 課塞の不宿裕大ﾡを 計算 するﾡ当

な公式かないことである。

しr次って. その訳走計算の合口著通のﾡ紀の公式をべ|

.分ﾡ分析

(x)

用して行なっている ・

方 の4. な エ ノ. /2 < x /- の場合て に

ど (3) = イース 三子 _<Pe ニク こ(- 子 /
TV くーグ - /Pク ク -3

?ク* - ざ ア。 ご
a---- 三---- 。--- 三 ZSF

こtに接に戦するのにﾡ理だがラン ダムに取った場場合 のo 
分歌^3夕 Kに比べ・ ずっビ大きくとっている-一ﾡに系統的ﾡ 

の場合こ のうにし て計ﾡした分預の花天価に選大な値を示すも 

のど吉われ したくって安会だど吉わている。

系ﾡ的油は 普ﾡ通単独に用いられることなく.ﾡのラ、

ムは法どどもに用いられるめの ふっうてめる。殊に二段書 

去 (油法) の場合は 受初の量階でランケム iに取り、二 

災日は系ﾡ的袖払そ行なっことにすれば 普iの三般神法の分 

ﾡの計ﾡを行とってい・ニﾡ間法の場合は. 二ﾡ目の誤差分 

ﾡの新号に小 e く • ﾡ払光が小さい どき甘 オーは目の分散を 

ﾡすると官勤ﾡに合まれてくるみらである。(これをイェーッの

現ど いう)



(P) ・ざ3
イ 油法単位ど 素袖法法

4葉団にﾡ虫学位らが及されるく この半位は一塩的ではな 

く.みむり区倍とものである。永が調査では. 調座の対象日株 

ホだ次 天脈は 信4の本求の資きるﾡりみ、らなる林分をで別し 

て二化と域の半位どする。この大ささ日対条妹示の大きさや調 

猛の補合々目的に尺ヒ て ﾡ々そあり.任的てものである. 

桐ﾡだけっちっ とでミ るだけ小さと単位を広く a奈田内にﾡ程 

ご は 天 ラ 次さ い 次贊用 々狩力の 面a ら は限杯み ある ・ 目的にﾡ人 

の貧用 S 取の病及を うそことで あそ みら その適当の入さ さ o 
む の合承小の ものり はネ次い ・ 今. 例 を次に示 t っ.

マの商 4列で/列の振さ

の全本なの推れべでどつの油払単位の型をﾡ用する .

^ バ _________________

冠 、ﾡ位のユ ・--にド:......

会 粧噬•の席及 ) ビ-上上____________

さ出 甲位 の本型 で同じ 分称 之得るにに, 派小の 年位 ご基ﾡ どす

e
Mーパ/&/

,,え ・ 
=バ 7どビ 三 スコ h

えゴ

ウュ=・ =、<ペア・

.対修

のウさ

バ小介こﾡ位どした呼

お対作

のビ

(/ ) (そ ) (W ) (<)

ス, ・ sfx ・ さ&, ・ PP*,
7L. *30, < よテ 77, 2z $4w

e
ペ< 4チー > 二よイw, ア

c 、xe C. Prgc ・チバナC,
* s.

・ // " < *

/ee es ノ

椎東される会体、つ分泊、 _ん3 ・Ciy れ て

c2 
原中之

(/
プ列ノ天

(ミ 
列

( 
中イ

M ： Tの点験 る4ox ノ ○2 ペノク

82 i, 位あたりリ 4分報 
平均平方〕 2 ss? <. 7ぐs 夕 orr

かに1iこらることイ 
できる列の長さ、 «x 心 アダ バeP

用のi逆数ノ

ﾡ、(平巧平力)のわからてしどきは. 大でいぷよに

•• ・
未客

上例列天/に最終平位- には要素と方えられる。六さt
:は英落( クラスターど 見てL て い。



(アッ) (プイ)

茶調査でぷ族は個人の クラスター・ 村は畑の クラスター

(たゞし 天でに畑の クラスター は村よ り小)

クラス ターサン ブリ ンゲの利尽

7. 外茶の責用浜(行の資用2派ずる)

そ,余容の千均が同じにだるうにっくるどﾡ度も向上する

(イエーッ, »ノ) 

クスターの ダ子

研京岡日 んケのクラスタ - /ケのクラス9一はM1ヶの単

伝 これから Lの クラスター次 さて。

sw る. I

ルー/

えのクラスターの平均催の分称 =一んJs '

ンプルランダムで /イケそざしとき

今 ﾡ分 が 表 

自由及 平均平力(分依)

クフス ー周 ～ー スー ご (茄• 一 アルデ = T.「22 =5

ララター wパ-)) マ,当さ(y。-元ゞ_J=ム- 

計 パー/ マ こさ (o-&= = ア

22ス2-サン プデリ ンゲの効

商の均 工 方 
ター同の平均キ方 - と

, 当( チo, - .)そ 
3 = ---アアニ と すれに

大でゞ. 2«P 

会の花定に用L た.

ノん のpナ大 /ノ ケ付で小表の作付画

平値のかﾡ = NM //

2フスク ニサ ン プリングのﾡや

ルャ 4=zM • _
• (/4-/. _ Cオース、)びと

/JE 
クスワー同"新方

友 キ

そ 
/34

ダ
/o7

P
74、ノ ふsふ.?

・クP yを

付囚の向 
の平平 =ルぱミ

ベ 学一 と "
ほがさからの矢株のデーの場合,次の分ﾡ分が表を河 いる.



(マ)

原同 倉田度 平均平方

クラスター商 でー ケごパ(-テ九)=/イ I

/ど-。 不郷推資ﾡ

クラスター内 C一/) チごギ(り-元)=Ja

Jd ○不定倣

計 - 当生くみる-チo) -ー I
"つ不資ではない.

u の 不ﾡ推点値でない の に特にポ本み小さ いビさそうだ 

ウがか内ではクラスター向, クラスター 内の予均予力ば - 4ﾡ画 

内 に- ると 同と ﾡ合で J^c断与し ないか らである - 心 さ分 

形分が委る 証集団きで拡大すれば点で ミ る.

・ w 二) Ax.2+A(-じ』あ (/二iと+(一a.

" " // /- 一

グ大ョ・と:は = 2イた-パー2チ =+一m

相 対寸府段 ば

__ J. ど+_2 
/sp- - /

十 . 4/7 /7

例 /2ザなのおで各村で Pコの受示みらさるッのク ラスケー

の例で,小の付面不に対」して次の分ﾡかが意、件ら れた。

(73)

京 因 平内平方

お向 /e

クフスター向 ふ:=(«-ウヘバ

お 内

クラスター阿 scP=(-の)*//*2

計 r= バ*マ*P一/

でバ /

=ド

ノ よ=J

cの食ﾡ = -ダー + -一 ( ) = e./

対初子 の点 = ーー - a'2
天 ささの兵日るクラスターの4対(才戻) 知年を所する門題 

み 安兵ど りラスターをビ麻する同際よリー秋的でるそ- ある大 

さのッフスター内ビ商の余ﾡは 一天の大さのクラスタード 

対する分ゆみられ点でる- -の計中算式も比軟的々さしU-
, っp? ラスターの各験素はﾡ所正の相肉びのるぐら- クフス

y - ○平のかﾡa #一で ひ く弋れより 大さ い ・ Eムルム 

Jawwg - テ

・ 上例 で 日 axx-e = j/ xz一 = 以 方 = ―—— =イ) 

てあらとてるこ と と示し た・

- の 杯せ、ら

. (ペH-Dパ-(ペーバ
へル 三 (N(ペー7)

= 一ざ一(一 を) 

ノノ を大にずると

4く^ と とろ -

q (二ると)J(と おバが
パー /



(ッ) (コ

にし (ペ/-=Cペー//ど */(M-/)な- みら

。っ (ペ～_』_M(m一4 _ (ンバーパーノエ・(ーヘ" - /7(ペーグ /(-'

_ U ["ターノ = ルットル”/r’j
/7(～ー

グムル"ーL/) 戸 /ん/ 、
- プィのャー - ペでャニ ( アタ - り

Jcdpd にれ攻場てa Su = 1ハ展

6えに _ (クー』_CDaNA 
/7「ペー/

S と a とに標本データから定を受する.

4東回会体を "パ 妥素み らaる/ ヶo最大。 クラ スターと *えれ 

ば・ '= &(ヘ/ は a 6 のみ に秋存する. これにある 

クラス? 一の大きさとの集団から唯定する.

(付) 客回出法の郊果

様本は 4業回を相限ヶの明台に区別でさる. 袖払位 

に分例で さる こ ヒ纟兩根ヒ してい そ. 4天国 の分例で n た最小半 

位を受素といい- ﾡ索のあつ りがクラスターである-ﾡ学価

クラスクーの村は クースクーサンプリングどいう. 4集町を 

合亡会を小面項に分例 L て 卷集団 のj各個 の賣。 只一 つ 4 
小面積ど結びつけたピ 苦. この抽出法にﾡ袖出法込 い う.

要素のりリスとに必ずし利用でごとしどこに?フスターペエー ツ 

マサンプリング は役宣で ある. クフスy -次小さ い・環本内の 

要煮の一天親C 対し 8衆団ﾡ性ﾡ。 確天は正確に8 るのが通例 

であろう.該在した魚本を調極することは クラスターの同等の 

戻本2調会する 全かゝる- 派遺○クラスターに・ 油ごれ 

そ &票団 oが大調査少合 与え られた貴用に対し て取小の 京年ぷ 

ﾡをもった尺位を与える ものである。

下に例をあげずる。

x = 4東団のﾡ窓の数 M = 各筑落の要未の*

P - 銀岡相岡 8 = 央落平均商の平均平

w= ﾡ落ﾡの 委未向。 平平刀

J= 4祭国内の妥案の平均平刀

パ=一 〔+ (一oパ〕

sw=バ"(一P) , .-、

(wパ-ババニ= (ーバぶ 十 N(/一/)』な
=〔cN- o｛/+びつ門｝ + (/ -～) の-PJJパ 

= Jチx-ノ+ xルP-XPニ ナタ +NパールヘPーパ

ー ペパ-/一P(ヘーの｝バ--ー・ー



(24) (アケ入

あるいは

"fチ(バアラP) ・ CN=バ=P)］=rs
J ・
(2 J CN一DJw- c.JD T-  > s』

えからてそ帰本による平値の推天催のか形は

"M次らとっばれた パケの登素の標宏では。

• Jt/7

一 =〔 (-of) と 一# さ 比〜る と

:カ プに受示でにとく 集落と福出するためにとじた分称の 

相対的宏化をあらわすこ とべわみる。

重 >eで (/一/)Pマく/と共夫に増加するよらて/7a 
ﾡす につれて Fにx少丁 る.

クラスター の大ﾡさざヨニとは天値の利式分ﾡをま すよ 

っにさる。

上の理論弟を乗泉引野にベ用 L て 見よ っ・を ロ ー ク を考姫 

せずPる 同の誤ﾡの平均予力とすれは.

"-c-P) は乱地法でoP&イあでりの顔差の予平方ヒむり

P(/+ 7一7 ) a/p&t ◇らむるブロック向の平均平 

力と台る

呂酒法の4対がﾡは -タ とロ る.

狡*利 飲験•で の " w、"户魔ピ ス運1に対し ueoaer ○相対 

ヌさ /+アバ月 乃至ノーPととる.

円 クケのブロック で年 o < 品 の吹金分ﾡ分研ほし纏法 2 受州 

隠ランダム法との配列の環を比べる

- =パC-P= *でダ 

yぶ- =バ〔ノ+(N一/P] = <ezz夕<

イ F /イ3
フ コ ア 夕 eフク s = e

理 ◇-.さ

ラ e < c

JP = . クxrex 
/eo

相目対子点
/一JP

= 2 ダ ラ にぜロ L に..



(ア

/2. 月化 (別)法

/2./ 柚法の原理ど 4数の査尺

4条団をいく っかの階ラにわ. %アごビ にﾡイK為ﾡ却 す る 

力法を月化 (別)柚法どい っ ・

このラわけは i) 調の目的が形ごツの情報2要するピ 

e i) ﾡ登の通族とﾡめたていどごにﾡコわれるもので. 案際 

ににほとんどこの2目的をﾡえており・ アビ法に大の場 

合用 uられている。

今前。 狭型素験之課区 して見る.

の..ム c,&2.f とせれそれ Ζ. 2. «. 4 7./。 とL
こo4 ケの中なら«ケ之平純疑作為にする2さは /*紅 

の本本、のノつマ得られ る.

(ダ)-(9=チーー-々) I

こ の子内afで分ﾡは公式み ら

_ _ん-z_ . ﾡ(ぎ一あ h 2 . _ 44 _ / x x"チ- / れ3ーノノ 4 ぞ・- s 7F

どなり、ﾡで来際に行なって見たものビ -ﾡする.

単人界為袖法のイ

Q=/ 保=2. C 三« イ

和ロ
2.4.C.d ノ2. «. ノ9
:2 ce ノ々«? /“

42 ^ そ. «./0 ク
2242 //イク
・4/ f / -? . e /

a44f *2ク/2 o

a c.d2 /«4z ね
ac4f ・ 4- < ル 2

accf メ«ク2 み
*& ク/g

c&2 3.②? /夕
sc<f マ <</e
c2f 々«?/e で3
8d*f 24.7/o お
。/.f な4～/o ミク

ク 
=

ゴ 
7 = 
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CPo)

今は. (Q4.c) (d&f) のニアにわけて.るアみ

2 ケつつ油法するヒ ,次のようる 2担の操本が得られる .

平 均

保 本 千 呉値からの

a4e ノム 〃 一/

a&df 2
ヲ - そ

&2ef 2o e
acde /P --

Qcaf 2/ 4
acef 22 そ

&cde ノタ そ

cef タス _ ■

cef
--- -- ---- フ3 告

計 o

差 の右来

プぽ=

7T

#
V

ブ
メ

- 广

ひハ

阪ほデとdる. サ>プリ>のﾡ5性こ見るには 分六の 

逆数のそ と n ばわ かるので 紀ﾡ始どア化確っ = ○場 

合○比較に

ヰ
一 =

ピなリ 万化に 倍上も来楽いこ ど 次わかる- する 

わち / 化回 でに 料兵為 の場合の - 以 下 ○袖 信 

«でたりるこビにぶる- ( この場合は個ﾡは"だみらﾡ理であ 

そ) どお上の同みらも月の能率次よいこどがわみろ 

* 
つ.

万化ﾡの場合の分散准大復の計算はビう しでりさいウゴ

= 千方ﾡ ほ= シチF と して確たした 下oお字に 

/M 2 パを表わす. な, + ス =% . 上式は

チ=ﾡす +ぐる どロっている.平均価の分ﾡでのべ

このそかかわるよ ク に 平均を来めると ごは

42; (i=-2と -ユする

二の一糸上の保本の例では =-3全-する=学-全

・たべって チ= シェ・全一 =4一x とars)

てうに 7ス, ど ど:ばこの場合独立だから

3= v ・ (が (5.) とdる

v(yt) = 4 一 ( c:L Nc ロる万 の 施単位)
' " \>そは<万っ分のﾡた幅ノ

から あ)=今(メ) + 二 _2 / C二ヘ (/ノ
=平均がﾡの平」ﾡの不ﾡ文になるこビわかる. ほた分



(P2>

N 方〔全ピ+ 4(2っ2一〕

とるる. ゴf・P.C ぞ倉略できるどきは

○6 0 〇 β o
a ア

()=〔 + 〕 とにる.

や 全体、の花人値は N だからつ. そのかﾡの推資値は 

ペv(ま)となる. Lて次って

ど(よ)=〔テ (ペューク) ・ /s て
ど むろ.

上例を上の式で計算する ビ

どて*)=(を)〔(一.ラく + (-- )

ーーゴ・チ(コジワ==才 /= チ、

ヒダゥ ﾡで計算したものピー致するので. このさうにして 

ﾡすればかﾡの不ﾡﾡ大が*められるこ ビぐわかる。

ﾡ拡のゴうに バ化袖 は平姫法よ り 分族大ﾡの場合小 

さい・ こね にヲ 平均値向 の差は. 名ア ◇ ら袖出法さ れるので. 袖 

史個 久/ の油払顔ﾡにはﾡ係なく.アゞア内のﾡ払誤圭のみ8 
秩者に脚係するもので.結局.ア内の夜勤だけ次子る <関係 

することにてる。ﾡって階 ア内次均育にざるりは ア別け 

2すば 当べ ﾡ ○訳ﾡは小さく てるわけである- ア 

a8条団より小ごいか らﾡﾡく小ざい のa当ﾡで有限修正をﾡ 

ﾡでまれ ばﾡ にア化才油 の方 次平紙出よ り袖訳圭 は小 に な 

る こどべわかるだろう ・

ア化ﾡ法のﾡ烈に例 と し て例去みある ・ こ 化 にる階 

万へら同-比例で標本セする場合である. すなわち

ラ-才=..... =税-テ

c" aa-祭-ギ

しで次って-般公式

テ。= エチュー-こM。す. =一昌 =テ

すロわち -ﾡ本和= 怎“ どひッ. 計算がき局にてる。

か政も

レほx)-オEヘc(ペx-x○)ﾡ (= キテツ)

j -こwi(-%)芝 (2=ゆ =チ=ッ) 
=二wえ(一9) 考

F* = (←9)二4ペ-※=ラピ三ムJ (x=4c) 
馭 _(_バーw。



(P) (Ar；

ア 内 4分ﾡが等 しいビは
「w=三りcd おくと

例.2. 畑を等面項のゞﾡアにわけて.各万から任起に長さ

/w のうねのノの 様本、を 書 L て • 型た にかって. t の分

=(/一) とはる.

公 式ウ ら は

例/
盘号 /23« I 平 内

意場の大きさ 2«> 1 〜 %

x詰の取数
| マ se

シ プルラン デム で ス っえ らぶ

ペ2_:_ル。 so
ペ 72 -一'ー ー 篠.

意場の大でさて4浜回 を攻場 2 o; (s x) と 万化す る.

碾 次 〒均Tw ▼-アい (-Tブ〕

< / + - //f
・ー

8.3 バ・ -* '•Id
"“ ノダ 广 4 <ae

平羯 3 ミ

(一)xチ* ・+(メー)メ * /e

- /*22$ = . 2ぶ-

ﾡ分が云に次のど お りでのる-

ﾡ因 自由戻 平方和 平ョ平万

全体 29 Pよxx s

ア向 ス のク 〜"s4+

ア内 タァ << "e«

Jw =Vvg ・ = cF ィ =c £

ものビするビ

Fx)=-詳=・〜ター

3ほ祀でこる

血的に今ど○位ア化の効上っ rにかと足るど • 学任竜油
滋による平ﾡﾡのﾡ浄訳差の花定値以 しては

s () - 保一 =ムー

で 2パ397t ど対比とすば水びﾡは約/e %小ヒてる

こ れか、らア平均にﾡ次大でい 5ビラ化油有ぷ!なこ ビ ペわ

みるろ.

・) 圣登仏一シ六小等(怎ースイ +2ル区エ尸 

ニ o式は (- パ= + N ( マxx ーWが
益似的に J=土W..Q2 +土uそ(アwx-マル)
こ なら紀セア化標本、の○ﾡは.



(ダ入 (eク)

(治 -祭)ルパ+(ォー )全w (wxx-ア のうにﾡめる ビよL.

あるい はラ化町出とﾡア化の比ﾡに次のは うに してもでき

単 月化 I
然バ(そ-が)バ Vの*-会(る一を)パ%1 

手(式 - が) M ・ぷまーメル(ロ.-W一4(をかル| 

-=(メー。※)ぬ2 ・a(ダり4。(政-ラ) 

w ダ

= (※ - ﾡ) ぬな そ-チ)xu(w。- マ)

ノハ ス - 源木の 入8さのきめカ I
保本の大こざには 今えらn六水用に対Lて, I
どGw)=そ(私-た)のえパ4

める ﾡも高牛な場合と ・ < 用み採本の大ささに比例すそ 

とする と

アィ=スﾡ (ん.シマx&.*は) • !

上式ほた 7Z4= 7ひ・ィ どもなる.--V プしvu
ミoKe ゐ-ェる りネりるル2ス^

皆等しい こ2 を 越賦して いる. してって比例神払、の場合.

-プー皆等しいから この場合は 名万のJc守しいこビ 

そ前択どしているこどざわみる。上の 7Zくの公式より大でお階 

月が校ﾡの大さる階アではすくすべきこど次わかる. さら 

に食用次るアごと に緊なると 3は. x= /4Sイをる メカ 

(C4はイ月における/平位の責用) この式次ら長用べゝ 

る程んは小さくなり われわれのﾡと一致する。この初当 

そ. 最ﾡ例当 ( Ncyスtan-02exeg ・当) という・

しかい. Jx か Cx次 不明むビ ごは. 例例当と用いるの 

次音通である. ( あどの○計算意易であるてめ)

gymuのm 割当の計算は次のように行ﾡう.

例/

ラ 面振 J 矢ﾡ係さ c.v^ x Jx

I oe4x o
I "/" ノ2 クク o ミ7 o
皿 ot4 <一 222 4よタシ /ee. ©

三Mxox= /スの



()

ア化検 ○5の 平均 はノス?ルビ方えらるら これ 

に対天する C.vは<e どざる ←の百か平誤走で 

大値を求め たいと れば.

るアク7cは-子常メパ4 により. ヨ4 "し ピ し
/ <rw なメe

最査に擦本。 大さごのr め。 引計F

(夕

万
e Jx 

二<.Pc
実氏の本

の大 き さ
柚限卒

〃ノ si ・ /Pトマ ■广

2ot パF ・ノよミ* ?イ

/夕 つル 夕& •ニブ〃 3

ロ / 3/ 73 ・ク20 シ

計 eパ Pタタ/e <282 クと 計 し いU8Ue)に ける ど
2

£ ミ7 *マァ ノパパ
皿 /en * →F 2

ど づる-
イ』2 ( "么24% より)

アアにﾡ法字くミア ダタ に々りリ・ 赧本.の 大.ざ ご次 この再合

2よe どするど &・?x >Fe =ア どなるべ、実際に ジノ し 

ない,このうづとこrは このについては eg%部 

するこLビし 残りを 取査配分 の計ﾡにもとおいてﾡあて 

づい. したって

T ( 2ドクー 9ハ f---------------ダPピや ------- ； =ょ-L .ノ_A_F.P 十 F d+み・テケ 」

"吊の /六あにり城左ﾡﾡ数のデー y
催 ア
〔8)

大手のﾡ 
M

在箱者数 大学り
千 1

大学 あにり。

Jベ
I "ね あ:商 44/ 233.&P/ 3 ノ"

IL *sne〜ジes? っe上 ・みに3の2 “A/ 二

皿 »sc〜〜eer /3 47 スマP fc/e eoP

N esre以上 / 7 <F3 / ces . 3

/eバ

どなろ. 

• ・

岡向ﾡ 天坂の ス 本 の&万に72=ァ2 と して. ルタキ2イ 

制当で例当てて見. 呉に各万にどヶ完比例ﾡ当した場合の終圭 

と計算して比較する.



(o) (テバ)

ノ2 3 思性についての環本

属性 ○厚標本袖 丛 の場合 は ・

/t = =4x(x

こして花天すればさい・ たゞ しPイは. 心アの標本比ﾡである 

Ae のか政は前の式の 『イ*のべリ Iにア48を用unゴ い.

/2 a要 約

ア化油払でにコ 平均向・ アの係平術走向 に 共夫に 大ごて相量があ 

るどきに ペs子wt&zﾡ当ぐ有効であるべ、 に万平均向には 

をおあるだけで ・次年点差に大でいﾡのていと で労力の他 

貴用を考えると き ほ比例老」当の方盗にい.

とさ ア化に高務調会したい交最例えば称公にッアル化する 

こピにもちろんい* *れと相肉のある因子,例えば 介役 

平均後4・お摘- B庆dビ の一万っかみ易し)因子で产化を,了な 

ってもはい. Rア化は調ﾡの目ﾡぐ施求図別 あるいは事茶 

区別に ヘ 天 別!針広な別,や般別に羽渡2知りたいなとo 

「めに行乙」うこともル受び場合もあるな、これらは.ﾡﾡ向上 

ど いう契をもみね備えているこどすu。

ア化の場合の 計年の様式を次に示し てお く.

) 平均値の○大値の計ﾡ

22 < オイ 5<
I
I

_ ・.--

—
-

—

〇 〇 5 〇 〇

i) 千J値の分散の大値のり計算

M% 6 パ, こ 232 」え “ユ i2 ( 2 兄-阂滤心

Z! 〇

計( 以外に不雲

例払の場合に次のよ う ド 商平になる。



(2)
i) 平の天値の計算

ラ 7 224
工

I

时

②

つ 

G

〇

(②
みう いる

i) 平均分ﾡの天値の計算

分散の点値 Syre =(ズ )*③

ラ 竺— 如笑 2 uSd

L

IL

M2ル / ego
②

Z心/

③

(「)

最後に信源区向についてﾡべる.駅区向ほるアの堺本改 

みいビ ごは,

3。 士 2S5.e

2用いるが. Bau®,jee の式之もビビすれビ、次のうにな

る- •

• g. +治くえ。以■ひ一外)
rゞし. み%に 0乙cnz のそ分布 (宿由戻イ-ノ)のﾡで
ある. ( らろん4氣団の型に正現分ﾡと し て 、

た _イaiEu Lだu.aiゐ に上 れば t 土 そ(ﾡrt) そは
似的に沢の自由灰におけるそ であるどべている.

c*L c=-た一

Nc (ノー災)= 9x



(S)

3 副次抽出法とジ 段抽 出ポ 決

s/ 剛又描出法 (二段描公去)

ごの力去出. 図のように 母東団・ たは啓居の中から a. 

ずオー次ﾡﾡ単位を伸出し. さらこミの単の中から オニ次 

油出単位をﾡ出し. マの全要末に○いてﾡ資をするものである 

オニ次単位からさら、才三次単位セ油

/ 入 出し 全数調査を行うときは いわゆ 

/ /o) る三民油虫去と2る 二六を位張して 

ベア 行出 引民神出表とaる。

\ / 刷大油出の利矢はづ今条始を全

・ 教ﾡ在するﾡ甲」労力でより男くの条

署わたり. *の一部をﾡﾡする方が 標率ズ母泉团を広く 力 

一するということのため. ﾡ皮があがることであろ. っざに

は 部ﾡの 内きか ら会執部査なで ミいこのであることで ある. 

eヒえば・ 事糸この金毛•負をやるため, 小浜之祖出すa風会、 

SNの全林各六ﾡ丘は国確占ため その中から さら に小林 

分な謎んで部査する. はた・国有林の資長ﾡほでは N•6k 

の池区上で ←mn内袋/ cwに格子線を切る ことにaっ て いる. 

すロわらノ乙訓がノん 4&c になっていろ, この全林各不 

加五は不てので. やのうらの の芥金笈/ヶ所ある

いハは2ヶ所油出請査するミとになっている。二 ひg大なっ 

一税と選る こともで3 る. ミのほか. 骼M工喝の庄庭品で 正る 

ラの9有年 おろオにおける小支の委白



«ア) (2?)

合石武 太の葉の病虫告. 人の水血球の女むどの調は 

どう し て ○ﾡ次油出に らいと不ヨ能であろ。

二 の副次店出の列はﾡ店出に比べ.り ス 十をるのが 

単さミヒであろ。 すほわらオー次ﾡﾡ位のリストは核始 

単1、作/ オニ次ﾡ出単位の り ス Fは出されだ泉系につい 

のみRれ ばよ い-

ノョ2 母向 と*の今核 の推定

ペ=好条田の条希の数

パ=県ﾡ内の愛素の姿 (集着内のﾡ末の救は問じヒする)

3=じ番目の条番の J 番旨の受条の個

=研泉団のﾡ素の平均値 '

MM-M そ二みu
え=保本内の糸ﾡの核

れ三ﾡ出された集着から s ら神出される發素の数 
_―/ mn 
シベーオズ 三二 みu

アnハ はすの不ﾡ稚定値である. ・
すm の分枚は

・ テc)=(4 す)sら ・そ-)号 

e"レ S:= 好東田の気落同の平均半方.

=

S= 4条田の条落内の平均平方

= スて一7 2里 (%ノー クレ プ

分ﾡはス以分からロる こ とがわかる-

n=Mのヒさは 今条はネノ放分だけからさろ どなって

二の才2項は ﾡス油出から生じﾡ今Kえのや者である

" が2. mに比し て大さ い とさ (替通幸 e % 以下)

,_ 、 S2 _L s/ ( nm)= -- --- T 7-
し 32.

し乙なって. 今散を権夫するには ど と S をﾡ夫しロ

ければαら &い.5と S を対心するﾡ示の量 と ば

S は ss- ( - 先 )sえ によリ店 さ m

Sこ は sこ によ り定されろ.

こ れを上ﾡに代入する と

y(iax)a . 先チs 十 ﾡ示一4

= ェ ( 先 n + ﾡ c sこ) からにご会さ 

w M が大さ いと

パー だけでよい二 とがわかる .

ぶ一= ご(こ-ﾡn) _ 孝(三一第〕～u(ウーバ みと くd一/5



Cアで) Cラア)

の式は・ 三般堀の公式に窓ﾡ、れでミる,

ル,加. Pを大ヒすば

( (テ～P) -ー ・ 合 ミァ

尔は s: -ギ 

s:はsみ-や 

ぶは8 こよ 2 てたさるから

Y(テ*wP)は-一 により推定でさる.

このミ とから二試祐出メ上の引段価出では 各条考の MMP 
は大きいヒきは *のか放は オノ反の杰落の要兼の平切迺の 

今枚の推定値にリ査史できる こ と式わかる .

このことは 副次砲世や秀店出にみけるt計早を接めて き易 

ならL めろ,

例l 昭う7年2～3月天が国有ﾡでのﾡ本ﾡ査央習で (aI 
次油払を行ロら)

*田ﾡ ( se ～ ラ?48^8 で次の」ら a結ﾡを得た. こ 

の年会では忙図を/な にこ創しそハから年島にノん. のこ 

副をオエ ▼ﾡでは- ごれビれどヶヒ?ヶを描出し. ビの中 

マ22く<c み円形林光を フヶ系ﾡ的にﾡ四査L え.

あ旭は すさ、のき 広系樹である.

電 土 三

ォ 次#位 ﾡ2次戦位 P ﾡ

L /
2 
計

二"
〜 クマ 分.〃4

ノ4. o /
/
二
t

ese

<?

ユマク
M «4
<.?ラ

--

ヨ
パ

計

o.Ps 
. ?/ 
フ・.*

& Pマ
2 タs 
ク ブs

パ
2
計 «.二

S.e2
$.よ7
"287

广’
/
2
針

— 
2.2S〜一

< 3o 
x 

/e. ぐ←レ

✓

計

3・3ョ
2 ク2 
マニS

$.$e 
ヨPe

バ 2 ふ
・ マ2 
< 2o

---------- - --s ✓

計

39
7 

$.

?
/

針

4 
o.ふ8 
ア・ ニ

計 夕っ.〜 クイ・タク



C/二2)

たがゞし弁 P. Cが各略できないときは次のように分ﾡ分村

オuﾡ ォ=ﾡ

層面表 ノマタ.ノ/ かし •スセ イー

盾の会耍乗教 x, - ノニ2〜 2< 4と _ ンノ 
②</Y ②^な

教I当信* = 2 =2 2=ど.?L = 二

網費面ﾡ ②.c«x ?* 2 =272だ 2<2

ﾡ大 常* 2 ノユク _ . G 
乙 みラ ?ス3 コパ/ ラ

ﾡ本内ﾡ看ﾡ あみ= ク2«〜+- ?<. 2?

麴着積 3 =ア2、な4x/クラ32=/どよ743なxt パョス.ク

平均番議- _ _22 « -
ムミクサ：ア X 2 ペ

分算虚定值力計算 • 1*

= ※ 和 そyぷ. = ノ«マ3、82でダ--.... ノフ を

補正ぷ 当な= みラ.x<一 タム、"/

平 方・コ ※(ン-テ= 4?* «ラ/ & scs1

子角平方 -9=ア-473。3ァ ノムヨノユノ

撃業の子均番積の平均平あSす=を?ョ®シ?=/«z<。 <ezs

標準訳屋 Sあc = PexS = 2ュ-

マ、←
Cレー」 な A ・・ビービ -- ・ -一 •ギ ー 2 s /

愛求み音 積の 平均の今散Sテ =ノなタ3発g =どマみぷ 等生”,

A=・杯準誤差 2 e 引 ◇ PユS

百冷訳と (夕sx 緑区商で) 約←○名 e

上の計ﾡは ペ.M が大さいのぐS. や、Cを各略して計算を。

表を って.Ss や S を推だしロけ ばa らaい.

データ

計 車

/ こYtr = ?2<.ペ?

2 補正R C= -2 = <aコ.22。〜

3 合 こY;=(74←)+CS.«と)ア+... +くよさ4)+(8よe)シC

= ←3<.P*2ター «な二、ユ22<

= ☆2. S

?ぐよ ・クク タタ3 S./2 .32 S.ヨ

8 44 «.«ざ &2 2ク < S.so

計2o/ ど.73 ノク ク.よ7 /.< 3ぷ< 7ば、2?

を 各ノ&E風の_ (ノ<_e2+(49号土+(.sが

---2eごダC&二... 〃士ニ ユマr 一 am cosa- e--2-・
= メダ フョP

分散 分* 表

製呂 自占度 年方和 平均平方

会 体、

ォー次単位

ォニ次単位 
—

ノ ノ

<

今ユ.< 2"☆

<o. 7夕2夕

• ノノ Sヨフ

s Y•お (=ユジ

みクニタ(=Sデ)



こらな票団のSふ のﾡ値は ﾡし 力長用引くかゝろ. I こがって師、のべるように

②.生ダ今ニタ22 二 ご,の ア/ 気用を考点して. 各氏のﾡ当なめaけAばらふい. なお

パル = ハ タクスヲ ニの)の方去は 国相林の:旦で (ヒ) ﾡﾡ作太

» (ﾡwa) = -- + ール よ リ
とい○ていろめの に定 す ろ.

二

こ め 場合 ,P.

を ( 全-生--2 + / 32 )
/ P 一ど一 . se___..チ ・ ―三-  小 一 - 、し い

前に示し た天近同将林を例 とろと 図のように全休を? ケ 

の ﾡ条よリ ロ2eヶの ﾡﾡにわけて • ご分分折表を作 っ

て受ると次の通リにコろ.

-------こ

C を名品し ければ
- (引a) = 7/L し nuど+ #〒チーSシょリ I

*&←<ダ+ =きラ*ベス?ク

方(引2クシー*パcS* デプ2=っキ 

( &よどs +の)= o.<?字7

ミのﾡは一 に基っ:なハことがわかろら。
今この母泉団で

オノ 次単位な ノュにして ォ2次単位を ヶ抽出 すると

分萩

V=ジョニー+夕2=ーキタ9マ=o.42-e
) キ次卓位をヨバしマ オ次単位をと 出すると

。 3.。 タ,3 . クニクVi 三 ----ヨ----  〒 -.........三7テ

この結求か上才/ 次単位をずく とリ . 才次峰位をﾡじ た方

*. 消戻みよくなろ二とがわかるが、ぞのめ、調ﾡ個所がA

全 体、

プロ ク
ブロット河

自自及 平力和ロ 平 ⑶ 工_
?? >ケ«ク ノノノ,

パ3<", <<* ーゲァ(=ア
|ce ノ 22<,<<4? 4〜・?( S)

ノ バパ 4

二 ? ■ /?

X
8

< ? ア
ノ

フタ

お条田のSど= ?全-・Tっ?・マ7=ペキパ=2ペ?

ヒ ヌガ；=4 である.

二 のAを円い て の /) ・ の 調宜を行なう と すオれ tf. での 

とさの平均宿のかﾡは次のとおリ であろ.

/)全体の2クプロツクから・ ?ブロックを油出し・ さらに名 

プロックからヶケの (っ2*2o)wで の林分を柚出部宜すろヒ 

ごの合係の平ﾡのか散は •

一 (当ラ2 *っ。オスタクナ ミ纭 ダ *ク* クテ?)

こ= .アィ/



(P4)

) 全体か らなブロツクを柚出し・ さらにるプロツクよリ クケ 

の (20*22?の林分をﾡ出ﾡ査する。

平均値の分•改は.

-ー(ラ-メ クク、6々タク十 季子一*〜*2ケ«ク)

= 202?7

この両去とめ に油法幸は. 一* /2o = < % であるか. 

そ o 相対的効界は ラ ミノ32 で ノ)表な. っ 顧16 

能幸がよいこヒがわかる. .

上の 2例や公式からわかろよう nは』タ. とSほ の何 

ご岡係ずろのに のはSほ に向係し しかッ SwはSさ ょ り 

ずっと小さαため を大くすろこと すなわらキ一次単位 

各ラ く にﾡ方が橋及が向上する こヒがわかる.

次に引設柚出の例をあげる.

例3 印戻の稼祭網査でアane はﾡのサゝプリゝグについて 

次の今牧分表をﾡ表していろ. 西査対象の地方をどの階 

骨に 別 け・ 各ﾡ からe ヶボをび. る村か ら 2のxを. 

さらに各畑から2プロットと油出した. ヘ.M、Pを大 

さいッのとしマ 承 ,期煌定画の 分兼 を 針り しょら.

勤回 自由魔 平 内 ¥ 力___
布
鄴
プロット 

—---

金〃
名 o

ノ22

今?← (= )
ノ今o (= ユsテ )
/ s〜 (=ろ >

た /)畑の改をから<に」し .メﾡごとに. /フロット
をとる・

)各打 か ら フ.②7田 ・ 各畑 から «フロットを 取ろ .
ホ)メの茨は皮えロいで 9 aわちノ2のをにヒリ

•デの金談謔I査を行う.、

J一eP = 号 から た =444 -
ヨe』 S Sド の 定値 と求めると 

』→2生-2夕--=*多全- バ2と

强 Jスー»专ーーー铲=

"ー **

SラャmPは 一 +デ先一 十 -ァー で・推 庭 さ れ ろ から
YG・)sf.P - a= ピタォに+-ダチ ・ きす = <<s

ノ)の分散は =どo. ペ2=〜 P=ノとLて上式に代>、 
ば.



«"07)

レン =・ー
ケー+ を一 = 4.よフ7ど P

V; = -ダー 十 <2a , バ の 「 o ノ2 クア
ノノノユ生」イ P 二三石―十-2= 6.22レ =

ごの例でこ例ノ と全く同じことが言える. すわちら.o 
とレ を比較するヒわかるか. 全く同じよう反ﾡ出を行い.メ 

先金数鋼査 し 花陽合. と 2 ブロット サン フ•リ ン レE博合の分散 

の相基はわずかでるる. これば畑内のプロッ ト向の衣勤が小さ 

いミとによる. また Vと Voを比べる と. 畑の救の加に ょり今 

ﾡダ小キ くaるミどが明らかである. これ 盘全変劫 の成分とし 

ては畑の店の変勤が大さいらめである .

/ララ 各終借における株本の9当

上のー・ﾡのﾡﾡの分紋推定式よ り2祐出地でさ. &設 

階におけるスとの新当のいかくによ り、け>アリ> プのﾡ戻が 

ミまってくろさ とはわのるがこハ ば た 前師の制グ•ら も 短iら九た 

ところである。 並に採準 >枚さ一定におミえた比合に占. 力と たの

々の組e出が生じ. その制定が困護である,マの合。判!前の番 

ﾡとなるのがﾡ用である. 前師の例から明うかSよ うにﾡ甲が様本 

の大寺5に正地例する とミは. xーノとす 2のがﾡも衣い。ヲ 

出の場合の求回ﾡ合ば～= /,P=/ となる.

例l1 前埼の例3の料により .

iVノ そ = /3の ・だ=/ ・ P=2・

Vノ 2=ィ2,桃=2 P=.

Vリ) 7み=24d。 . 2ル=/ P=/

み;合の分散とﾡ し」う。

V=よ+-

Vーダ千+5» Q =5&
ル一綴チヤ 母十田 =ョ/ぷ

ﾡ々のPに対し, 次のよう なか救が得られる
P= ?2 三 ざ

4
2=/ P 

/24/ 2

/ フフ eぷ x 7

2 ? う < ァ/

2

/24

ズ



て/他 (/ef)
=/・ P=/oとき村 の数が 6e. /2e. 24e と 加 する にっ卜 

れ分敵に、/27. &4, ラ2と遠少する. 1
2=ダe. み=ィ22 の場合のの数が/から2. 2から4にふ| 

とでも. 分該の減少の程長は上ほどでばない. Pプセッ枚にっいく| 

し国じミとがきたる. 分散笈, w=, P=/ の合が|

小である.

二のように実用がﾡ太の大もさに比例する ミ ヒ はほ とん どないE| 
ろう・ 上側でも处対の畑を調理するより,同じのき親をするガ| 

ば失吊がサく てすヒ塔らう,国有株の資海骊理における層化単純区 

出上りは豚化司次地出の方が労の条用がルなく てすむEらう.(共 

くほ4化訓次始去で航右はみ-/. は倉はス- z o 総合に相当する 

今全責用 XC と し、*一次季位の術為質用をC,,才=次ﾡ位のポ| 

受賞用台C.とし う・ 共個のﾡ用は一定秀必の父におのば監似的に 

C=Cz+Cnであらわされる. ﾡﾡ分ﾡをVとすz。 (V= 
_S + S

この场合次0Zが奔鹿、される.

) 費用が一定 す 揚合てきる だ ヶ分数を 小キ く する,

it 今技の目標が定められてちり、ず用をでミろだけ小ぶくする.

この2は- 根本的にば. 周じミヒになる. いすの掲合し, 積

VC- (一 + 一)( Cx+ C.み)

て小にすればよ い

V= (JScC +S C:) 0S。C-* ーデ

=(VG 5-V乙品+ (VC -V )
とたがって w=V チー .

C- Js
-V2、ジ-Vをチ。

えは貨用が定められていば. ﾡ用の去から効= -—— レしC,「2LC:
て求められ, 余散に界てVo)が設っていれば. 分枝 の式か

ら ..

な__Sc+JSuん として支められる.

匕

上のwoまから,wはC,Q に町係し、6相ﾡ係数月 に t因係 

丁z ミ とがわかる ・ ー般に

シ -次率位向の故行のﾡ用や. Cを構成する他のﾡ用ない申合

) 一次ﾡ位内の 三次単位のa査族用が大さ い掲合

i 坂内相劇が高いﾡ合

は . ば小さくなる ・

曷西, 副次相出の国! 合笈 . 同一な集田でも調査項目ごとに表る こ 

とはもらろんであるが.月が余り表らないようなﾡいに声産おろ 

自にっいては、ﾡらかに効率を失わすに十分ﾡ造Gをﾡﾡする ミ 

とがでミる ・

tLパが変れ,る項目にわ白り • 最ﾡな割当が不ﾡにてる, 

般的な目部の網査について よくあてばまることで この



(//の) C")

うなとマは 因星ある額会須目を一ま とめにして 群を作り, &群 

ざとに らがっ た描出を4作る とよいであろう.

cの式で気の付く ことは. G. Co経対値がわ からなくとしその 

比がわればmが計昇でさる=とである。5.,S. にっいても同状 

<ある レかも一般にS。は5。に比べて大さいのでc C= の 

がかり大やくさいとみが/※上にならない. «

らの ミ とを次の若干の例にっし、て見一上 う,

例2 前の 印声の例IでC=ファ+2であろと寺, その地 方の 

千ルスををﾡ出分成4 s . 推定する にan . eど。 ょうに sめa 
べミか ,

2-一と。夕= x-,z ・ ・ eべ入し< 

乙のを来める ・ こんおﾡ同の式にべ入して失点を計算する と次の 

ようになる。

なお言 ﾡから計算すろ と

死
Jo
2② 5・ギ

1 S z=®「2と C
, / f c ?2ラ

2 24? 4e <e < 4
イ /2 < ラ

4 ラ 2 <cP
子, Z=ヲクの とさが最にGz . ・

マピー -V - "
_バ2 ー シー . 。 S d

ラ3 一っのかずから ラ ー ダム に 選 hれ 二*の系のるにっいて

<a ミカたりカルシカム のき 台 竜 ごi劇し た . での デー 9お」び分

〜今浜ぶ次のどおり である。

ルシクムの 百分率 和

バ 22 み9 30 ヲc3 ノオ ざォ ラ/
2 3ケ2 子4P 3 夕5よ 字ィ

コ&82 2才e 2P/ 27ダ /
<」?% シシ 2 22 /•す / ラヲ。

分枚弁林表— 平均う ﾡ卓ルるパペラとター
.. ヲ

パ2
2?4/

coe <
Se + < 5

Sこ
5 = -纟6%2空叱- = ee フコイ・ S = c.o。 cど 

経済的な /東当りの 測定救 は

「i 我でエけねば ま ら よいから C,ばCよ げ相当大さ< ない限りば 

- /でよい- しかしQは化巻的測定を含むから . dにQの方がC
• ッ 火マいだろう。従っ て大低の場合ばみ=/ でよいろう。 二の



合はﾡ用の比について の挙ﾡなﾡﾡが5い浅合で t wの次ﾡが」 

式いらでマ るミ とがわかろ. おm○値はﾡ本誤差の影響を う ョ 

三段ﾡ出の場合ばﾡ本平均の分散な .

, S 十 S
と tスレ %xtP-

とケり 営用ば.

C=&+C zw+Cェ っp
とケa.前ヒ同ﾡの計算でVCを最ハに+hば

とSる こと質用が夕えらておれば真用の式に代入して、 2 
寺める, (今赦が与えられておればみ般の式より 5める).

x%ダ｛プニ24)ル.;。+ Cハイfe-is) "a.
(イダ

se」
イ イ Mゼび=

( 三M1/ Nれ )

ﾡ ・ ﾡ げ小さい ヒミ (e/下) 上 は 次のミ うにﾡ¥に☆る。 - , •• 孺
いcテ.e) -ェ (ダ s.x(二～. Mが
回者休の浜系がを-おけろ r に /大季位の大さ/4 と 2次

世の期出数ぴ等しい機合ば
"(シt)=5 祭一Sバャ6=ヘo

_ _ノ こ c:
グ ら 2

Lこがっ てﾡ寄積の分ﾡば

(Y)-二#一5。
/3.4 信化訓次キﾡ法

4集田が色層にわられ, 各活ごとにノ次位のZ水個が神 

れ さらに一次位から%イ個を袖出したとする。そだ、'しオオ洋 

の管に/次年位はM4幅. 2次早位はバそから構成さている 

のどする. 場干均さ -

4c 4 -
_た* ハル テ,- う/4Ai5z.24 で 

アuメ.X バみを- とすり/1,むと 三%N '

不Aに椎定される

分ﾡの不伸椎定値出

系双』戸林において昭和ラケ年行な～ た実柄を次に示す

綱を対なは*2ﾡ林地のオ2 ﾡ用ﾡ茶中の 人エ林で 2年E
4g とL にﾡ稿広次の とおりでぶろ.

慮 林令 画 承

I / 〜 20年 / 小P- フ ヘ

2/ - ヲo Zcさ. 6z

ロ ヲ/〜40 e 7P
T マ/ 〜 o ・Cア・ フ e午/～60 4

贝 &/- zさ, テ

計 / < マタノフ



<バc

-の地核をマヶあテの地図上と午"" のtの格ﾡでお、い. その天 

支をラ>ダムに地 した. 現地調査では、祐出されたﾡヒ、 の 

北ケー0wの臣離の個所とで e44の円予地と報定して、地内の 

お太の直と, ecdfa の点正西地内の毎木のﾡ高 . 生長ﾡ 

・否を索行した- S 各酒つ株本の占当はん〜a法さ利用U たが

どの層で し 2次早位が c ・下にふらぬ う術正 し E.

ぞのﾡ当は次のどお り)である.

1 2 x座

I •T ✓。

I 7 ・4

m 「 。
T /2 N4

▽ /e
1

2°

1 ▽ <。 ■ zo

計1 ノ/ガ
る居ごとの分ﾡの手の方法ば、前に示したと おで ある -全体の 

推定 っての 計界理おょ び承り まと お は次。 とおのである.

推定 の整乗な( N-ワ日土 4d# 勿)Y で 百分幸誤差 はノ2 るで

ある。

(バや

示ッ」 ミ 領マボ与山ちゝ

■れ

チ/

a

6 •で
Ax

2

⑷ 3 
二*(ダ)

2f* 
o,o"

”»

二 / t.1)

Aベ/-:』4

・ • 8

w<=。A

小、ミ ご ・ 高 iS 
う 入 ^

・・.イ
三三

Y
P rﾡﾡ、

4=ニニv 
ニ・c、rヽJ

- ""

• efo ・* パナ- ・・・ .- ?• s

:っ(2 c "ec-e - バ ・ S アー.・・フ テシ/

・全?P 一 ・+・ ユル ・ ドフr "* よ-テ.ミ >、→ ノ フム フ ・ コ

, r8 74 /z cre ・e「J ッx一 プ 「ダバ ・ ・ - J →』exキニ 7 v 二/

ク ラF ・ ・ コ/," -フル--一 r/ミ •• デ バー

コュrョ8 "&e /P6ヨ ・ハ・-夕 ノ パバ/
胃

,3,7

-------- - ---"

-ニラッッ*

怎 だ うど 
f (

よみ3#ドざ

7PFfPざ-ワ？％”

T

キ ニド#8ue?

/』P5ビ/c

10)
&座 っマート
3ﾡ 
7c
5

テ&F2/-

ul)

さほ卜平 
内 さ ふの分、

'日
Sそe

* -.....
フ

(c)み2素
<•け 
w

• ' • > • • • • « •

株催送 
p〕

__ S t

二)

交ﾡF)
S g

T 宝 F、 
ウ→中r』一 
CIl* tIゝ 
wど>Ss

e rアマ パフ c ・2F(oウ e. フea- rcrs

4 ノ2,7一 ヘ ヒ3ScrPr c cscecTPs ニ サ»ラ+ / "

ヘ 7w&6よジ c Pe:ごや ♦•こ ・ダーうーー・ 一

e クッメー cc2ooバs』v EPプ ざ・

zffdsよ axts6tc ・バ→マッ"ダ da ヌク-e

, ウッ26/ c ・#シ3ラS フ/ ニ c テ/“'0,”ノ ミテマe s2ぷ

oフジuョバババ

俊千ウもﾡの分散 : S ミ=»wど-sェ。=◇>sosrバマ

一=ス マプマート当り (c.cgfa)の平ﾡ称 文=(S)の

パ•承爲嬢 : S 工 2,ダ*ジ
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プマッ ト当り 音 旗 と ﾡ稿 ←%の 修稿乙向

= 7 $ファニ2*e<42 = フF?2二<P4s (2e/フ〜 s ys)

総を預 と ・-

=z フクァス・士2んメza.cパ cfoACf2 -ー。 フメ e)

百分幸談送= :。%

/4 不等確率ﾡ出法

/</ ﾡ元え格

あ ろ菱兼田 の小2ﾡ出 ・ て. 全体の富積合計を推定した レ 3 

各小ﾡを確幸に柚す ろミnキ でのヶ法の ほめ に.小元の 面義 

〒たは平方に比例! た確率をよとて地する方送べある .

はたﾡ茶&の総蓄悪を椎定したいﾡ合に林班8ﾡ払辛と すョ と 

や ,株在内2 小ﾡの太に比WL た確ﾡをﾡ之てお証流と出 ; z ヶ 

りﾡえられ る ・ = ○方法は た とた林かけ似ていて t 林1、独 の面模;走 

ってﾡ積の 矢がはげいい わが画 では 等歴率に柚出 寸る 名無作 

あ袖出法より ﾡ効なﾡ合が多い。

ミの描払法で ば.ﾡえ担 を行な う と, 計年が満年に る . す a 

わら 一文地払、たものが周度池出されたﾡ合でし株岡して」演 

ﾡの中に取り入んるしのである. その柏水法出次のよに」上の 

2番百の浅合るれ証と通じて小ﾡの業加を行ない 各林班にﾡ当る 

考のﾡ田きっけ #坂表で . この铉囲内の数がで に ら,そのォ班こ 

地出請互する。

永設で ッラ と で たゥ チエ .クラ とで =ら s 申l挂 出丁 る.

この方*は 手数が ハ、るが D 8 ど. 广 こ. の才法は - 管で

雪 ラ ハ小政 hえ ヨl当き号

K / /一 ～ ー /e

2 ・ P ・ ・ー っL

3 *ケ ・ー -パ - デー

/2 ・7 v4- r7

r /チ > -7 - っ』

e c ノオ- ---

? テ ・パビ "・ざ - c

2 ・シイ バ/ー ・ライ

: わち.&・ざス数ききすえゅぶ とは • ・

しいか」り大さいﾡで,夕はる集内のﾡにつ救の最 kざびて 

のにしいかより大マい救でめる このc ・4さゝこきい女三 

すろ方法である。と倒 で 3桁の救とキ出 し ぐ はじめ/タク ヒでたら 

/活の/書となるいで, これと株用する 次に ーマいでたらdば 

a/ゅハNﾡは5いから -の放表はすてる .ニうL てじﾡ域だけﾡ 

するか法でるる。 ・

とる目の休が地出さえる庶字んはこの。さ = さ 
- に へ

と なる.

乙。=アとすると. E(Zc)= (ざ平や)

イ ニシ •いそが 、 <E ( Z.)=テル となz. が干の推定造は

2-#だa.-冷 ダー,Y-炎と+ど
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z -発子r - そ二r となる-

乏 の今報の推た値に

5cz)= マテ - (z - N)"
-:ニテらュ-^!

- デにr-!

例 1. ヲのﾡゆEその面ﾡに比例にL てﾡ出しててク収ﾡ堂を 

新査した。 その結受は次oとおり)でるる.

ﾡ番号 x(面ﾡ) タ(依技量)

ラ 2 /ロ e / ・2ジ

/8 ノイ 2 2イ oニ* よ-

5o P 广夕 c.r Pフ

ラd < / 22

ヨィ0 /eテ ezシPF

二re - / cニ2ラ

ア -ごや ゃ S I
三m -= e,ユイゼッフクヨ

三 C バイ -下 )= バイッ よシ-( ・2マ ガd バー

= 〜ezイx7ィ
S月 - 一--/=ae2--2e-=c..ex-xsr

CババP
ひ(-)= 三(二)一 ccee4L4F =。。o,zz～二 

え(t-/) 「

J野朱函では

M=ラケ テ々三・?「" 入='ダd

したにゲって. =こ=えニ「イ= ◇-rーベ"tマ ー"

全の Y= ezeよ< ーフーー = P
分教例推定値は

び(ゲ)= ( /& ) x2c ccxzJ = テ c H K,

ひ(Y)=( ケフF ) * eooo/→二J =ァケ

a ダ厂% 屋積带ば

ヲラ&よ土2ン8 *V・ 3zS小 = ラョ ・←土 27

= さa』一 フ2

の合ズ ヒ #の相べが高いほ ど効率は部くでヨ ・ 出確年べ#

のxさ" にW +るとき 工た信 o 放は ○と5る・

こめ 親は •旣ば の よう に地ﾡ位とむとに戻す方法を前提と して 

いz. ししﾡ出されたがむとに戻さケければ. 2番ほ以件に

ﾡ出さハろ 位の柚歴キは P* と冬ってくろ。このようﾡ 千均値 

の分散の計算K 2 単位 S 換本设とは難し < なる . 王たﾡﾡ的にさこ 

の加 出 は葉忠加出 2多険抽出 6 ノ次ﾡ位のﾡに寺通行いられ る.

1し林地ﾡどが地目上に. 明7確に3型されているiる合, 地目上に 

ラゝグムをおとして , おちた点の周風のﾡ地をえらべば林地の不 

時ﾡ立宇様本となる ・ tし百じが2歳以上あeれば. おっ に回 

な 区け株本 に算入 され けれ ばらない。 玉もし 子が e a以下の



Cイッ)

と ば、ニのキ出の とミ非復元出を行③っ てもﾡり は小さ心 .

なお 相岡のあい変抜に比例した確幸で= の方法さ行交おゝ ヒ天 

をす 8 前に.活柚出を行と ろ 少 ど力 小味ま し 白ケがよい. と<に 

相のあい姿数を用 いて層 すろ= とがでさ z かどうかの検#が望

し・ -とに,そのよう 居がるほの平Pが非に 5がって 

ろと ・は居化丁る 方べ有利である. 二は大きさに比ﾡし戸歴幸 

ﾡ払法な ・ 位の大ささ が小ャ いと さ は • 感化キ出上 り デを が画 

ﾡ=からであろ.

例1はスば委であ。たが、#ぷでる- てもょいん幅の集きへ 

らてろな失占からて個の標本を歴率 P-ダー で柚出し、る4支 
三 ハイ

さ全放請査すろi合し前に点に☆る. すケカち I

千内信のみ推定 テ-メシ_ポー
ハ,"/ 8为产〃

平均值の分散の推趋S。”品W("ータブ :

例2 -3』の潔ﾡの家る。人数と知0=い、 &mの本激は 

ヘで翼ケ3ので邪の表場教に比例L た確率でノ4邪をそら ん= 

そみ須料は役の とおりであ3.

Creバ)

ﾡネ部イ ヘ4

※をぶ 邪お七夕科妁炭密談
/ ファ <c ヨ,47

2 zf <

ヲ 2a ワ2 バ ・c

4 22 ヲと /-e フ

ラバ 二ざど

s アノ ァ/ バc..小

7 tc 67フ ,「,「
ﾡ

r/ -ac イノ 4ア

rヨ フラク パ ダメ

メレ rr ,<.42

・/ <・ rp.rS

/コ c ク 一

3 P・4 ノざ・Pニ
・

2ee

針 x2 ンシ ～ルシ $8

千内値のた = - = フノエダ
ヲの分散の推起値

5(ﾡ)= ー /(zフ- ・バッバ+   + (raPs - " ?/ J 2 /

ニマデイ - ど ど バご

才だ値はW1 と同じく 不であろ ・

二 の方式ば由集田のすべて の季位の大ささスﾡ段知でる a 小王た 

ズ全体の値が認知であろナ合に甲で さろが. や全体の*が



(ごご

既知でいら合. 北き標本から推定しなけばならてい. したが 

って検する比推定の形さとる. ﾡlえば始図上にラ>すムにには 

系統的にラそお と して行き 、 寄浜調ﾡ8行T うよう ○場合をﾡえ-

A と総画積ヒ t ゐ を様本尽の袋救みがﾡ延部物におちた点の 

ﾡとすろと.

集田2 -=とX/ん *. Yo権定値はﾡ本の .A%。.

下ん。 よりえされろ. もしAが最右にキらnていないヒミT. 
この式の0に登位面預力己りの表長き同いろ と」い. ぞ s 度合 

A=- ﾡ , メーン% とTa ^
例3 8う幸売この寸ぶく工杯の面積ヒ寄ﾡと師査するため、比 

目 ( た条ﾡ航生写風) 上で / イれに4点の新度で. 示統的にs 
を配重し 您 がち比 だ所で ・,イc クブロー トで現比い査よれた. 

全部5放は ハ,。7 点で そのうらすS林におちと長抜はz。。。 

たであ り.現師随 れとすぎ林のo/イ&あたりz。 で あった. 

す ぎく エ林のﾡ回示 と 蓄殺 と番走せよ.

・稿=X = =クィー -eoAa •
香務 -Y-zeexree 一 /eo,ceow'

/ メ。 あた り のを稿の準信差と と仮起 してﾡの分布 がラ > 

ッムと ・てミ のpあ合の他出び差き推推定す/ 比

V(ﾡ) =ﾡ(/-念)/。
Aが正産にﾡっ ていば.

ノ凶 =A 老(ノ 一 表 )/.. = 主 - 学

) ーメv( テ)+テ・レ(*) 一 ﾡ(+ 2え一 下’)

て . Aが王確にわかってい"い合てし一総に今ﾡの加片そほ

ビて公く、最視してもよい. 二のァ合A=ダと才ば

I) y__ (ッ-22
ソ・ノ a7t,
=の例で o/イa 3た りの平クもの様準誤差は

SE( 下)= ----- - o oo-
、 2CCPX5202Vノ 4/o,cpo -=/9o「イ)

SE)= / P だ
(JJoo)

レ()一 (/ee+だ8x(2eo)
-- {/ク©十 プご. じのロノ

テ / ズ ヌ/2O

- +0/2_←co(wバ)

そヒVCY) =〔「Pe)メー*(2cc)x /oe = <2/ 
として失しても」い

S E (Y)=2oey w
ァー%の結頼区ﾡは ( eop士zeeの)wcとろ .
例 ﾡ 32城合 ・さらに /だ.あたりリ,6 点の 額度 と3上う 

<Lととミろ,全体で2"pP2 点皇加され、 すぎく工林にはど097 
g並mさた. 例 力二升す る 修正面危 .ﾡ積さめ」.



C Cイィ

積 X= ce7て = テ2/ ぞ
警え Y= e/*22e= cc. 2c o

/ / cce_2xC3P27c-Pccフ ,、V()- 7クラ ......ラララ5--- =2G2/ (a)〜〜ハ・ニv〜
SE(メ)= -&&

vY)- 学 ・
= ノマテーc+cec,aoc
ー ノ・イ3Fre (っt

S E (X) 一/24
故に ・ー4預み向は (,o2c2 +zezeJx・ で=相地出の結県ま 

差前の半分になっている- 二れは面活め妖送が半クにっ /た= と 

に基く.

/4.2 =般他出去に おける大ささに 比例」L に確幸 をよえて 

寸ろケ法

る終きの大ささか買なら場合/な季位なその大ささ ( この合. 

平のﾡ数とする )に比例し白歴辛で 2 ﾡ元出き行な い、さ 

う に 2六位 とラ ダムに &*個ﾡ出 す a 二段加出ぬ湯 合を* 之 上

この博合は みP=そジシ が4千的の不係推走ﾡであって、

’- ラ-慰. #だ等(-)5:

で 三 れ ば

シGタル)ーーー PELS-<告-(テーテャ

<より不崎に椎定*る . 二=でﾡ川品域を掲起山 てﾡなw4セ

支めて点ると、。は* / 業斐 刀様差 6. に比同し 上 け ば 

ならないこどがわかな. Lかし.-にど=(ゼ=/....,ル> として 

行づう二とが候利である. す互んち
- /.、工

• 『 ～ とた ど*

例11, r3の部の寸べての迷博の牛ノﾡける だ /) 平均預数こ 推支 こ、 

そ の担 出授差 &椎定したい. &部に はバの表があ り R=当1一

の確年で . 行3部よ り/郡が出され ・ る卵っら はラン がムに士の

V スニ でﾡが柚出され, 牛の競蚊が 爾区 で れた.で の県次の示 

のどおりである。

落ﾡ救
Me

ﾡ本吹の
羲傷故7必 ﾡ本井の 

Sご り)牛の平③、 
工2

Z 7 子
さ ーー 屮 ・メ・ョテシシ

一 ノタ み こ"re
z 7 フ バ 3,4

一 7? /o ・ /S cr
*/ パパ P F・ eta

7 イ 4 "こ ～ 2 よ rcジr

e 44 ブユ ・ ・2 -e
d2 /2 z・ヲ < /イフ

・2 ウ バラ ,74 ム,ヨゥ;

ヂブ/ rP 才 「ア心を<
7 [ 2 ] コ フ2 ョ/P

・ フ さ・2 * /co

川 P5 ェ そ#二 コ ノイゼク
- "

・xr ・メク ・ ダラタ"?
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計算
平内値の椎定 研 一 イシ 9722

-- X* どイざアうく

7o 分散の推运 S (チ尸 (vo.oceeキ..、+(/o.sプーバx(cィョo) 

ラス4フF3 .
- -ーー =^マ0夕

-のは/*/ の例2に井たするものて 伊2 とちべう所は2段 

ﾡで 2天率位の千均ゅら/次星位の千を推定していろこと でg 

ろ- しかむ 全の千ャと出 すゅ合にﾡE っていたが不ﾡﾡ定で 

ある. 多賢地法は糸速地出にし、地払する集ﾡの救が同炎のヒS 

はﾡ声はちらろが • ﾡ出丁る季素の数が点一のとミは *友べきい 

=とに自明の=とでるろ 7 ・ とかも来2次季位が少ない経ﾡ凄が部 

から →クランは2次ﾡ位は2信が」いときっている. お 

灰ばしにように,月女の年を含ビ手化無作為ﾡ出に対井し て.そ 

の精度笈 K斎可 である- (は災に相岡杯数)は一般に正 

で5ること が多いから 精点点 より 低く 2 二 とが多い.

おこの 方法の 欠点はる集きの大 さ さ を知ら なければな らない=

とだが. こがわかれば計算がﾡ平であろ・ したがって2段ﾡ出法 

ではゝの方法が地の方法よりす、められている. なお. とくに他の 

2投地出の推犬式とは全くは4 ことは &推定式が元ﾡ出曰か 

ら、f.PCと会<ﾡえろど季もなく . Nrに 肉し ない こと で』ろ

例2 集考の大きさがらがうﾡ合の2段だが/eeのら な 

z ノ挹球田で、小ﾡの干均ﾡﾡと知りたいようなとゃ ィl1 のよ う

③方法もあらが Pc= ご、(*/*ヤの&き画稿)の歴幸で卜化

の小売からろ / 4の林ﾡを出 し ・ さ やにこ株ﾡのwざﾡの

小ﾡをラ-ダムにチの他比で出判会す S • タウ と ・ はiの/ハ 

証の調とすう.

たさし ノ大季の林発の抽出にえ柚出と る.

z.-。才 と才

Mt ノ__,- ノ" 、
Z -テア。シ ( ノ— ー ソウ)

平的の推起

ラ=そニィ で平内さ搭定する .

ラの分表の推定

55)= / ・
(-/ S

北 一
二 (Z.-
二

乙) により推定一 ——

河上 

称

nの N本内o k*「の ﾡホIEn *a *

・ 千
城 r4 小五王 

マt6
浜 

ダy 
iuz

平ぎ桜

マ4キwパ * なe
ア=マ

2 A4 
=イ

ノ r ”看"” さ レバイ

そ 2 3 ← ダざ ・4.4coo ze oce Fぷ よ474ヲ

ョノ P マ・7 2rP7re ぷ o.c'ゴ d 合 *ぶい
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ヶの位にっいて術は や.. しにがって相本の大ささQごろ。

千的の椎定乏= ---プ—— =ヌ?/49 チ 2 しEがって = とTば

分散の推定

S'(え)= ーラ ((2reフハキ ....+(ぐと*がこ〜**Cx?,cラ) q
ョFF残4月
—。一 = < P-c4 一「e て" %キテX. ( 不 嶋)

二の椎尺し例1どじく不ﾡであろ. また例1 ばこの例2の特別】 

ほ例でXがMになったらけにす寺い・ すsわらR ーシニMに 
よりZがーノと$りラ』ーア。 となっていろ.

管 多段ﾡ出の成合ば 字 =ニwx 死ィ. V (ﾡ) =ニu V( テ々 ) に ェ り 

推定干る。

/4ラ 次/に &例した確幸によろ相出法

= で生べに方法よ ・ 予め起めた ヶの番位を大ささに比Wし 

さ座字で才出す ろ方法で あろ。も しれがルにべてかTの 大さいと 

マは,ﾡ本にはんヶがべてらがった位は含まれないだろう, L 
かし 同 じ最位グ格当 さnればその 分に新ﾡす2 ル受ばな く,ヌ 

点 に そ のき 2友かく巨けに すぎ0■い. 始めに 個分の ・同低責用 

らnりnてらていらとミは その分だけ余2= とにのる- とたが 

<全制きうﾡの早位が格出さる会で様本柚を行そば ,ぷ り 

ら<の報が仲ら ・指度もますよどにほろので この方去をべ 

<2 丁友番目の呉なる平位さ物出する と国時に柚出を*め 

l , が に い 多から, 禄本ど + /®国 の奨な る 季位が ・ るミ 

<出名続ける」 こが&+/番自の出ビしよう。
三の最綾の &+/ 番目め年位は除いてしま って、 十算点

ひ(Ta)=一 (S^が 不ﾡならば不崎)

S = ぉ二(%一6) (崎 があり ,) :

F«の分散の正座な 式極め て役催さから 次のu 似夫 &雨いると

よい. 。

V(T)= 字(- ) = VCTn)(/一そf)
ワの分試の椎起は い(ﾡ)=プじ(テa)により行なとによい。
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系をも , ﾡ出商/e. 才なな /&

/2ヌ4←ダフ 8 eジだrF"6フバn
ロ 2 ノ /c /ブ /

バS一 〃 ノ パジ 二や パア ノ小

パ

tど

ア

/

ご

テ

ハイ

*7 バー "ど /6 ど イ

チ *・ ノー

ノバ

ノ厂

バ ク

/ど ・ア

/ぞ /こ /6
ノパ /イ バ /

/- ノイ

バ-

,广 ゲ

/デ

,厂

/ イ

/G

パ
ノメ

/

"お

/
バイ

バア

/・た

バ

/子

ノ-

イフ

/C
パS
イ /0

--
ア GT

お合ロ rー /工ざ
な←

・ ゴガ ノィ "ダ
バダ

ず
バo "』

ン ェ

チE""L ・ー /ぶに
ィバ ブ

*3.バ ノデ ハギ
イ / 6 ダイ

ﾡ社和
だ一 ノイギ /xゲ イル ざ ・Fコ テば( ・ナク#

/ど57 マプ2 コゴ "什 コバイ ユバニ *クー

神正項 4P「 ノrd,f ・ダデ P パビダヴバ バデバ バダ ・フぷや・ズ ど ンァバ

*P3「 ノェーイ:一 ゴPド cダ→* 2 43万 子 ベど

予オ和T /ref "ざイ
一

メJry ・バ お・
・ブバ ババr イFイ バム・/ rt2o

コ"ぐ
frx

/rギ・

・/4d 加* ざ7 「 バー ・ "2

ノメ ミド xer *R' クー ・スドド R" U
4エフジ ア*サ う"4 ジアっィノ ダや二P ディウー

ニバ ツニ ・メがーー ヨダアクば デ・むざ 子ィイナア ユィイ
- 3 ク

ンブダ

e

バFマプイ んエビテ 5Pゴ ミ(オ F イはプu
・ババざ ィヴ= ノニバ *ど8メ ・・ ・Asバ

ペ2-d
マと2x G xsx

cョヴド "a /ケc ヘ? c イイダ・ジ ゲド "乂"

-ジャ r *r4r ホコと" ヘ・?ー ～アパョァ ・ナアパベ oJダデ4
ド=気・オ= 一oy、 =☆うピアフ W(ナガW次超诋

'ラーグ 宀加

5に人法と回天法

s 火ﾡ火に場ける方メ方

今める干Xと c 7 分級の 分の 確林鉄 そ支L たいと思っ 

て 小表半位に採本祐を行う二とにした・ この場合.全小 

n 千ﾡﾡ及は祐 二れ 工 継 o小 定 ﾡ少 を干 向して来めら. 

そハに 会ハ 発あんを •.、, ・W令ネル全 昉 残が 永めら川る. し 

ヶ と -般に小チク m谷コは大小の 渋ﾡがはげL いみでこ の場 

合分故はかさ り天さ い-と "旭み-ハ サ>プリー プ ク桐 

2 似下 し4う ・

ニク%合に相友をあ け あためには、 小正岡ﾡﾡ似した 2の 

を未めてﾡアちり ク列判法行a う ニ とる方えっtつ 

=［で5別の方に よ ﾡなを白上 とるぁ式を方たて児よう. 

才わち /たくあたりのき小ﾡの残は、商ﾡの緊合る小ﾡ 

»林ﾡ+ は 反助ガル、匚 い ことは容ﾡにちたっ っの で

「 能選=そ と"うを方ん〜」

ハは上のﾡえ方から,ての設勃係数くと,み)は. cび よ 

)ハさいとになや- ヶ冷級の 給材検 は の キ均 n 値を塚年 を 

用い て桂定 L て, 総面西 をかは"い こ ヒかわかろう ・ 呑小 

ﾡ み名cあた り材橋が専 とい と , 様本 かう の r の権え値は兵2 

ﾡビーﾡすっであろう. Lかと . 英際,ぎ)へ ばハ、 啜•ごヒ に異な ご



«2)
(/

のか帝 であるゲ. その ほ動係数ゲ の C.ぴ よ リ 娟上に低け人 は. 

= o ﾡ犬法に& る みの確支値の誤差は省通の 場合 よ り小 たくな 

るにﾡいねい,この推太法を比ﾡ案法という。 このﾡ助ﾡﾡを 

■するとを浦明贪壁ヒいう.

一般に比椎文は、ﾡﾡﾡ番とが, 好条団全都について初ら 

れてわり その c.みがa の cv よ り小さい と息nれ っとこ甲い 

ろ, この2の要作がみたこれれば. そば行てごよいのでハz字 

向ﾡあるいは軽海約なた求をも って いるル髪め ない- たとえば

上例 で,各ハに っ いて面送 でなく. 南高前面合計 Lかっ て 

sらず 't れ を & 年曲 の 網 局M■面相 合浒し ヘハなっていづいヒ 

すると. ・のﾡ麻的はﾡ駅ば何もい・ しかし. この場合でも 

照宗 に 天 で なﾡ ・2生 ずる ここはないであろう。

ノケ 2 野千向とか条田ﾡの維えの会

抽よに条に非長えで行るわれてる の とする- したか っ て 

とのﾡ平①る 専確牛でﾡさている.

4奈田の比キアは次に 4 夫うする。

三, ¥ _ みの野素田ﾡ(モﾡ
-- -- -
全そ イ ての研京団計(平

エ〕ては 足=
ア全含のド会 

yTた権の面項

上ぶから み =Rエル

ル は約ロヒン Rは係本からえすることにすっ・R3大の 

妖本のハ でおたこれっ、

_ ― こすと 3 _ _の採ケや(モ

れこz 乏 7 *2 ﾡ本右 (平で 
&-

x ずでは な= ﾡ たか う

元 一 とAり元は» の* によ る〜什年何とな

一 一■
っている二 とかわか ち- はおっe の 宴3 との千ガ に>5T 

とする.

ア はRめ不崎確た値てはない か.イ ・) a一に大さく は 

tかしアの万は,ハかてに4介い一ﾡのペ向でて戻化するﾡ合は 

)か天さく なるであっら ・ 

分素田の手の足は .
ー ・-

= 元、ヒな る.

Rが術り かあるから みろ ぼに対しぞ4 りかーあ 

お集田崎のﾡ点は すにん をかI ばよい.

紀 R三国 - ・

划ノ t4の 小ﾡてビ・ッテルリ ・ビ支、を行ない・ 次の32 

忻配成 ヒ材横 の 値を得 た 小ﾡ全体の 平内ﾡﾡ ・ 総林ﾡ を天 

は : . なお小ﾡの平 研Tﾡ残ばざっれであ ゴ た .
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断面積 Cx) 枚ﾡ C#) て 步
aそ タバ "ど す

3◇ 3e

イラ ク 火2 37

ze *e C ろo 28 2

2e ge 計 tee 4ァ/e

よe 火ze

イ〃
=2夕2

'o み = 28 之**2 =引 ス2. S

4/2

を *。 "
Y, = 3夕2・ 3 2*e = 3 ル. £

e x4e

みの値たけか ら計さ た平巧値は

・
d フう • ラ2み?みい ﾡは,

= ラフフ.7 ズ = うフフフ
ノ 3 比太の分ﾡ

テ との 今散 進人式は

・o=ギィみ)

み(テ) =ゲみ cチッ)

て, ど は 平ﾡ値から ○個«のすの 店の っらはり方 次動を示 

すらの であっ たゲ. Kﾡ人では 元 から =生 ヒいう 畑々 o

(イウ>

ﾡn5 らに 方により ﾡﾡか示さっ.1 aわ ら z から o 先 

み ちらば 万 . 炭ﾡに よって示二Aる。 したかって 上永のy 
の代りにのJどとをﾡ いないといさい。

Sic =三(ど-r二)
72一/

ルえ!に.

か伍)=除"-%)

バ()=バ*ム(チー=グ字ど(- ナノ

比々のか依の定値は

い()ピ記ュ=ギィ- $)

Aあ み (み) は

ラ)(一# (s.-今パビ と2) 
のえ像 である か. 不ﾡ ではない. したのって呉の 分スの f 
/A:すごなく .標人の大きこハが.手か』に比でて術 

ﾡ 界加 でごち ぼど大さ い ニ とを優央 している- このﾡり ・f4 
の タ e 小 深本 o 合卜は 起ﾡ でない.

なおク分ﾡの雄定式は計ﾡめ場倉,次式によるか灰で

あ?

®=ピプ, 三(4-Fe.x:_ ,_ 2, (二+えこ*-2三ととCー/ イ 7ィクー/



(のつ (7)
同様にじの分ﾡは こくぬ+ア 乏一2 ... **ダ)- & c/e

み(元)=(ノ-か)
(三 4 土 添・2 二と-2立。こ出cニバ ) 

a (7 一) 支
Sェ-2今2一=

例る 例ノ の分散み ﾡえ値を計ﾡ レてうビッテルリ ンヒ夫 

の場合は. 郷ﾡ研ﾡ田 ヒ方えてよいみて. f.8 cば無ﾡすち.

(あ)=子プ ごS.
E(み)= ノベ ・

+ ェェ = (282*zdzce= 74%.2ス KNQN =/ア&N ヲフm

ぞ . め *

2e. ノー22・ $e2 /2 $ee
/4c2 2*e /co /タ ルー

/ee ◇ /de 2 /ee
2 33 <ee マ <eo

2eo ノタ3 cee 2ろ ◇ee
ノ e ノ&災 名ee ノ zce
マ cee 23。 *ee 2eee
ノどe P ばる /ee ノ& そee

/どe " /ど e ◇e
2oe 2/イ dce 2 ○

夕e e 冬. 夕e &ree
ノd◇e ノ34 タ e ノ名 合eo

夕e 2 ク& ee** ** & 名ee
匸宏一 ^ アル ヲタ

E()=ノ&

Sと(みア一竺^

みx は自 由及 ノ 2 たか ら 

なる. 乙の信項ご商は .

3み22ェ (2,ノ3*ノ<)

分泉田全 では/◇ 倍 し て

つ=23夕

タ%水ﾡの 方 の値ば 2,/ノ8 と

三 づ ラマ. SエO
= (48.&一 ん2くふう

(3458～ 2よs) とち-

今 比誰疋Jこよらないで. だけの値で最冬しﾡごの件 

zクス ファェ の 分 散をめ てみよう.

二(サ-子= ニー 铲= ノヲル "。 - も纟
= /9イ3ee- - =ノタイe一 <8**67
三 アぢみ3べ

Sxt= 2多=so4ラ
-2 . 二えみ =ー /タ4* ノタ 4/O/= M 24/N 之 2



(かP)

みx= パ = 4z24ラ

SEcx) =24

比粧えの平能ﾡえにﾡ長を見る と.

_4e42 =ュ ・2女34 今

と8り. ﾡﾡを用いたにめに構友がZ倍や向上したこ とがわ 

かる- でと この場合,ﾡた値をにﾡしているので 去の 

そ当 な比核には、研泉田の今故から計昇した培放かﾡを比ﾡし 

なけばならい、8おみる 有ﾡ ﾡオは上欠の分岐会 

に 差 め係をかけ た 8 のを用u <ua か ニ<よっ て分 

ﾡの祖たは余り及ら々いみて 不ル愛である. とくに分ﾡを小 

こく寸る場合には用いねい方がよい.

み の分欲ヒとては上の式によ")計十るのか僚利たの,他 

み計葬ヒにろ 関地L て 、 次式による 三 ヒが都合のよ いことも ある

みG 2｛ダz9c.月 登 十将 j
N" ノ

4 (ゲー2*=元+Sァ｝

ま.xはまこ の 探整備生, はxとめ の相网係故である.

とほべって 入

(「一 Jx= ま<方ー爲)—4 = £ % とイー スアヌ

(/ダフ

上24ノ2 からわかやざうに. 祖太に8宗団の合計のて 

かわかはよいの < 各平位x をﾡにすべ てxるルﾡはない。

ノオ 4 比桂犬支の救何零向合明

空修足はーオ使に •倔 り をなうか ニク関係を図によ て見て

ユょう ,下図で快中にえゐ」に千日込っている

今 係木 t呼た ヒ tて ぞ が・ 図のら点 に対た ・ た と すみ 

その場合ての千は二, とな". 比,は関め直N26の 

ター力 曲一一致•す" ス に相 担 工-を*"から 一脈 を. と て 0日 

にのス点をFとすは /7Fがこの呼の#の比他来値み-- 

みする



)

/ペ-32生=キ生,プー=え,ア,=ァ,

% ﾡ がどク平で2 正2に同c である8らは母泉田の比2Iに 

一致し,各手位とみよ=アx ヒなり、 ビの際木る あ=8乏 ヒ 

さる- このようる標木をあちわすょは 衆 羔を とおり 僕斜か 

&であをよう &図の直株のA上になけ川はならねい.

0A3 クFヒん太で次わるから その4う8ﾡ本では正卒 

に分東町のア に-致すっ- この例の標ネでは工,に対する 

点ほ2となることらわかるであろう・ ﾡﾡにば、 十てのょは 

2A とこは いべろうが 0A かっ。 編をばランケム ～あろう. 

したがって4怠の平なに井レて は.

ダ=&cす フニグム な衛差

と&ツ ル= 代与 だから研ﾡ田全のﾡ差の和はoと なっ 

フ・ そのﾡ系, 04かうみ。のﾡ 差め和 とみ からのア (あ か 

ラ 計算 さたゐ の術差の才はケ4( マ2になる であ っ う .

したみっ て 乙にする 子の因係。ヲ - ダ4 なﾡﾡは別 と 

とて 原点をﾡっ迫奈で表わすことかでこるならは・、アはア 

の 不術融岑子 であ曝, しかと ・ もちっん」 ミれは. 直績が原点 

そ重ら なけばﾡ2たな〜。例えば.4赤団のすてのx, ク 

が図の直係Bc 上にあるヒ しよう・ タCに3= +夕*iによ 

> て表=A 号 とすっ-

旗“石. 我»スミ この直線;上J こあなー 今ルよりX, とア

(/イ) 

はヌ。 &ﾡIに産離にある とする. (え..アた,).(ス. 添 

に秋 する点 を だ G とすろ- E点による比椎人値は- 前述の 

よう に0E と/F の矢太Fの他で すなわち, ヘ7Fの長 さに今し 

いケ 今に対するみのば 04と/Fのよ々Hで. そd、 

/Hに8る. しそがっ て. み ヒ予のア との差は・ そ*て 

n F /ルとなる- ﾡから明らかなように、 ペニは 

り大モい- 十8わ ち(み-み)>( -み・) Cある. ユ" ロ メ 

がE8らは守に阪2っ ど係、であ) てっが正という ことは. 

際木タケ泉点よ 上を品る血係上にあもことを色木するの で 

当妹一依向にきえよう・

るに対し て • 。が 須の術准 そる っために生 た みの短透

は そとﾡ一ではあるか正のﾡ差をもっ二!により計ﾡこ 

たみ 0偏左よりは 大さく 一 しかる 正項相互に 及対てある.

ﾡK倉速去では 自 のヶLはす て の可能な標本に っいて 

は. そ の砲か。 に Q るが. み の ﾡば平 内 しても○に含らホ 

正に万にﾡするこ ヒか一わかる、 '

し ,ﾡ点らcか原太よッ Fを正には 上のﾡ崎に丁ﾡ浜 

にaろう。 ― ,

8あ. 現県にば太は直業上cなく. み=+合二+ラン9ムイた 

ヒなっておれば, ラニケム な4迫は、Cﾡ--みル)のﾡ差をﾡすﾡ 

ﾡとあるかる知れ8いか ﾡりにはﾡ署しな いだろう.

<, ヒ みの関係はす= +タエ+ラなな場差 で大の研条町



(な2) (>

でほあっわ ご外 をカ" この 調係ばルずとる 一でなく ヒ必い. 

そみあ合ほ 太はﾡ点ででく. 曲 衆から ラ ンダーム にﾡら はって 

いるように見たっだろう. このようる場合は 堀りの風は 

ﾡになっ てくろか、り の大部分に ・ ﾡ練に立似させ たﾡ線に 

っ <比べる こ ヒがでさ«う. この人にっ uては町W進に 

ゆずゃ.

ノブ. 金 比椎えにおける術り

北人にあけるﾡり をiる前に回ﾡにっ こﾡ干, < お 

く -

そに対すeみの ﾡ係は一 に 

み=fc) ナランダムね術ﾡ

で表わこち- fGM は. X0牧字时な師 秋をあらわすか. 笈q 
はー次ベ プ ヲ 阳後式でも 希辄で•もよい. か=は+夕* ば,この 

骨がる例で み=。 の と は○ほ着mの 平高み になる - Lo 

表が研泉田にあいて京みっヒそ みc=fcx) はてに対するか 

の回帰べヒ2手はれて1る- この茨は、てが寺えうポたとさ みこ 

のaわりに現失の みがラ ングム 2分布して いるという前ﾡで、 

#をﾡえするのに用いらる- fcc)=+ex のヒきはﾡ型回

と手は そJ外の場合は 由ﾡ回帰ヒ。手はばれや・

員の 回呼が一次であろ ら か なか っうが との研県町 でる ﾡﾡ 

回 み* = 4+らこの A. e.は次のよう ・に支殺れっ,

ぷ=
チ (x-一 こャ)ごーッ2

A=みv-ど二

2と兵。 四係が保型だ ら はA ら は o ヒら にﾡ しい・び回 

の場合は 土の式は直ﾡに 土ペてげ予度の み の そキ ②が 

*足ﾡめとx とすの呉ク値ヒのﾡごは全く ラ: グムでのとは 

みらず系ﾡ町さﾡ(ず。 .x)を急 ニはそのみ2 

表団では正, のﾡ団ては具となる・

国は み かx に条品 して 次 化 つ 場々だか・, 二 M と 似た•庇』 

.、相貝グある, 例は工と と相ユにﾡ定する場合てあ

どみ計青上の扱いばﾡんじぶらてい- そク関係の程たを示すす 

n とLて 相ﾡ係数(ア) o" あっか ア は次の よう ・こ定現こ* 

て、ろ, 「

。_ さc-支ャ)(シ-v ら～ 
マ - 今 

-

-( 一ゃC炎ニこ4一 = z と $ Aは・

S た警



〃的

アば+ノから - の値を とり. f= / の と こは Cx , ) 太 

は全都畜謀上に糸る. ふが貴様そは&て.はらっ くに裸い・ 

P の絶対値は小 となる. アの 正央 の 行る は 直ﾡの (斜か正か 

顔かに よって足まな,らし太が全にラ-グムに分布し. みか 

xにﾡﾡ係の ヒそや, みの向がとの傾向と一政し3い と=ば 

f=○となる。た、と =oでっ とにx はﾡ込であ っという 

こヒは断能でさない・ =2のよっnときは, 一次回幡ばえ 

の目的にに役に玄てAいたろっ .

比足のﾡ待値はPにに決父、でこはいか. t.向には、

=Cテーみ+プ (er.fバ) 「、 

-ラ・(キ),(夕-たパ5で) '

または ,

eo=ラ今(多(全失)

-シバ(もが(4マ) .

Aば回ﾡ造ﾡが必ﾡを切る点のみの箱であっ このみは そに対 

才ろみの回ﾡが直ﾡであってる なくてる, 泳とっ- この式の キ 

2項は比維え値の偽 o を 号えっ- この英から か大こ < なり 

Aに-致すろヒ、ﾡりは8くなっこヒかわケや また. ﾡりの 

号ばAのﾡると一致する レパかって 前のようゝに 回 

終は須人 47) L そ通(は- 御り は正て 下 に さtは須になる- 

4=0のとさは、当業は原点をと" 4りは近似物/に○になる. 

あし失の回希がﾡ型で原太 そ通は・比走人は不偏 とな). 

A=◇たが 鼻の回府は曲係型のヒこは上のﾡり でﾡﾡしたも 

口ガのモなくな* かン 大麻的にはあまりﾡ委でない: 一級に4 

は小セい と は,堀 り は小さ < aる. また表から その長射係 

数 か大こいと ﾡりは大やく8っ二とかかる. かっ 

ﾡ点の大さ さnか大さ いと,術 ・か一小、こく なる こ , みわかった- 

っっ.み»保民差がプ .こ叱ビ剣と・ ﾡりは 知 に比例ナ 

ろのて か大さ < なち と叔辛伏2 り少のﾡ凝ヶ千 tの で 
* ・-

nヶかなり大さいヒは. ﾡりの大きさは ﾡム妖差に比して 

懸凝してよく ◇たつう・

すなわろ

_塩) _「「-7 < ((RS--パS)_ _ 
価が左 い/ / V7ぞJUOみ+-2S.Sラ 

てあち.

オ2の枯3承して見ち とわハる とあ. 高«/に(なほら

い。 */の求ばその投ﾡ係必こyそ一=リーカ 大

と小けたろ のであっ、 そ4ゆえ-ー< の長ﾡ条数
H→らミた

となち.

瓏団ガ X の大で さに"より潜科したは合文の酒内.の 泳ﾡ休数



バイざ) 〃0ク

C,みは研泉団のCひ よ千的に小たくヨるた"ろう力", 宿の 

標木の大ごこに小さくな. これらかイりにヌ2. 百浜すっ 

示を与たっので 有別に&り. ﾡリは大さくなるあ合るでてこ

ょう. •

例3. 例/ と例2そ好泉団の全体るそ示す値ヒして 百ひ芳赤レ 

てよう.

タ= 子ダー =&4<タう一
・

A=ラ?メ7一 (みS一)*(す夕.ヨニ)=ョフノフー3<く

= zと

、 ・ 、
こク直式ばどuc+ぷ.〜5ご とつ. .

そ = $2e/ケョ =ラタケタ2 子u= *アアョ = 3クイどラさ

Cと..)そ ュ r-・)
二(ニーそ=二と・ヌ--デー こ(-子ーニ子- -

_ っ 2ぶeee- スメ* ギビ じ 一------ ・3
=222oと - ノタ2タノ

=タ/

ニノタィノ。。--ニタイ 
プラ

ニ/タイ うe。ー ノタよ〜〜フ4
= ラど. ラン <

へ 2 ゲ
二 三 スダ/ば S= 三 タフョ

全今ピ =タ22フ = みタ$

ニ(x一 ここ(ダe-ﾡ)= 匚と, 送イ― 三ニど二すどL
q/ , サッメプニ ノ o - ------- 3--.

/ラ
= 「*を 620 一/Pe exz
= 7ク3

c y= 三(<r-そ二(#c-み)
dーバ



(ノイや) Cイペタ

図からっわかるように 回帰像は凍太のくを通り) 呉の回 

奈る査ﾡのよ うに見えろ. したがっ てK確点のﾡ) ろ小さい よ 

うに更われる. この偏りは f,Pc を無ﾡすハは-

22 ( 2ど.7 )= クマ 3 223 32 ニ フョ*一7そ っるイうシノ～ ノス 7ダア,“ア ー て

で 才ﾡバスeの〜クee ノガ そ あろ o て兄 て め小さ いこと

がわかハち・ たゞし この項合4兵田のJと,そのみの値に株ホの 

.の植と同じ 力 のと,反正してい ゑ. 現夫 に は e その他の値は 

四泉団 ごほ反なるか らこの ヒお)>でaねい.

バ4 点の 方人

比•推代 ほ 単紀推史 に 比べ ど の よ み な均合 に 鏡底次商 し だろ

っ o ・ ﾡ能尽で a. 音通の 平個 の掛 出分ﾡ a

・Go=号 - 今52 ・ao

地確大では.

v,=翌 今一

/ sい Sx = 』--ベRR + &3そ

との時ふを属すれば

y (Zと) _ / _ P , ぐJx

V() - Jg 「 Jシ

執然調査でぬ. 尺にほビんビ正である。(六ゞし 原長整の 

場合はそうでないこ と もあるかも知ない) 々次正と すば 

こ の北ﾡは括系、内 正 か貴か で 沢大す る。 内 正で の れ ば 

外 のﾡ分承は. 一

ﾡ> sa

すの*れよりとづる。 すつわち P>そ一

み, B>ベのoとこa 比推定次有利で•ある。

・例! では司に不しよっに. 一 となり. きて ぷ=aw



(ぐダ)

で -― 三«/ ビべ・ ばるか六ごく ・Jも

ど< / _ 6 グど /
2* - ?773 - P C正で あ る °

した次って このはっな母集団では. 単紀推ﾡより.地ﾡの 

方次有和である.

○おﾡ点・今で特確平ﾡﾡどしてﾡべて系に次、 受べ 

ついた こ と と 感 っべ、既述のx Icビ例』し た確ギでﾡす る力法 

も 一ﾡの地推大法を用いている。 この2法について今地骸し 

て見さう・ 等確平法に-ﾡに とくIc*次大ざい場合にrペﾡ 

ﾡがあるピ でa,確年地例法にべ. 分意小ごい場合次すい- 

しかし、確ﾡ地例抽法は不ﾡであるペ、これはﾡりをもってい 

る ・ した次 って.•痛 り 次小で uど足われるとき々. メ大さく 

ざるにっれ「に本ﾡあ るようむと 3 Q 普通の 比推兄法か よ u. 

○お確ネ比例ﾡ域交で非復え柚2行んう ヒで は,病り 次にい 

る、この菊りも地推進天ほビは大マくつく. みっか意はﾡ工袖

の場合よ り も小さく る場合あるど言われている。

比地天でに. さらc.RとX次ﾡのびい場合FαロRの 

不ﾡﾡ大Iに 乙るこ ヒ を付け加えてお く .

(/

/ フ 万別標太におIる」花大法

比推べ法にぷ法でノ のP 平 型衆田の縮計 の推決; に も 

利用できること 台べで平値は

齣 = を(ダ)ﾡ-2 ど してすればよ く. 分救 

も .

i ルG)=合(分ポー(/-」o)
で査だすればよいこと は ア化書法の理論へら当ス方えらっれ 

るとおりである.

本の ﾡ当 rcお いc も eyacat 割 当 2行は うどでa

ん の水リKSy.x と谷万に用いるだけであと同様であ

そ. たゞい、 このと さ確ヤルヒ例払 2 用いる とす れば

メ=

にゞレ Grk.

そ東ﾡ している。

上 品 のラ別保ネの地推 大 o 今旅推式 は, もちろん 流似式で 

不分でていので. 各形ごビの標本の大 ごさ次さいど炎当なも 

のでaくなってくる。 ク 次 小、などごの信税すべき公式は 

du- ・

た」 7xが人さく .万の数K次大さいとさに. Yのoﾡ点



(/) ()
ﾡイ の箱り はt標浄病差 に比べて 大ごくなり ﾡ現てさなく 

なるであろう。すなわち 一っの万でに.

」ぐs:の偏り! / -■ . , 
一 ○(ネマ 全X*の 交野係数

たな、ら、ﾡ々・ ﾡりピ の万でも 同一号を も てrば. イ の 

りは倉や&の場合のK倍になろう。 -か4のびの方はK 

倍Kむるから.

喉 の術り| ㈠ _ 〜

oて) ・ てのﾡ係数のYK倍になろう.

例えば ・ ラ の数がうくあり ・ 各万の又た の C.レ タ dノヒすれ 
ば, イ の箱 り a, 祭ﾡ誤圭 のc倍にもなろう 一ﾡ に. 

り 標ﾡ課ﾡ のe2 以上の場合台地推大は用いてはいけない。 

L たべって *(又cの変ﾡヶ数)ペ ク2从上のと では比推

片望さしくない欲, この植区. 上のの上限を示すら. る 

アビもxみ ○自点原人並く2通るどさは. 差支えてい。

-般に房別ど地推点の総合効暴を武べる こ とは画難で ある. 

Xで万別 す れば. 比地推ﾡ ドにさり 除かう以 しているg のﾡﾡも - 

認は. 除みれ・火確大の効票に ﾡラ別のどきほどあ次らない 

だろう・ しかし・X万内でかなりほば矢ﾡがある場合は 万 

内で の地の利肩に有効であろ う- rだし・比地定2行なう 

ビさ Xのﾡでダ別するこビは休然疑向である. もし. xに対 

するg の回内原京を通るな ら ば, ア別け 名行なっ て も地 

の精ﾡをミ さない。しみし. 万別 け ・X ど は全く懸ﾡ係さ も 

のそ基ﾡにして行るうど ル束は ﾡ化書条団の場合と同 

じ位有知になる。

確字地例油では.りはむい次,ごピICせの大ささ * 

の平ぐビの來ﾡ春しく 兵なるど さは. この方法口単記加以 

になるﾡ面の比よ ・ は能求やずっどﾡいであろう. これ 日 

京ﾡのか素の推べずで ヘ4. ヌw , のa の大さ8万で 

(/- f:) 大さ く のき さた . 07e も 肉係して • た

でてくるものと尽われる。

x』ﾡ合止確人
月の本c日る少ごとに比ﾡ天値を計算し *れらそあわ 

t < 4集団全体の椎天箱セ平 めに。しかし、 標本の大 さ さ 小

4,メv Rが相問あ る場合は る万の推定ﾡの為 り ベ大ミく 

dり炎 当G椎定を 与え ない だ.ろう。この」う <合。ヒ R

名月 で 一大でのるど 仮で さるなっ て場合は. R のみ しT 

出免他2用いる こと あろ - このよう なr推法ﾡ禄会天法

という。

凝本みら

ft=ﾡんxみく, 父t = ﾡべc文ん

&PL. Y o ﾡ合地東値 ペc は . 次 にJよ り 計算する -



()

.=3*=ﾡ*

54=差tる -』をえ。

この推束も 全体のその値はぬ要なく . その合計. 平均ﾡく 

わかればよい。

今Rc の分ﾡは 標本、の大ささ % ○大きpれば

w.e)=テ 鈴始2e〔9。tパ2-ス8<

で 郵入 きれる。ﾡﾡ の場合は分離ビ推ﾡ といっペ 両着 の分族 

式において異づるのは. 尺だけであるこヒ次わるであろう .

e. この推天式は. それをれの尺S:Pに対天する推ア介 

をべ入すれば い。

両推値の比地ﾡ

v(れc)-V(イxs)

=ェー4災22〔(R_Rx)%-20-パoM%80Gg 

=定 坐発=24と〔(-&)+2 (ee 一尺) 0A8cQ-Px.Rc 1j 

(Jy<x4-8dcそ) =イ3(B%-8%) はる万で図僚 

原兵を通ると きはocGる し. 椎束次炎当び場合は一般にふ、

ご し.

(ズrジ

バ? 二ﾡ油、法、

今立の説で又のな京団が計や平は既知であるこ どを 

天して系に。しかし 一ﾡににられむいこビぴ多u。 もし. 

メ の測か 支価 に行むわ れ なり天さ □ﾡ本のビ sこビぴで 

きるビした場合は それから又ルをなり横友高く才大できる。 

*の中の副次浜本をビり・ 3セ測してR己推戻でさる.例え 

ば * ﾡ商宮径 • y &ﾡ商ほたは本領をぺ天しにむら ぱ】 槐 

得できるであろう。 てわら. 小、ﾡ材残を尽するためIに 全 

かの中の。 発 の立本の賄径るばかり. その円久らさら 

ic ノク % の木について にさ らIてﾡ高を測 り. 本質を計算する。 

このう力法を二ﾡ (相) 法どいう。

オー相県ネ次ス,個の単位で, その平は又 =相標本 

は個のﾡ位みらなり. その時のx3の予均は又 みピ 

する. 両鉄階の標本払、は焼題為2 するめ,R に次式みら稚 

天できる.

みの4千均に

あ =F。 文

りﾡ対する. ぶrは. ﾡにオーﾡ標本の?,帯位のみの予ﾡ 

力 の兄推天値である。 しかし、 オー相原本は販為だみら、 

もしゃ 穴わかっているてらば変 を用 L) て 母平均方V を唯定



(なの)

するのび当べであろう- したざって, こoす, のﾡ欠値である 

ﾡrを用いて. ﾡwを花大するのである。この奨 grは史 

値の尺値じいうこピ ができる. 分意のも*の=般尽の 性 

格之ﾡえている。すなわち. d

vex=(-彩)-ﾡ(-メ)

第 はが示通り03のの分東(0す) の 倍で. f,x 

だ(a -やx)そ

・ ・ーヘー7----で ゆる, 上の式のオ/ば夢, の大値

ど考えられた r み分散て,オ2項に, あ々の天値ど考え 

れた マ の分敢で ある ・ 実際に 爲 とも に%w の大 で さ

副次黑本小 5整ご n ◎ほJずxa

2 2(g-アwx)マ
みx = ーチ------にふっ て文さ れる ・

= の 式のオ /項にに (送) 名っけ る場合びある - 

(このこビについて は大の場合を参照)

二宣油の 目的は ,責用の ゝる3 の標本、之小さ く し て ・ そo

ケリ質用のかゝらむいその僚本を入でく し,X, タの比を 利用 

して • z個のﾡ位のみより4られる情ﾡよりも りない情報 

を得て徹定の精ﾡをあげうどするものである。

したって二ﾡ柚の県は. メ 3の調役に要する相対ﾡ 

責用の大小. xの灰勤により説明ででる3の変］のすﾡによ り

(/イ～)

って くる

もし費用な. 工, ダどもに調登するのIに Xだけ部する

り も 徳ホかるな ら】ゴ. ﾡ の景画価(P)は

ら

の

p - /__Jジ・ニ____  
Vてる-(み③x) •

(り人さる ・

も, スxの承適値 て等しいてらば,ォー相標本の全 

単砲の2 2調ﾡしむければならびいこビ にコ り. す, ○呉の 

値と計章すること にづそ ・ *のどさ aXのﾡは何らル要でな く 

とるので, Xについては部ﾡせず, で きるだけすく あ整位につ 

・てみる調愛すればよい。

*故 上式のPノェ り小で いど さ を け ニ 例由出 法が 効果 

あるのけである。

__Jix__  , ,
(ん-っくシ-Jタズ < "

_Ja-Jx、 N \
J.ご ' ・な一/

メ次大ミいビ。-一 aほどんビ/にくガるから、みx

グ」マ J り僅小で も . 二重に有利Iに とろ う。反対にえが



Cfe)

小さいヒJ3x はぴきよりり小さくないビ. 二重ﾡに有 

ﾡにほてらかい。

.2回帰椎天

30xに対する眞の回帰3=d+8x te (6にラン 

ダム可誤差. ○キの ) のビきは, 比査大はり を もっら. ﾡ 

本久らら. 紀でなく

グux=A+8x

を束して X=ア のビきのﾡルを3xKより入し

い. 母数 A. 8の推天値を a,4 ビ する2 きに,

Q = の - 4 x

2(x_x)(-あ) 

てース

直線周界天ﾡ 酬 に次の ようxてる。

a = n --やx 十 xル

二 a +名 (エャー ﾡ

比推点の場合の前面積 対す る材積の回 では

a =ジク/7 + -ゲー ( 4)

=ぷクメ7+«°(又一お«ジゝ =«4十zex、 

したって、 x=#2 に対しては 物 = e-s 

どなる. ( 比推束の場合 は. sクP ～u3 であって。

(<ア

回邪尺は, ﾡ会に不ﾡビいうわにほ行かない。しし、 

長の国帰ペ 直ﾡな ら ば.4 り aﾡ々たるもので. 呉の 同り科童線

R にほ 底急 の近く &通ると さの外に 比椎ﾡの備りは 

りauろかに小ごい。眞の回帰ペﾡの場合は 回推だはイ 

りかあろが. 推ﾡ によ る よう 依 小 ご 口, すおわちそ

のoーゲーさeﾡけば あ ク病リに依的に

- (-～) r と ど (x ) 2
( 7- グ / x d (- / 3 j

&cuﾡ c記L ものであこ. 括ﾡ内は Eu ど (x:-こ)のが 

※分放である。 こnに xc対する3の二次の曰に火因す 

るもので.みどXの肉係一次ならばのとるる。 ﾡ#の病り 

a ーオ のオ - ダー で.浜ﾡ施送は 7チーー のオーダー だか ら 

大横本では. このﾡり に塚ﾡで さ る ほ ど小 さく2る.

国形人値の分敬に似的に次式にさ り 与えられる.

做, v(ぷ)=一('+ そ)バ-f)

Ja は 直京回解み らの3 の術差 か ら 計算さ 名 ・

「_ 名〔g-(A+ex)] ^
ペー7

回宜練、らのo3 のﾡ予方和 は化 のe の直放か らの *れさ 

りも小さい・ もちろんg =尺x よ り も小である。*れゆえ- 

・直ﾡが原を通らてい限りは Sa はSすx よ 小で



(血

v(死-) = そ(/- み) 条地稚大の今救式ヒ し て有効に

用いられるほめ 次大でいとさは V(ﾡrg) の式の(/+チ) 

はほ ビんビ/IC等し くびる。し に次っ て. 両式のヒax ビ 

Pa ばpに8って4る--般に 4余団の回ﾡ直終原兵2通 

ら むい 限り 回国庫低足値の分取は 比推天位のか敷り小さ u.
s ssx。 s: = &0=学。 ・ exで。。.

この場合の自由京に (一2) である. (推だの場合は 

(スー)であっ.)

'a x よ り お きいこビ aojue.値のJ。は 

Jダxリ大まu=ど とあり得る-

&. ・*クー と .=&(3パー

○両で a=のビてるど 8=Foとはリ. 分子に同じになリ、 

比 ボ o と り得る長大の億a - 一 と る ・ a べ正 

確にe2 なる こどa あり*っ もてい次 原兵 o にfい場合ペ 

あろう-

*のビさに J2 a Jx よ リ僅か大さ くdる・

すなわち Vp) = -(一22 (Jy-+P:r_sAAJx)

V) =Jダ(ノーP どﾡるから・ 一Pずく

の用に推ﾡ よ り 同帰件犬 の 肩で ある。これから

(e/)

(/3-やx)* でﾡに正だら J3=eJx すなわち

っ パJ XのCレ
プ = Jす - -すみcレ 以 外 は大の万有で ある

こと 作れ办 る,たゞし 回ア資の万 はビ益大 リ 計算Eイ介な 
の は欠点で ある-
Jeの計算にに. 次式によるどさい

・ [. 』

=   ニ-(/一/ ) ハは承相目欧ﾡ数

ﾡの例/ 〜 例 ジ の岡爆におい て

ﾡg=ジタイ +ど«s4 (无3ー3 次 4s 々) 元=«"に対参m=*arw だっrべ *の分敬のﾡは
々 = -—— : " * 一 F * 彳 7

=  { %”？yー <rxs4 = プ x 3eseo
= 2AoF

(タ) = -- (/+で)

ごパ0パX/ フ3ミ ど エ
/ ラ

Pグ

•2雷)=/3 (止椎人の号合は み(F)=<7



(«2)

『E(み) =る 4)

この場合 又～ わからず. 桂疋 しa ければて らひいビ ごは 

R『さる々相稚大法べ行なpGけばのらてい. *のと ごは 

分称の椎天は. 次のよっにてる。

いG) = 嚏1 い - 紛 ・ ﾡィ- チ)

にゞし. 当〔g-ca+ex了_ 「こ(y.-ジ(HP}
丸一2 R一之

J= さ(ンc-3)
72一/

dる. 々/屁加^ Icatn ば Ja の分が o(n一2)は (ージ) 

ぐ正し い- 上式は. オーの大標本の予か ら オ之相 ルh碾木を 

才して しも x正規分布 しているこど を矢件Iに して いる.

を 小 さいビ ミ は上式は似的に •

_ (一と) _ (ート 十 J
?&, 丁 な

_ J2u=と) 十 上 7Z3 7,
aた-般に有ﾡ修正 (/- -み)は二直域ではﾡみれる・ 

標本の制当は. 責用を C =②, +Cク・ ビすば

()

7-oPt =7,oPt * テー・ 合

z(ケgoPt) = -で〔rYに, + Vr-rG,J

比ﾡﾡを用いる二法では C=◇+Q7 ならば:

パ = 高-oz- :

7Z:opt = 22,eet * ご

S(Pe) = そ〔Vででえでコ-ででや) 十 CでgTでJ プん

V ぞJxメーそャ C

K J=JPJx

と oる.

比推天と回花定の比ﾡ

一総に ﾡ外の方ぐ百祭みよ具を通るヒ き 名 除い て ほ娟发 川高

u. しかい 針算次ノ己AC 3oxc 比例 するどざは 追旅内原爆 

く を通るど尽われるみら比推大の みよ い.

ル推定 同犬を用いるじきは(xが) の函名いて見る

こと次更要である .

// oPt = . /〔c+cビを



(/4そ
ラ別抽法 に お II る比稚天 ( 会雄地確夫) の 計算求式

(/)

平およ び 全の点
易よび全体の推束

月 Nt u シ Fwa -=Twg*
/ 〇 ラ - ご r-一

一.

・

○ 二 フ r - ・

(

計
_ ,

ラ 文Na ヌw. ふ。 8a(Ma-Xm 如 殉£ Yt="あ

/
2

計

つ つ つ

・ 、

--、 
J ノ

・-、
^
--

タ•ヽ7 -
ご

ヘ
〜-- 〇

「！

○

分ﾡの稚資

ア $(4v- テwxxu) __()
/

々

司

-一 - -

・ 0 一

-

こ

ア別油出における同ア稚花天

同 帰係務の 更 (か 離)

分ﾡ、の 松 氏

ア 見-5 g(u-(w.&x 自由 72d -2 。 0g)
・

/
2,

时

:. ご

つ
! こ •:

○

ご

ヽ

ご

「*ヽ--

ア 鱷 v Eoc Qt
*

2

I I・

いうれの万法も各ラの全体の値を椎大し て加 え のげる ご 量 

集団全体、のﾡど なる。



(/ざざ) 

〔付) 復合回帰推京

複合回ﾡﾡにっ いては比椎大ど 同様と こどな言える.

次にそ の場合の大式のみをあげてお く .

みec =奥と + 4(xw -又tゝ

t =# x。=キ J

。以 昜 (4- 5) c。 - ) I
たぷ(ス4<-マ

分飲の 推足値 は

Sダx4= -:((34.-30)-2Cn.-及)ド

= 一〔 = (% - アo- 24を ($x- アoxxc-u
+4そ(X4- てん)J

(ダ7)
2余 諭

ノスノ 小様本の場合の量泉国やの店ﾡ区商

母察団の比る 0や/余りハくな い小場合や油出 し個報?

x余り小さ くない場合は 正 •支筮必の理! 谕でや夜日向を校定し

てよいが ミの2っの糸件をﾡEしないヒで 爆ﾡの奈団 

の 易合は二思分 .理踰 上って ﾡ成 1 aけすitHてらない。

今 大さC4会田 (従って.柚出は0とみaL てこまい 

)から.油出さ六 /2単からなる一根本之考えよう。目的

の風性をそなえ rのな/単位し ないとL よ ク ・

そハゆえ P=o/
み0)=-24す2み-

= クタ /

SP=2.ノ2

自由戻 ダ ぐ. よ%水 く ツ M ※店頼限用) 矢の4=ス24 だにが

ら 上のPの?よ夕店選こ向は く-0.ノ3〜ペ3Sヒなろ・ この

飛は同らかにおかしい・ Pは決して買なり得ない。したが〜 

て 下界をのにおきかえハばよいが. 風 の ト限が生じた こ ヒから 

当メ、上阪の正建ﾡバついて ◇疑向が生じる. も し 一方が時ら 

か、位す ぎば他方も償ナざるのではない かとい ら疑向が生ずる

正確ﾡ釈はr の奥の確率か布を甲申い ハば計早でさろ.Mベ非 

幣入さいとして . 目的の浜性を有すろ卜ﾡの倒体を合む標本の

ささなヒすハば.



(/4P)
P(卜)= アェァア Pa

(0/= /と皇表する 

とだる・7=/2, 卜=/とすハば r=クか/しからないと 

きの確幸は

fc0)= み品一 * Pa' = ペ"= gq"

P卜 (/) = プチ Pセ= ePay = eP ( ノーメ) ?

の チ 8 ン眼界つ 下•の 方の値を ドム ヒサハはr の他を得る確率 セ 

222 6上にする2のである ぞれゆえ r = /以上の0めをお 

る確ﾡは/から2を得る喧宰を引いたるのである.

し尺がって. ^

/ - (/ーカ=o。 2
上限?いて も同株で P。 タ6/ 力上眼 P" d r のﾡを得る確幸 

を442告ほ感しいか・ より小点めのするめのである。 こめ 

では Pみは 次式の解である.

(/-F4)ベ+PP4( 一P)=20ze

二 の結果・ Pム は o.092e Pみ は o44と ヒム り . 上部の

(-2/323ョ> とは大分っでく る.

cdcd2 みZed の表から? /の F=バ 9 ダ 限易 はは .

め.22さ3 と くxぞ$とし て . よみ とらる.

し母業 団大 科/ 女 い 場合 は二属分布 は適当で ある. L , 

レ 上表は よい立めを寺えてくれる(Ca/ean,さ<>

(/ダ)

なち スネデッスーの試書(4契)の表ぞと 一 0 タ6 カ曲顔 

ご向は o.e～ e.4s ダ とな? ている.

&.2 ﾡめて小さ いチ対するﾡ本単位のﾡ当ﾡ牧の°め方

今 ぴをを ァず% の他恭水で今%. っs"におさえた場合

の拙 出国鉄を計算 し てみると 々の表のよう、ばる・

さし, 坪泉ﾡの大ささはﾡめで大いとする。

P 契ぎ44 ﾡ差っダ
◇←

&4 2.“〃 アee

23 3ク3ヨ /そア3マ
2. 22 <422 そ合<e2

2 / ノン <-re アヌ <ee

. &. 2 をり バ2く 2^

ミ の表から見る と Pな成少する とのの大ささは ・史ドﾡ ・ 

アめ予測を相当正確にしない ヒ. ヒんでゃないことバてるく一 

しこの計帯は約に比べた方法 あを=とよりﾡ出した)

二 の力まにおして. 非特に大さい泉Nでは の0的に次熟"

立2

の=/+ (-ま一)

mは柚出 した 旗画の 中 で 巨的の岳性を有する のの祖終 ・は誤 

差のﾡに対する比。 、



(/クの)

今= 2«とすば

の=2< とばる

ミの茨はPとは祭欧然、計ﾡで会るので ペ利である-建々の 

対し て mの値を次示し マおく.

メ m

Q2← <e /

& /2 e /

420 e/

230 *4

2 42 44.

各確の林相め林分面衣 の をた実する法

各連の林拒のﾡか面ﾡのぐ面ﾡに対る比率と推走する Iミ は 

認放の よミ その域内バラ > ムにを おとして 全体、の央に 

対する合植林相内に おらﾡのによ りﾡ はよ いお. ごo 

方法ヒ し て は次の3な考え らiろ・

( 倍ﾡすべミ 大ﾡ示の地図があ加ば. ギの中に現光ﾡ「違を 

点a。 て将らた林相こかた記し た地区

(ス) 修正した航空専真

( s) 紀他にもヒした夫

.つの方法は 地図や等貞上で ブラニメ ーメーをうわしてゃ 

よいが 小面表の林担じ分を行なった場合は ランダムべ義セを

(/ア)

と す お法よ リ はﾡ内向な か 、 るだろう ・ このﾡ村ら/た Pめか放は

p 2
ーケ- で桂定/る. aお・ﾡ限母条団だから有停正は不 

受で ある.

この大に格る夫ﾡでルﾡを之おおって 合林おらた歩を投 

を会林地の央数ヒのと求める夫で あるな. 府Jなさけるため 

: ず格子の方向を予めさめておく. 例えは 土商 北とい 

うようほする. 捨子の史矢に対して 回上に座ﾡたラゝアムに 

さめそ,お子網の位置にラゝジム性をえる。この才法は系応的 

ﾡ出送にあほるので正しい改全牛評出てさロい こし あらい目 

のおう綱に○たら 投町ラ>グムにおいて. P を新して * 

の平均dFの 今次を t年 す 上 い.

& 4 管別をﾡ用する二皇ﾡ出法

野泉田会単位をN とし・ま ず単感々地出 : J y , の大ささ 

oォー株本を描出し てi:ついてﾡ受し. この七/字とヒザい 

て 相別する. 各層からみん個の卓位からはるオニ様本をﾡ出L 

て 。を測会する. オニ操式はオー探本から典出しで心」」、し 

全 く 義知案 に相出 してもよい,

今が暦に合まる4条団のﾡ合ﾡ=W& とレ イ盾にはいろ 

ャーポ本の利合瑞=Iた ヒすれw一な はW& のﾡ定ﾡと ろ .

4平均 ア=ﾡwTc

ビの椎定色は 私 二 爲 Me /



(ノみ) (バ)

この椎定ずで りを とた は共に確率ﾡ量と見なこビができる 

こので.ﾡェ は不ﾡ在完ﾡで あ る ・

3 めか教のﾡき式は.

み(の)=-ンテ(Cw-岩)だえ+«2(ラWe222)
である , は常ゐんに比べ大さいから

②(烈の)キテu一

にリエし そめよい-

た. を居において ある林相ヤあろ所性をご○ひめのg合く 

様本での F& とは 母県田会体のP の年定名はそ器一 

<推完さa % W の分抜の推定鍵比. 似ﾡに

= (_uxこEe_Z4_」 4 CP4-座c2|
花、2んー/ れ/ J

となる.

aお・ 合受用を託のようほ C=0zこc+,C,

=C=: +の, C,

ヒナル 義也副 当 は 有限ﾡ上を気便すは

。テ ニ反^ ヒご二の^二十如ご'-,ょリ定めろ.

たゞし.V =二wz(を - ア)一, V- (=u%Sx)- で. 何： I 

ご母泉田のﾡだが ﾡ生しる代する、

この方法は そヒみとみ図係が,比や回帰ではっきミり表わさA、 

ないし思わるとき別」ﾡるとよい 次に. こめ方法によろ例!を

等げる

例 I
アメリスの 光面部地方 の あ る 郡 航宝写興): よ る表林の 香破を 

遊定するため,表本鋼会を行らこヒになっ. ぞのにぬ 央上 

マ 多教の採本地プロットを相出して 女武ぷに底じて階層区分 

し らに そのっちのいくつかを枯出して地上調会を行女った 

どの型程は次の通り である .

〃 ぬ緊西会根本ﾡの個ﾡの式定

上のから 光上ﾡ毎プ =ット のな、2-は

___c4_ c出金☆. c,は季真様本光の共用
&.C2+イVCCz .

C=は世上ﾡ本地のﾡ甲

2=三WzSx ,-4==三wc(Kx-t)

wcはマの勝の全体に対する北.Sz は*の居少保
黄：率病型

Xイは*の営の年均は程 无は全尔力平均材段

計野 したペ2 は堂救 める . '

写京プロ ットの系 %,は 上か ら

c-?_ C=
ル 2 C
/ は釜数めるな これらのペ, . み=をさめるどさは • 

(ペ:-ノ),の=, (2コ+/)バミ よる場合のお食と計算 して さめる

二 め部 の全土地ル面ﾡ は 33.ど2e エーカーあって ノダy"// エ 

ー ー衣林だった.林地ノエーカー あたリ の表林調ﾡﾡ用は ,
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28c3子 ドル: したズって全〒ﾡは ん°.<ドルとなる- だ系の 

経験みら こめ光方の森状ﾡ公長は平々して C2=ノスマ?ドし. 

写真上の林光プロ ッー西査貸と,=22/ Fル. 非株池額会食

Bっ=82ドレ こJ&=ヨア4, 三ル(X&一天)-=3よラュI 
であるこどがわりかっ?ていろ さらに C,=B+(-月)夕=でお 

る. チ は林地のﾡ合で./=/ク42ec-33ざ<ee=232ァ

Cュ= 2078?/ ド ル V4Cz-支- =よア?. CこWz%)そXよzョA
VoC-=x/どよァだから

22 2 - -(4クを42(マテタ2____ 三 二/,

C 22生422 C翌デ2 2 フみク/
Zパ 三 三 «ょ.4一

ごが2め.. 22のビは72ノは 74をラユざ と点ろ ・ ご ら 

の救客を前示した式 /yman ﾡ!当を行さうのでざのよらに虫 

恐 し だ 。_ =u4S& _ _uuC3&-isc)=
に代入る と nB

a Sュ

22 82コマ24
/ 身"4仝nど

22. &4z アメ

(/ス)

ットとしてﾡ当てることにがろ,写真料すめ準系は I I. I 
m T居にぞ/そノ3.x2, «占. s. ヨァど点はいつので. こ小

を 高 ごと に分部すろ ため ルei&zﾡI 当を用いて 次の よ ク な衣を 

っな.

2 / uc 三eSx 2=
ノ ヨ A22«

丁 o.c 72 ケ

ュ «4 Aeタ/ s

T s/ .4 / 22

T 3?e ノ

E 4 e ノゴ 1 W ノ

ﾡ出向所をきめるため 等真プロットの挙を アっで容リ 例 

え出工居てはノ3+4=を ゆえ ミ出同ﾡは3 して ハ 

ら2ヨでの参教をえらて. ぞのあヒヨの商ﾡでﾡ出した. 日ボに 

してIs I工?・TTフ7・ Tシクくとさめた 柚当誤をは上 

めS z 式から算し たな 課差計算の 資料 を得るなめ2ﾡ別5 
5査を行おった. ま差計年め表セ とめる し次め ようはる.

どさろ・ したがって, 2っ=/・ ペ2/=今«4が最良となったた、 

写真の枚ﾡは ノ8← あったの で. こ1を各写真に平に密付ける 

と 今一=ス«とムっので、一枚あたリ 3を写責っロ



(イ7ど)

Wz S4 u&S4 24 42S4 4 Cz4-初)

ェ Q2z« 、/3 ス2 な3二 s«.イ <o. P ファ

I 22 クィ フコ? s2.3 ユ 22 ■

I 8/ 5夕? 32" ヨマ / っ<e . 7<

T «4 ノe/ 2 8? ノコ.7 2ヨ«

422 2 ハ«← バ ◇ 7 ク 74テ

計 メ 222 /J玄7 Pく ど <P

こ の結求から

S= -ララュ7.... 十 ラー---- ケ 4 ダ ナ /ど = /グ- 2
S = sノタ

とな2た.

なお写贵K自ットの判説は「眞わり/ェーカーみ抵分力司 

の 目割によリ さめていろ. 地上の禄本光では. 大至林に は さ工一 

ス ー • 小そ林 に は をェース - の 面積 を称 用し.

鉄校ﾡレ=Aニルえみ4 バミより夫した.

例 ス

イラン ②本本調会

零真ﾡをノコ«ノ«ど矢油出して.林 無林た面ﾡを定め * 

の○肉から:林光ついで. 2 呉を柚出し.2/。 プロッ 

卜ついて 樹冠額良と: ﾡめ高 ハヨ本の木の高 さを剥定し q 
均樹高をまめる らに,地上ロット ッユどを出し 通。

(ク7)
孫ﾡ査を有立うことにした・ 符らiﾡ承と 写真から求めた 

樹尚セ蛔機 M 町 年 を利 用 し て平点林独に求め、こハに推定し 

た株池面ﾡの会休ﾡ回ﾡの比をかけて. 全土面積のイ. あたリ 

平均方旗 2 第出し. 同貯に結ﾡこ向を計ﾡする.

uお 土光全休の面ﾡに 日訳差はロい めのである.

イz あたり杯ﾡのオデ定式

アz =土光会体に対すろ な あリ 半均材が

メ =年ﾡ矢から判L に土面ﾡに対する林地面表め

2 ニ デ数 ﾡ小 自 系法より 計筆 .:

8, =樹引に対ずる回帰核.求小自京計年

2 =ガ宿密点、 る 回ﾡ係紋 素 小自水計年

スバ = 竽夏ブ ロッ 十上 本の木のﾡ樹向

ヌっ 三同上樹ﾡ宏氏

イあリ 平均材れﾡ、の 分散の 椎史定.

5n=今 十 月(4:S+85Sこ-+っ44zC2u-(Ix=22)イア
+ + タ〔。(cパスF +cンZS+っC=プ ご j

=ータ,+ーー +一号一+P とする

だし

5 =土地花会体の 平材ﾡの 分像

Jz” 阳用 によリ 史 し/杯 おサ る材があ 帰と は独
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立a分教

x =3本めネの 平☆料高のみ教

S =料金後良め会*,

CeaxX==*, と*メ= の央分ﾡ

西 =林め及あたり平均積

& =土地会べに対する冬球のa合

e,c2=～ C==C系数

/ =イタプロッーとイ行 〜ロット (会部野ﾡ上で測史し 

その)の樹高の手使向の差

4= =日ボ式容会ﾡめ差

イ =地光上プロットの個数

が% =専素プロッ トの個数

イ =写素の油出央の全牧 

右出信役を先のる、は次内バは」っ た .

< 上 プロ ッ ト名

ィター協。,«7e- + V-- +Vcc--)

2. 客ﾡプロット教

-メデ- ^

たゞし Cア =地上 プロ ットの 台

CP =地上〜ロッー " 営い、

cf =写具求の、

際の計ﾡ

/ 去 の ※件か ら 史め ら、 今因 うの

― 星 琴 丁堀型

ノ Pe ど ア 2

二 ア 5ャ

c.e2
a. s-2

今

< ダ, ど.<s

7 2.P*
a 文, •

ヌ= 4 ←

/

// Sa **
ノニ 4シ ラ

ノヨ Sx ク クク
/< Cewuxrx→ コ

ca 3.2<2neeリアル

CP 7e リエル

7 cf ○.クど リアル
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2. 分京の合戻の算

あ 考 値.

4 』Sテュ 2今(っ.よ&«)= ど«,

ぷ, 4Sx月 く4と<3ど =ノ2-

夕= #5Sxヨ C2.8«7ク2 = .コ/4

ユイ, ム CouC*xs) コ c ど.«( sx= = フ=

夕, +タ=+Bョ = 7クタラ

月(+B+タョゝ ・つケ(ス78チ= ア*?

と 7P@ ノテC.よ) =«.7</

カシラ (cudP+c2i4+2c.. 乙, " -= 2

う 地上ブロッー. 写英ブロット. 写ﾡ兵の個牧の決定.

バ) 上 ププロッー

O - ラ (V2aでoo。 ャx(25 +なラママスうブ)
一えをー ト3* 十ノNN +4く= クっ<〕

ノ ) 写項真 プロット

イP = 74 ラ2夕7ゲ8一 =ク24 c3 = と z/e

あ 号奏央 ^

ン = クっと ,/2クク C3222) = クュと(ラ= ノュxノュと
「 / V<<バ(oフざ

ル) ﾡ用の計算

(ノッ

_________や zロット当該丘
光エプロツ ト 3. *222 2 ユ 272<o

写奥フロット N4 < 22 ・ アョ バざ

姿央 ノニ< << 2.ク< ダ4 3ダ/

「e___計 N «ジ«.$27

このよう点認計の下に現在央行中とのことてある・ は、お対象面 

衣 2 $2 220 エース - であろ。

:の中でて系C系似バつハ て は 大最をみ來さハい・ 

例I2 は回帰をﾡ」ﾡする二重油出でおる.

ノダを C系 数

□を利用した計算で は. c東歌を 用 いる とベ利 s あろ ・

ﾡﾡ営衆は 太なダかろ っと少ゴかろら と 兵麻めデーター

から 長小自来法を用いて計ﾡするヒ 丁・全文会の平や失を 

ﾡろから 回用式は次のよら、かけっ.

Y-7=4 (*,一天) 十 アっ(*ューヌュ)+... +r(*r-天r)

Y-ア=す, *ーヌ=< た". /とおさ さら

術 =5i ・ 差*ら =5 ・ 差*e み一5x2y とおく と

上②式の長人二ﾡ解を得るためめ ノdて£=ノ....オク のr個の立

+ イどSx, *。一...  +rSx,cr=Scid

+ ペtSxzxこ す....+ .a—MSヱ喑.

方ﾡ式は次のよつに 8ろ.

t4,Sx 十 8>Sビビっ十

合Sュエ + ゐ Sこ. 十
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Sxiユバ+«ュSざエュ+ 十 ゲとJz2 +.... *4rSi=Srプ

イ Sxrx, キ 発5xr工= 十 ....  * ﾡuSrxt+.........ムア =Scr7

こiを前単に表ルせば

務 SN は/ +血ANN +.....+ Sxテ +-- +合「x:cr=Sz
〔=..... 卜

とる.

ミを機械的にヒく、は いわゆる Pooltltle 去を用い(

よい. (スネ テッメー ﾡ計約方 ボ、杯試ﾡ行 杯ﾡ表ﾡと既萌者 

参装)

上のオノﾡの5<?=/ ・ のSそ#=の(ど=コ.・ ・ー> 

イ=C. 合っ=Cっ, —— ずr=C卜I とおくと.

(CIS,+C-/Sxュ+ .... +CrS<'工r= / 

/CSx*- +CzSxョ + ・ • *CPSx-r=2

\CISxx卜+C2,Sc3P+----- +crSx六 = ○

P/のCt c=Iっ、 • r)の解が来めらろ.

次バ百ポに しる (ローl 信の組の ・契数の立程式を作る.

()

ノ=2とした場合. C,C- CrIめ代リ Cac-=...C= 
と上の塗立方程式に入1て C-= SxSゅ項のお 2を して おく 

のは クヒナる . すなわら

(Cs5xすC=sSx,xs+ - +cハSx,x,=2
CにSxxaC:Sx3 十    tCr=Sxsxr =/

c=Sxzr+c..Sxx+   crsx; =。

この上らさをr催リ. ご。 Cの年に求めろと. 公部で「の 

Cの色が求はる. このCをC系※しいら。

、のさ合亡は. 次のようにばり、 の対用領対休、、なってい 

c。 はCc と同じ倍ことる。

C C U ........ Cir

CっI Cュュ ・い、い Cっ卜

CrI Cra・t・-・ Cr r

一 の部から次のピ, 4の分終の史商が+算でこそ ブロわら

8* C &,S3 十Ccュ Sユッ 十 十 C&r S<rぷ

Cど#Se

C Sx, x +Cッ Sx-xc........... + c// Sxx, + +Cr Sxr.

= | は

ゞしィ= -----, 卜 とする.

テ子-=こどえxょみ チ は最小 二点推値

パ=こ /ニ ダー r= 相ﾡ係数

Sテバz・.・ = 乏aたゅ一w mzはて安欲のﾡ 2 はﾡ求の

大きさ
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See =Sy.z....  *VC22 6忿は の禄ﾡ備差

Ss, ーダ==SYIコ ....* (三ctど 一2 Zct) iくj
S谷 = Sラ/a ....*( +てC22<c= +2三c夕cxどxj ,2く 

ﾡは系へ二系在ﾡﾡ

S=S子a...xく/ﾡ+二ccムて・ラ+っ乏cょテxょxj).2 く j

Y はﾡ々め僧

C本数のた甲ﾡはスネデッー教計的方去を参限されたい、コ 

おこの双でいっx, ダはx一え・ ブーブのﾡであることを話さ 

れるミヒ。

/4.4. 写典判就状相が誤っていることを麦地部でﾡ更 た 

場合の 面額 のの ﾡ史およ でその を o 推史

写奥判銃プロッ ーの内、ﾡみかを猫出し て ・ 現地調ﾡを行なう 

が ぞの貯.保式って 列読したことを発見したﾡ合どらするか 

今. 2っの個があり. s.4ee の零英プロツトを判能して 工 

層、ノ4s2プロッ十ー オL層に3722 っ°ロットと分けらnだ 

とる .*ェGの会面微に対 る比幸は = 着=そきき=5o= 

と5a SPは Vそで35チ子-三 ♦赤 自 ク今メの率の水染さ 

は ooノ2 く«ダの誤差 ヒばる.

今 . 浸地調査で* ノﾡかbノ。 プロッー・ オ』ﾡか ら e。 ～ 

=ッ トを踏査した諾界、 オェ層 に3信 オIﾡに 2個のロ y - 

2合していたこヒがわかった オエﾡの修工正面積歩合(&イ/以

は 写ﾡ判能のパめﾡ合 (Pと斗工虐とし て現地でさポた

勿刀 唱の現世数* プロ ツ テのﾡ!合 , と をか サたアPど,を合居に 

ついて計ﾡし, そを加えるボめら/ろ ナゴわら

(2町ゼ)オ コ ラあw (P,=数,ルは居のﾡ)

二 の感正面夜歩合のﾡﾡﾡ峯は客奥判誌とせ上ﾡ勤の禄探を 

の後合茨差で次のよらL こ坪する.

sv4oA ニタ〜 a•十 三(爭ヶ乃,〜翔み・力

尸

ス表 基英料と正の でめの?を示して いろ .

号具プロト 兵逢 フ・ロット 3 工 条差計専

&: 万 : み! Be BP ユ
2と! 
マ

/2 ノ 3 P 42と 2→Sa2 & ふぶ 々cAcよ ざ

F ・79 se 2 a.ox 2& c.ど2r*で

2 コク — — — ペ 2二Sヌ3← <<eooP2 メ ◇パ=*パユ

たにせ 2まをたﾡ王し た面承歩合

C &d, ◇ ) P =23=
: の推差妖差は

,Sてad4とナ=AeP8PPヲ-a2e8e7=+,宅笈C
S (& dP,=I2o2の2.
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ミ の修正居 面京歩合 の ﾡ誤を は.ア今ダ 水手 ミ

cox/eと(=ノ2.74ダ) ﾡかば素ﾡる塚特を出 «みから i 
とんビノヨ※に大した. ミのよゥに 色シム改、!L山かロリぷ 

&響サゝプリニグにきえろさ とみ示さろ。
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